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関 西 日 悌 皐 舘 の 建 築 を 顧 る

木 子七 豆B

住カ、延 500 j牢 足 ら ? の小さな三階建の建築に随分苦手f，してしまって痩せる棋な思ひぞし

た 事を願ると 、 建築其の物はや ｪ ん でもなくて外岡人 、 特 ｬ 乞此 の 建築ではフランス人中 ｬｾ 子Ｍの

交渉にし、 らぬ苦努をしてしまった事そ忠ひ /1¥して、勝- * そう 云ふ場合K 常[ 訂する諸君の参

考 とした いと思ひます。

何しろ風俗 、 習 慣、 言 語を具に す るフランス人がｔＮ，Ｊ住使 ｮ ｊ す る建物なので ＱＡ｜ｾ 論それに過

する建物そ必要と する事は分って居るが、此の製館としては 階下階上は感館即 ち迎賓講演

合場等ぞ含む謬絞ーとし1 、叉= I i 皆は全々館長のアッパ J レトマンと して使月j するも のなので

公館と して叉 居宅とし て色々 の要求が Ｏ Ｍｪｾて複雑な交渉を生じた謬であり ます 。此の臆験か

らフランス人相手の仕事では

1. 語製が自ら流暢に話せる事K よって先プ'i の意思を充分にi ! l l : み、前ノケの意見を充分了解さ

し得ら れる事を要する。最もよき通課者であって も誤課や通揮の! 擦の態度ででもそ こに

誤解が生歩ゐ。感情がカ、らむ。特にデリ b なフランス人の場合にはそう だ。

今回は幼少 よりフランスに 留墜され、仰語在日本人放れして話されフランス人的感情ーを

持って 居ら れる 委員長稲畑勝太郎氏そ依りにも煩iました事ぞ感謝 し糊i鬼にたへなし、。そ

れ丈り外人側が折れて出fこ事が多い。

2. 押しの9齢、事と 、感情的陀 す ぐ怒る事、それカ、一時的ではあるが何んでもカ、んでも議論

でj例寸け て行く 、全く色々の交渉も共のヂpしとヰ、パ リと精 1; I ' C押さ れて、 大低の場合市

倒になって向ふに屈服してしまって、あとか ら不足ゃなら ぺて居る 、之れが H 本人の快

黙で俄りに アツ サリと投けすぎる。図! 際合議の外交談*リで大低閉 口fこれてしま ふのもこ

れすごと思ふ。あ く迄! 氏丈高になって議論 し、 了解させ てし まふにはやはり 叉言葉の問題

になってし まふ。

聴明で! 臨の太そうな子供を'*111英、州 、濁、 露等イi 力な似1々 に祇遣して 、:gJ時カ、ら話撃

をぺラペラと 喋 らせそ れに 1"1本魂を川l き込んだ者ぞ必要とするのは 、外交} ) ・mi のみ じゃ

ない日本人の世界征服に必要な事である。

3. ランス 人は屡々晩餐陀招い て、 家庭の l H として家庭料珂を御馳走し 、甘い. ，J " ) レド ー

の市j 萄酒をのましてくれて共の際は建築の事の相談t<<，ii 採れて色々面白い話 しに興じま す

我々多忙と 言葉の煩はしさから大低の場合はノヘメ J レシ ーで断ってしまふが 、之れは

彼等にとっては誠に不満足ら し ｫ 、 。 やはり厚 意を 感謝し 、 務めて招きに肱じ叉時に Ｚ ｗｾ 、

1  VI I  



て朗かになごやカ、な平時の交際を怠つてはならない。

4. 設計者の栄容と云ふ事は充分K 主主敬して 居 る。そ れ丈り今度は身びいきでもあらうが 、

巴 ｊ 巳で木造の筒 Ｒｅ な デッサン在 して＿＾ｉ討こメスト ラ ν 一氏 の ｾｦｦ 案ぞ非常に曾Ｚ 重 し 、 共の名

場を重んじて居 fこ様であるが、同時に H 本の建築家としての努力と栄務に封しても大使

でさへ充分の徐敬を切1: はれた事については 、賞に感じ入る 次第で、 日本人の施主の建築

家K 封する 態度とは格段のオIL主がある事は皐ばねばならぬ。そ れ丈り建築家の技術とi I t ! :

合的地位に曾: 敬の念を持つのであら う。

Ｕ Ｎ フランス 風の建築で賞面する 事は 、 専 門的に盛 っ た 蕗が二つあ ると見て ｾ ，ｾ、 。一つは全

部の窓 入口が内聞きである事 と鎧戸( ぶ ν ー〉のな い家は家ちゃないと云ふ位に要求され

。o 0 。

る事fご。ぶ ν ーある が矯めに自然内 聞きとなる のであらう。

始めは全舘 にボ、 ｶ ーを ｉＡＡｾ けろ 、ｼ 滑りられないで、殆ん ど感情 問題化したが 、 遂に館 長居

宅のみの窓入口で泣き寝入りしてもら った位だ。倫網戸ぞ絶封に要求されに。夏 3 ク月

は軽升二潔へ避暑 して留守であるのにもカ、カ、はらす… …

出入口の巾は兎も角、高き では大しくじりでした日本人は大f!t 2米乃至 2米10位で岡而

ヤJI いて 居る 。 2 米20 もする品は主俳l入口しカ、な b、。

之れが入口枠を切込んでか ら低いと 云は れて、ど うしても 2 米30、乃至40vc しろと 云は

れて大 に閉口しましたが 、成程やはり高い奴が? > I さると低U、のは賞用には過しなし、。隣り

の日 濁墜舘等でもそんな布くはなカ、ったと見たが、一寸した事だがむづか い、事です。

6. 桝遣の問題につい ては地長を非常に恐れて 居るので丈夫に してくれの 一天渡 りでしたが

之れはよく任してもら へた。分ら ないカ、らでしょう 。随分勝手な盤夏要求を持ら H1す、

細かく τ なカ、なか金そ 111 そ ? とは言はなし 、。建築家の責任寸こと 一一頑張る 、然し若し無

理な事ならそれは建築法規が誹さな b、第イIIJ 保によってと 云ふ と、法律に従ふ と云ふ事は

同氏性としてよく訓練されて h5 ると 見へて 、忽ちに解決す るつ

丁度フランスで千六百イIIJ 十年の法律に より柴舎を禁1炉t_ '，!n 、てある土塀必よく凡fこが・…

…・ 法律はよく守る 。

Ｗ Ｎ 色 調に闘する趣味 、 素益 ｬ 主流石によく洗練 されて 、 ＿［［ｾ階 ｩ 潤 のｾ ，ｾ、色で ぺン キ 塗 りでも家

兵の色でも撰んでくる 。と うも今の 11本人建築家は陰管な狐逸l吸を讃美して居る様だが

この黙は巳m. ヂヤンは月11tご。我々 K は了解されないbi{ 色に近いのぞ用ゐたがる 。 こんな

色と 云っ ても 塗ってし まっておくと 他 のフランス 人 カ［､ｅてｾ ，ｾ、色 Ｗ ご と立めるのでつ い ｩ 枚

りてしまふ。

ＸＮ 何んでもかんでも フランス ｊ ￆｾ に 取故ひ ｔ こ し、のは分ってｽ， ｈＺＮ す。全く望 郷 の念禁じ特ない

Tごらうし同化 JJ も少ない外人の事な ので、 !ι むを併まい 、然し乍 ら日本に建つのすごカ、ら

使用者も日本人のんが 多 いのだし、 JJ 本の習世に従った晶も作っていいと 云っ ても 、1'1
1

々|羽カ、 ない何んでも カ、んでもフヨ
U スすご。
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9.庭|浦工事では大議論ぞ して しまった。; 1111へたい と云ふ樹や一々 l明細 K 岡市に書 き込んで

* られたのぞ見ると模、紅葉、萩}I 士丹、ツツジ 、パラ 、強等々丸で八八の庭が出来て猪

や蝶々がi，*山くるすご らう等云ったも のすごが 、l l . 塚を槌えたりして兎に角開館した昆ピラ

。。

大使の日く 、此の樹はフランスでは墓場でなりれば粧へないから 、之れ丈りは換へて下

さい との事で、進に笑ひ認しになってしまひました。此拠i ' L 7 ) レシャン館長の手紙を入

れて見ましょう。

「フランス式庭| 刻には 、ぺ J レコ‘ ラ 、部械、花木、落葉樹等は是非共必要にイず之、我々 フラ

ンス 人 にとりてはみ: の如 き挫 化は是)1三望ま しき事に候即 ち、位の花 、若芽、新協力、ら浪

織への ｉ 多り盛り 、 赤 、 褐 、 花の交響梨 、 若ニ Ｎ ｾの音律 、 扶門の蔭 の 光と影の戯れ 、 約 言 す れ

ば 、 多様性 、 盟富さ 、 四 季の自然の生命 、 一 一 太陽 と 悦びの中の 、 或はｾＺｩＧｌ輝き 、 調和

ある曲線等が我がフラン スの庭山lの魅力をな し居候。ヵ・かる美を署長舘の庭闘にtiNして小

生は希望放居候ひ しものに依」

10. 線、てが詩的に美文調にないとポ知がならないらしい 、手紙の文句でも美 しい y.: 何でも美

しい宇何の縫刊です。建築や送にして も共のj邑りでなけれでならぬと思って居 て、 総て

の1国語与が詩だ、そんな様な美文的な気持でがj もかも取倣って行くと大盤喜こ ばれる。

心得て居る つ もりでも口本人ら しい鴎がIUて しまって感1市の衝突、意見の相違を? : I をす 、

誠にどうもやり惜U、。

11. どうやらこ うやら溜まつりて見fこが{rf l 々不足らしく 、中途では白 j医を切ってよくしてや

っても満足とか感謝とか云ふ態度、文句は少しも出さなくて現場肢俸の如きは 、外因人は

謙譲の美i也、感謝の誠意を知らぬ 7 チー))・4正動物fご等と罵倒 して居たか、竣工式の時に

は心から感謝して堅い堅い握手で、「皆ほ めま すほんとに アナタのお蔭様でした」とおl仕

制ぬきに云って居 fこのを考へると般は一度に云可きものだと 考へて るのカ、もしれない o

1"J しろ外因人相手の仕事は煩はしb、もの だ っ私は事務所の相官;の人を係 りとして居た属

すぐ芯見の衝突を して ノック アク トされて しまって途に此の 1 ク正|三間自ら第一線tと立って

。o 0  0  0 。

共の交渉監 i子の任に常らねばならなくなって 、忙がしい身惜をよくもこんなに京都通ひが

ｗＪｴ こものだと思ふ程 、 仕事以外の苦手ｾをさせられま し に 。

1I 本人の建築家じゃ、外図人相 手の仕事はつくづくむづカ、しいと今で もプツとする。

此の建築では 、 装飾iは殆んどなく 、 伎に;会;品、 家具の優秀な 1hめに非常に凡てくれがよ

くなった 。 唯竹ＮＱ ，喝の ぷ Ｉ Ｑ 祭田嗣治討が、 Ｑ Ｑ 似 Ｑ ［ 製館なるが Ｑｾ めｩＧｌ Ｑｦｴｾ 報酬で大壁元 Ｑ Ｕ Ｔｫｽ ｊ ｅ ｨ 、てくれ

た事を心から感謝する 。之れあるが[ 1 ，めに ill 築を一段と 1)1 き立てたが 、彼れは何等の習作

も持たす下に此の大作ぞ僅カ、メL4 日口で詰i ｾ雪上けた ｍ￩ の 凄さと確カ 、さに 前 ｉ 民敬服してしまっ

た 。 ( 昭 和 11年 6 月 6 日稿〉

関 西 日 悌 撃 館 新 築 工 事 概 要

l  所 在 地 京都市左京区吉 岡泉殿11Ir 8  
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1 . 敷 地 面 積 1. 983.48卒方米

1 . 建 築 面 談 558.45平方米

1. 延

V I 1 4  

面

地

2  

参

積 1. 447.86平方米

内 謬

l膚 78. 32l j S-方米

小使室、ポイラ一、ポ〉ノプ室、洗濯室、物置

|渚 547.41卒方 米

玄閥、ｾ閥、多 生入 口、受附、講堂、貴賓室、講師室、教室 ＴＮ 事務室、号陸生

控室、便所、暗室、階段室

階 548.00平方米

康問、館長室、美術展覧室、音集室、槍苦E彫塑室 、女子準生、控室、教室 5.

圃書室 3. 蓄音2号室、化粧室、仮所、階段室

|者 274. 13平方米

客閥 、食堂、館長寝室、ィ、供寝室、客寝室 、館長浴室、客浴室、厨房酒e. s普室、

コッタ室、女中室、衣裳室、物置、下浴室、下使所

J) IJ  '" 露 肇 276. 87平方米

1. 1潜 数地上参階、 |潜 F 1 階

l 高 サ 地 上 14. 米

1. 主 健 偽 造 餓筋「コ Y J} リート」透

1. 工 期 起 工 昭和10年 5 月 1 日

竣 工 昭 和 11年 5 月27日

設 計 監 督 建 築 士 木 子 七 郎

巴虫、建築家 レ イ 宅 入 メ λ トラ レ-.f{; ノ木造建築略設計= 依 Jレ

1. 工事施工者 合 資 合 枇 清 水 組

1. 袋 飾墜i J l i C大 サ 竪2 mx  2. m7め ノ ル マ ν ヂー風景 藤 田 綱 治

1. 家 具主主賓室及館長室家具 l:t 7 ラy λ 政府の寄贈 lこして巴里より到来す。



大 阪 放 送 曾 館 の 設 計 計 責 に 就 て

g:l 

克 巳山

大阪放逸舎館の設計計‘ 垂は昭和 7 年秋に行はれた指名競技に於ける '話選集に基いて進め

られ、放注協舎と設計ー手? との聞の細部 lモ亘る打合せの結果今日の如きものとなったが 、設

計の基本は競技案そのま L であ る。

何分特殊の機能を有つ建物であり 、特に演奏室に就いては 、吾妻11では未た経験も 221寓と

ぽ言ひ粂ねる朕態なので、設計ーに訴って折jf J 慌重を期すると同時 l亡、協合側カ、らも 、設計

者1J!i 1カ、らも海外の放法灯J 舎の質|擦を視察するために 、人をほ した次第である。 fこピ外岡に

於ても 、先行者としての経験の型かさはあるとは b、へ、設計計主主の原WJ も米すご確立されて

ゐる課ではなく、叉それらの例を吾邦で荷ちに腹用し粂ねる事M もあるので、llt 等の質例

も参考 lとl上ったのは 、 IL むを併ない次第であった J 演奏家は縮施工の道程にイE t ，音響蚊

果其の 他 ｬ と就いてほ未 ｦ ご何等の報侍をも提ＱＭＱ ｜す ることが ｈ Ｚ ｜ ｾ さないので、謹には設計・方全ｼの

ε  

2  5  

4  
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大略そ; 主ぺて 、大方の御教示に候つ次第である 。

放 送合 館設計 ｦ Ｇｃ ｊ ￭ ぞける建当 ｾ ｩＧ｝ｾｍ 心 の重勲は自 然ｦＧｃ Ｈ＾ￎ Ｑ 茶室 、殊 に共の音響 的性 質 ｦＧｃ ｽｩｾ った

その第一砂として 、外部の騒音を演奏宅から 遮断する方法が考へら れる 。合館の敷地は一

方電車通りに両し 、 交通量も ｾ Ｚ ｉｉ 常 に多 い カ 、 ら 、 こ の 問題は ー府 切貫である 。 モれ故 、 前 Ｒ 集

室自恨の絶織法以前に、ZJi f雨間 lζ 見るや うに 、演奏室プ ロッ クの外廓を一般事務室、休憩

室で取悶み 、騒音が庇接iiit きた京を訪れるのを能ふ| 民り防いすご賦りである 。配置のプ リンシ

フ・1レは悶 l乞示す通 りで、itti 3集室プ ロックの 1 階カ、ら 3 階までは第 1 演奏室、四階は小屋w_:

Ｕ 階 ｬ と ｾￇ Ｒ 乃 至 ｾ ｮ の 小演 奏室が 配置され、 Ｖ 階は小 屋 ｗｲ 亡隣っ て ｾｾ Ｙ 乃至第 ＱＰ 演 奏家 、

務ｦｊｬ ｩｩ 演 奏室がある。ニユ ー ス 、 市況月 Ｑ の ｩｾ ｬＱ 、 針 ｮＲ 前奏室及びラヂ才 ｮ 豊操用の第 Ｘ 演奏室

i刻、こ の プロック外 l乞置かれた。

A .… … - ・ 演 奏 室 E …… - 事 務 常

B … … - 休 憩 室 F …・・・…耳'Cl l 及 第12iJi Y炎家

C …… … 主 _ i'J'. 1  ｾ筆家 G … … ・・第八演 奏 室

D …. .......ヱ ν ベー ターホー J レ H …・ …・合屋! ) & 1. …. ..・ H ・-光 庭

同じ様 に外 部 ｬ 騒音の 遮 断の意味で 、 ｩ￭￬ｦ ｾ 長室 ｉ ＧｃＨ立公く窓を設りす 、換 気照明共機械的 ｊ Ｉ ・法

に依った。演奏主用廊ド、i Cll 、第12uii奏室では 、絶縁的要求 t 、他の演奏宅によじして低度

のため 、 採光えを ｄＩｊｾｪ る 意 味 で ｩ 町市に 閉口 を設けたが 、 この場合は ｊＭ Ｎ け Ｑ ＧＭ けスチ ー ｊ レサッシ

ユと二重の木製防音開港: とカ、ら成る三重サッシユ叉は猷殺ガラスプ ロックそ使用した筒 、

演 奏室と 外部叉 ｬ 主 演 奏 ｉ ｾｍ 係以外 の ｩ 治宝との間 ｬ とは 、 ＱＱＧ ， Ｊる だ り合の 問、。 ＿奏 ｲｮ 物置等を設

りる t去に工夫しに。

j況茶室の振動及び音特絶縁プJ ・法としては 、 コンク リート主棋の内部 l亡、全然別個の木造

架 捕を作り 、之 と主鴨とはフェルト共他のパツキンクぞ介 して連総するプi 法 を採f I l しお。

更に遮断 f l rF地として t ネラ J レ7 ヱルト居( 壁、天井) 叉は ロックク ー J レajtf 物府( 11ミ〉を形成

し、そのJ -，IZ::各iJir 茶室の用途、千五厳守ーにより決定された残響時n日、振動数料性そ保つやう

に仕上材料を決定した。

仕上材料としては 、 ゴ・ムタイ J レ知 、 コルク ボーF " 、緋眠、日( 以上床〉、 プラ トン及び テ

ックス類、厚いベニヤ板、孔 l明きスレートイサロッククー J レボード 、斡ク リート、 パ J レボイ

ド、 裂地( 壁及天井〉等ぞ月1ひた。

仕上材料配合の一般法WJ としては 、演奏者1J!i Jを比較的 li ve Iて、 ? イ クロ フォ ン1HIJ を

dead にす る方法を採り 、容積のよじ較的大きい室では 、定常波の成生そ巡りるために 、問

而、 天井而等 iて遁宜凹凸を奥へ るやう にした。

意匠と してはたピ平明 な表現を志し第 Ｖ 演奏室のみは 、 同注 ー は唱和ｾ ｦｌ近い も のにしよ

うと試みた。

下に各演奏室の用途及び大い さを悲けて置く。尤 もm注は1徒然たる ものでなく、ある程

度まで混用される結果になるのではないかと考へられる。



ｾ ￇＱ演 奏室 Ｈ ＴＳＰＲＮＳＰｭ り

大Ｉ彰式の特絃梨 、 ｈ 欠奏楽 、 多 人数 の 演劇、討論 介 、 集令等ｦｃ ｾ ｊｉｊ 。 聴衆も後惣されて

ゐる 。

t{'; 2 演奏室 ( 632.67111つ

1:1' 形 式の管絞策、合唱 、歌劇 等 0

ｴｴｾ＠ 3 演奏室 ( 287∞mつ

室 内 袋、濁日品 、子守の時間等。

第 Ｔ 演奏室 Ｈ ＲＸＶ ∞ ＱＱＱ ｾＩ

和楽、 ｢ 主主主舞宝剣 、映ｾ物語等。

第 5演奏室 ( 112.∞m勺

和 ｬ ｾ 葉 、 講談 、 ｩ 貸主 主等 ｯ

ｴｲｾ＠ 6 演奏室 ( 88.∞111: )

和 策o

ｾＧｩ＠ 7  i.皮奏室 ( 97.20111勺

報 道 放 途

第 8 波 奏2色[ Ｈ Ｑ ＴＳＮＷＱＱＱ ｾＩ＠

座 談 令 、 ラヂ対飽操

tJ"i 9 演奏室 ( 94目O m勺

講 演、 子供 の時 間

ｴｻＧ ［ＱＰ 演奏室 ｾ 73.40111つ

教 育 放主主主象備用。

第 11演奏室 ( 47. 00m勺

第 12演奏室 ( 47∞m勺

市況及びニユ ース

防音扉 l立木製 と し、 ベニ ヤ板、 E ネラJ レフヱ J レト、 テックス 、鋭板等のサンドヰツチデ

例論革パツ キンクーを施す。

ｩｩ￮ Ｚ￭ ｾ控室 とｼ市 ｍｩ 副調室と の 問 の コ ン トロー ｊ レ テ ー プ ｊ レ前 の 覗窓は ｊ￯ ｲＺ さの呉る 三重のプ ν ー

トガ ラスからなるヱヤ タイト型である 。

そ の 他 の 諸宗は 、 大 阪中央放送付 ｭ の事 務開係諸索 、 技術 ｉ ｾ ｍ 係 諸京 、 前奏者月｝ 休憩ホﾭ

J レ及ひ休憩索、設備機倣索令である。

1' -にその f! :_I-_の慨 略を記して見ょ う。

1階玄| 銅山間一床 テラ プウJ ) t 鎌 LI地 入。壁 、ワイルナッ トベ‘ ニヤ板111h。天井 プラスタ ーペ

ンキ塗。

1階休 憩ホール床リ ノタイル文桜入O 壁 、 ウ才ル ナ ット ベニヤ 板 HfI。 天井プラスタ ーペ

ンキ喰。 ＱＱ 欠抜正而 ｾｴｴｊ Ｍ｟ 部 ｬ 亡 漆仕上 ＱＱ｛Ｍ !J :' 地図そ搬入する。

1階 第 7 休 憩 京一 床 リノタイ J レ。) j 別宵ペ ニ ヤ板!h
1
i。壁 及 天 井 パ J レボ イド ペンキ塗。

f l・| 燥機ホー J レーj末 リノタ イJ レ。壁テラ ゾ『一。天井プラスタ ーペンキ塗。

主 階 段 室 一蹴 上 、 踏I商共テラ プ一色襲リ 。)j安アラプ ー。控 プラスタ ーぺンキステイ ツプ

J レ仕上。

一 般 事 務室一 床フラワ リユー ム。壁プラス ター。 天ぅ片二ク ンアツクス及 プラス ター。

31; 皆貴賓室一床リノ タイル。控シ トロニ アベ ニ ヤ板貼 及 びプラスタ ー。天井プラス ター

ペン キ塗。

向上休憩ホー J レー 床 リノタイ J レ。壁チ ー クベ、ニヤ板及び プラスタ ーペンキ喰。天井プラ

スタ ーペンキ塗。

向上合議室ー床チーク フ ローリ ンク‘ プロ ック。壁ウオ ｊ レ ナッ トベ、ニヤ板Ａｬ ｾￎ 。 一部鏡付 。

天井プラスターペ ンキ塗。

4 階主 調 整 室 ー 床 ライ トラパ- l ! 1
1
1o JJ 要ライ トラパー。壁パ J レボイド其鎌ホワイ トプロ ン

ヂ ンクー仕上目地入。天 井 パ J レポイド塗。

向上聴 守室 一 床フラワ リ ユ ーム 。 Ｉｪ史 盟 地 ベニヤ板 Ａｬｾ 。 壁天井共クンテック ス。

5 階休憩ホールー床 リノ タイ J レ。壁ク，，- ) レナットベ ニヤ板u占及rびプラスタ ーペン キ。 天

7  VI I  



井プラスター及びコ J レク吹付ぺ ンキ塗。

向上洋式休憩室ー床リノタイ J レ。 壁 プラ スタ ーペ ンキ及び練色葛布貼り 。天井プラスタ

ーペ ンキ喰。濁 1け i:.ラッカー仕上。

地階食堂一j未テラ ソ晶一五鎌日 地入。壁一モザイツ クタイJ レ、一部パ J レポイ ド及び プラス タ

ーペン キ。天井プラスタ ーペ ンキ。

外装は道路1' 1 : [ 訂す る部分及び隣地似IJ 一部地上カ、ら 2 階蛇! 臨まで高成花尚石張りサ ン ドプ

ラス トtf 二トJ r とし、2、3、4、5、6 階分は淡黄色タイ J レUM:!:J -_o その他の部分は 、地上二1; 皆蛇

腹迄カ ス ト ス トー ン ｕ おとし、以上 Ｖ 階十Ｚｊ ｾ �［雪￢ＺＮでネ ー ｊ レ クリー ト 塗 仕上。

設備は屯俗、屯話、動 j力J 、屯気時計

と一般建物と盟: りがな U、。

納 別 ｬ 亡 非常時月 ｲ Ｍｩ 搭屯装置及自家殻ｾＵＺ装置を 館 ＱＱ へ、 休憩 室、膝接室 、 試聴室 、聴 守室 、部

長 室、食堂共他要所 i亡ラ クド ス ピー力一 ぞ置く 3 放送f1j ' i s気 設備 として は、 4 階中央部 l乙

主調整家があり 、之 l乞隣って欣途月j 屯) ) 京及屯池室を設け 、主調整室カ、らは手十回l調整室及

演奏室へ放途用配l ' J i i 樋が通じてゐる。

照度は一般事務室 Ir: }j 守て80) レタス、( 最低) 、演奏室 に於て 200 ) レタス程度 iと設計してあ

るから 、まづ充分 ではないか と拶へ る。

: 茶気調整袈置は 、四系統 lと分れ、そ の うち第 1 、tfC2 系統ほ演奏室開係、ガn 、第 4 系

統は事務室関係 iて充てられてゐる 。

事務 京 ｉｾ 日係は最初 ｉＩ ｪ 直 接 慌 房 ノ ケ式 Ｑ ｲＺ ＱＮｻ Ｈ る計重 で あ っ たが 、 構造 ］ ｉＺｾ皆Ｚ完成後冬気 ｴ 見風燥房 を

行ふこ と に 盤 更された の で 、 ｡Ｚｾ導特 の 配置共Ｚ の 他 ｬζ 多 少 の 無 王 Ａｪｬが生じた の は Ｑ ＱＭＮむ を 得な の 、

っ た。 叉廊下で天井高が可JlX; り低くなり 、天井而 と窓と の取合ひなどに不都合そ生す‘ る個

所も/ 11* てA: 11' ，;i' ;苦心しなりればならなカ、っ た。

VI I  8  

羽目 3 系統は一般事務宅円]、 みiC4 系統は地階食堂 fl j とし、現イ1: は冷凍機を 備へ今冬期のみ

完 全な本気温漁度調整を行ひ、標準状態で温度17

0

C 程 度50% 内外に保fこせる計ー主主である。

勝員長は地階機械室内 陀冷凍機を設泣し 、夏季 も完全な怪 気調整を行ふ後定である 。

使所 ｊ 立 地 階一部 ｉｌ は 、 ｪ 在接 ｊ 段｝ｪｽ ｾ と採用した 。

第 1 系統は第 1 演奏宝fl J、t f C2 系統はtf.c 2 ) う至第12演奏室用で 、地| 穏にキヤリヤ ー プラ

ンス ウイク型 100 噸冷凍機ぞ備へ、 夏 冬共完全・な本気調整t.e行ふ。標準服態は 、冬気外気

温 度一1
0
C ｩ 弘度 ＵＰ Ｅ の 時 室 内組度引 ｾ Ｑ Ｘ Ｐ ｃ 按: 度50%、夏季外気温度35

0

C i長反:48%の時室

内温度;26.8
0

C 漁度約50%程 度 IL保fこせる協定である。

出炎室に於ては、風導特か ら生歩、る雑音及び風導特ぞ通じて偉遣される機械共の他の振

動は注意 して避けねばならぬので、機械類に防震基礎を施工す ると同時 t亡、風導管要所及

び l次1"11口吸込口 lとは特殊の il 守音盟主置を施し、} ! ¥. 導特から の騒音そある程度以下1 ' 1 : reduce 

することに努め た。

1筒、演奏室には採 光慾の?船 、1m係上l ! 日 l列器具の うち一部ぞ紫外線姫と し、 建物の保健性

を高めるやう に試み た。



下論を割地の時

主主

日阪大

一
一
一

慶古佐

元和fl1f武の杭後わが大| 援の更生策と して徹底的な市原玖正の施行p見fこが、地中j その も

のに敬愛を加lへた とは考へら れな U、。なん となれば航堀以束の城地三之丸を開放 して、新市

街の造成ぞ試みた方l前の町制は 、傑盟制のi削除ぞ過分に 留めて ゐるし、融って231太閤の時代

より城下町として既に賞展を濯けてゐ 大船 場の11汀:めには、それと建つに特殊な地宵IJ をその

岡第
まま持績させてゐるカ、らである 。 この路

Ｑｾｾｲｊ＠ 1くるめて京間45問正々方・々 の特殊地

; 弘こそ 、難 波 京 附 切 る 傑 坊 の 治制であ

ると集者は確く信守るが 、) 燦閏元恭 氏の

本

市L

rS 

設かれたところでは京間40間正々カ- 々に

なってゐて貴地の撒字 と合致しなし、。大

阪市史に菊毘lilT水帳を引き 、各戸の奥行

ot 

定e
q
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と
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恥
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加

せ

?

と

必

制 これは綜合

的判断を忘れた一知半解の認識不足論に

品

再

検

維

の

J

K

4

E

低

d

司

市

ι
-
L

過ぎぬ。菊屋! 町・水帳で は事貰そのま: 行20

間と なってゐるにせよ 、これを合せた22

40間でH汀| 隔が成り立たない万rr以をみin 固

に操り知って瓜きたい。束三!と分ぞ Il i むる

沼 町 I界¥;(11"袋 InT、四半分を 内むる件i毛新1町

に三津守 Il 川、まそれら各lilTの水帳に附! 喝

する論岡而ぞ精査せんか、道頓痢布袋 11汀

は211問、時j 毛綿lilTは20間 4 ) ( 、三津寺町

しか もIIIT界に

はそれぞれ下水放 の 除地が間半内外あ

るため 、2240間では愈々 間隔に不足る: ，? >I ミ

は201ml ) ( 7寸 5分 とあり 、
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第 2  国

ては l町幅38問しカ、なU、。尤も菊屋IIl Tの場合は例外視すぺきであって、下水! 肢を設けぬ似11の

11汀l隔は42問あるを遁例とする 。 これ八申書筋以I'fi の(l1T々が、所謂道頓堀川八丁の開鍵されて

から後 ｋ 、 充ｾ庭的地 ｗ ｬｬ ｴ･ 行ふた振合上さうなる ｋ 至ったものとおもってゐる 。
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( 1)  tlll 摘し大[1反者11計の今昔l ( 大阪朝日 、大正 [4、2、15- 24)参照。

(2)  ｴ ｬｬ｜加 ｬ 大阪 町 安 ｉ ｊ 指 ｬ ｊｖｌ ｉ ｾ 討する一考察 Ｑ し 再ひ‘大阪の ｬ 町 す｛Ｑ Ｑ 制 ぞ諭す Ｑ の各 小 文に於 ｕ 、て推

考ぞ試みておいた。

( 3) 卑見は「大阪のl町制金論じて) I 毎回準士に示教を謂ふ J (大阪史談合報2 ノ 1) に。

( 4) 市史には何等断り苦二を見ないが 、問悼は例論京間の rltJ 6 尺 5 寸悼である。問史犬

蹄典 でも大阪に京間の行はれてゐたこと を説い てゐ なU、。



(5) 固は安玖三年改め各町7 1 < . $ & 精悶陀某いて作製し 、新奮の町名、町域を酎照させて

おく。 しか し京fliJ4511Dのん: f l 、は亦刷せねば徒らに煩雑ぞ9 ! E t こすので除く こ とにし

たが 、 添ゆるところの納Ｉ Ｎ ｾ に従 っ て Ｇ Ｑ 対応を願ひたい。

( 6) 水帳の給1;' ，Ij では 一lご水散が110' 1と内外 になってゐるが 、元和の町制? 古初は 1問7ごっ た

もの と信- t' る。

とにカ、く船場自之内には京1 I D20間のま:行が断然多い。でも地主IJ としては 、時l師 Ij 1つ くる

めて の京間4511日、う ち 31mに 411¥'Jが路l問、 これを引き去った42間1' L41問 ( ド水政そ除りば

2240l l fJ の裏行となる 〉が即 ちIllTI聞になる勘定3あった。卑見は多年の蒐採による水附勾

を統括し調査せ る結果であって、 ま7こ賞以IJ 悶上 lこ古そし、ても事責それK キ11症ないこと の詮明

ぞぱ斑ちに奉ぐることＺ￞ ｾ ｬ ｦＧ， Ｊ るの である。いま陪地視 ＱＱ ｾｱ ｴ 部官行 の Ｑ 一 部分 Ｑ 地形回大阪近傍

81枕陀京間451lfJの) J・罫を拙きおれると 、現イ「でも怖そ の11Ift. 'IJ が京間45間てふJ J 町、に 、 しっ

くり契合す( 第 2 岡参石つを知るであ らう。ただ長塀の川沿ひK て約束破りのもの一一船場

は照 IIIT通り のi判官!IJ ｉＧｌて京間 ＱＲ 間半 のｷＺ行 、 ま ｦ こ日内は飽谷にて 京 間 Ｒ Ｐ 間 の ｾ行ではあ っ て

もj 十々だりし:かないもの一 一ある を兄! 日すが、これは，長堀川 の疏通( 寛永2) によって棄さ

れた元和のIl W，引を取結はんがた めの ー工夫 陀過ぎ、ぬ。苦;i し船場 と島之内が一聯の地文IJ で連

らなってゐたことは、第 3 闘の復阪で一 目瞭然となる

特。 しカ、して筆者の京間45間といふ質長が、 平城)J tK，

方ぞける骨肉 ｾｊＺｪ ｪ の Ｑ ｉｬｬｔｉｉｉｾＳＰ 丈のそれに相 当［ しいこと を 想ま ｉｊ

せんか 、難波ボのrll 絡ぞ誇るわが大阪の地に、保亘i Hi IJ

では泣き24t くせぬ求問45間l E々 1/ 々の特殊な地;制が、

千-，1実の後ま で縫って ゐて1uJ等差 文ないでは ないか。従

前A:II7J kは地訓制の'ヂ るべき約束とはし、 へ、よくも体へ

*t こったも の と京|旧45間の、 この特殊地宵IJに到する 認

;放を愈々深めなりればならぬのにJi祭間接七は如何。{厳

然たる事責の数ゆるところを一切等閑に附して 、京間

4011日正々方々 の地';t; 'I J - しかもそれは 411刊の路l陥を除

いてゐるカ、ら併非せば京間4411日の地制を以って、凶 天

王、 干 の ＱＱＱＱＴＰ 問即 ら お麗Ｉｾ 200 )( 司王) i の地; めj に闘l併をも

たせ 、傑皇制の布かれてゐたこと疑ふベカ、らさ' る J -.I llT

の丘地でさへ、おなじ l柏 401-lfJ 正々 方・々 の地' ，t ; 'I J である

と、地同上に模索ぞ行ふ濁断の外なにもないではない

カ、。

( 1 ) 前掲L町割考察1参照。

第 3  腿
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(2) 安玖三年改め平寺町の水中長橋岡はL大阪古ml・悶説1と題して逐次頒布、 いまでは其 5

に及んでゐる 。

( 3) 拙 加し大 |坂，'-iIIl T岡説共4l ｊｗＴｬ｣ の昭 ＱＱ ＱＱ Ｉ ｬＮￍり各 ｉ ｉｉｔ の 水 ｾｉＮ 財部品Ａと ｾｈ 照のため諮問の ｽ ｪ ｴ 問

そのまま を。

( 4)  !I ij " ' . i f i ] としては袈行2011司のJ¥・々であっ fこが、1 IIITの柿成は長ー捌川な挑んで袈行2240

間となり、! I ij '名を長明次郎兵衛 1111 、長郷1心:t!1II1T、長期十 1・口と Il j.t りてゐる カ、ら判

官はおなじこと 。

( 5) 賞! 擦の計数を入れた青葉旦の |明細岡は前同i !l1T古IJ考結 J VC4xめてある 。

(6) 平城京の用 J¥_ が州 9 寸 7 分 5 厘の 1 Jえであっ たことは 、再開貞吉先生が既に論究

されτ ゐる。そでこ

民← 尺す

65 x  45= 2925-:-

凡

9.75= 300 

カ、カ、る ) J・程式が

成り立ち、京1m

45間は IIh30丈 と

いふ こ と に な

る。

( 7) 天主Ij 幸彦氏 Uv，j

蹴 の住 民l ( 庁長民

地問、53 ノ6) 参

n召。

:t IHM'  L城 I./，jの地

;有I]I ' [ }えは・せる傑

lH制の影響l ｾ旨

併説。

( 8)  Ji柔川元 若手 氏 者

ｕ ｜｟ 度 綜 考 ｬ ｺＮｲ ｾＶＹ

岡 p. p.456- 7  

参若。

では京間4511日正々

J J・々 の地宵IJ の存する

ところ 、!雛tl!i. 京のl故

地であると fi.V!.め て よ

し、カ、と U、ふに 、さう



はー慨に定めら れな

い。元秘11年の開殻

にかカ、る坊1t.工新地

は、この京間45問地

'，4" JにWJってゐ たこ と

が鋭は れ るが 、XJi 地

IJf .J賞前はj て難波村 と

下難波中1" f'[. J必す る川

xJ日であって 、f傑II l fljlJ

2)  

のf ' Hl .責みも残ってゐ

fこJ J也刷てe ある。 ま

ｦこ Ｉ ｊ ｾ 間 ＲＰ 間 の ふ Ｑ 行な

らば 、船場島之内以

外 でも 所イf にi訟比す

る。 2、3の例 を串ぐ

れば 、ili 1
臨婦のIJ 目撃

( 元手口元〉 と共に XJi規

にI[汀;りlぞ施された ill

頓卿川 8丁の長行が

!j)( れ も京間20聞 とな

って ゐる。尤も J L郎

:;(i 街 門IlI fの如きは現

ゲ1: その記行28間前 後6)  

に述してはゐるが 、
文化3年版

これは卒保年度f ' [ . 1I汀肘にあった快f忠!JJE助成のための預ク地ぞ 、明治 5 年の IIrf 名IUT城大更改

では難波新地 3: r  ｊ ｊ の 一 部を 、 そ予 Ｖ 年の 市 ｾ ｊＱ ￭ ｾ 妙 手 当主刊には難波 ， ｈ 簡の若干を 、逐 次 併呑せ

る車15; 月Lかく延びたものであって 、?; ? 初の去ー行に控化 をPIとた してるこ とはi七:むを要する。 泉

州堺 への街道筋に沿ふて ｩｬ｜ ｾ ｴ ，Ｚ 一 保 の 細 長ｾ '11I J なので 、 f什3

橋 筋で も 、 去梨、 Ｔ行 ､ はまおなじ く ｊ ぶ ｪｾ 川 の Ｒ却 ＰＱＱ 間 ｩ日川 ｩけＡ で あ つ ｦた こ。 ｊ ￮ ＺＮ 除 ａ ＼Ｚ のよ 也 Ａ ｩ Ｚ ｩ ｉ ｃ 釘 ｾＴＡ 品 参石うは 常時 の ｈ ｆ ｩ ｪ 哲

栓努据たら し めるりわど 、， Ｇｩ 地 Ａｩ Ｚ ， ｜Ｑ の 慣 は しとし て ｾ［｜Ｈ ￬Ｉ くが 一致 せな ｢ 、 。 ｬ放に沼 市民明 と長 ｉ ｕｦ は

各 ｉ ｬｉ ｦ の袋行 ＡＧｃ Ｑｩ ｎ 、て、 大 小 あるカ、 ＰＩ 如 き 感じをば Ｙ ｩＡふるが 、 水中隊合凶に 従 へば Ｉｪ ｾ 間 ＲＰ 問の

おなじ哀行であ合。ヵ、 く地;りlに於りる保守的作川の もつ根'i弘さより 岱然考へさせら れるこ

とは、もし何等かの昔11合あっ て下水蝕を取らなカ、った場 合はど うなるカ、。ぷ! 日12240問の裏

1  ｾ＠ Vl i  
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行で以ってする例があ ったカ、と確める に、 幸11汀新地が正さ K それで 、裏行40聞が即ち南北

のIll T幅となってゐるではないカ、。 これ幸聞が 国道頓堀の砕i岸に位する片側 IIITであり、 Ill1裏

の F 難波村との境界 lモ幅 3 間の井路が来lr地の開輩( 元秘11) と同時に 開撃され、大下水をば

設りる必要がなカ、ったからである 。

( 1 ) いまの期以は新地の外応、民主長足年月If 伎の fd日三造 81H] そ も含む。

Ｈ Ｒ Ｉ 拙加 し 難波 Ｔ ・ ｉ Ｇｗｾ ｩＱ白過程 Ｑ 比五 ｾｩ 地となった Ｒ 村 の ｪ メ 別 は掲記。

( 3) 北堀江和光寺境内の;;{i 名な 阿端11官池が 。八ノ均; I! にあった求掻き池であること

i立、難波村正屋醤記に見ゆる ところ。

-，、船場では佐渡嶋 lur 、ミ ， ｾ迭では ｦ￬ｬ￭ｬｬｬｬｬｈｦ 、( 4) 例示 、上 11I f では和泉111] 、追手 IllT、

堂島では中之島でトは_ I - . 中之島 IUf 、常女暴IUr 、立資堀中崎 IUf 、iI 戸堀 2 I 目、

曾根崎新地は 1、2、3丁目ともに 、西遁堂島新地 3 r 目、堂島新地中 3 r 目、

(5) 計数入りの青寝具は拙加し道頓堀の IllT害IJl K 。

( 6) 曲 6) ミ聞 の新問。

( 7) オミ村彦 ii 衛門遺稿L九郎右衛門! 日f VL 於ける土地所有献態の推移」所掲の圃版、特に

第 Ｒ ｾ 甘参者。

頓堀 Ｈ 北側 〉 の ｾ￰￭ 難波中之丁。

Ｈ Ｘ Ｉ 各ｉｬ ｬｦ の水帳治国は 拙 ｊｊｽ ｌ 大 ｉｾ 古 ｉ ｕｲ 固説共 Ｓ -l K 所枚。

(9) 東西の IsTI陥が京間6、70聞となって ゐたことは拙加し幸町起略1に既述。

安正文3半吹難Ａ￬ ｴｦｩ 畠二了 Ｑ ＺＧＱ水ｾ是
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(10) この 3 間井踏を 4 聞に取り繍け( 天保14) 舟をば通すことになり、 土堤を南の岸に

遣った。その土堤に風致を添ゆるため慢樹をば植付りたので爾* 槌川の名で知ら

れてゐfこが、市電九保高津線の開通( 大正4) で埋設せられ跡方もなくなってゐる。

殊に江市のこの一角は一一即ち治頓堀以山 、長 町以西は、元職以後にも続々と新 rl jf l.' iの

建設されたと ころ( 第 5 回参者〉従って地割 J却も較研究するに絶好の封象 となる 。

( 1 ) 元伏見坂町は元誌15年の開畿で、 玉遣 に あ っ た 伏 見坂田[ が道頓掘i何裏の千日寺門前

( 難波村伊高津村領) に所管せるもので、京間13間 5 ) 0 寸の裏行( 第 6 岡参宥) 。

( 2) 相生新地は享保 9

'

:手の開輩で 、本堺町、京橋 1 丁目 、キH生東 UIT、問団11ITが火除地とし

て4文用され難波村:宇: 向嶋に 管地を給はって移り来たもの

本堺町は京間 13ftM1  )I!. 2 寸の裏行。

本京橋町に本相生町は京間20間の裏行( 第6回参者〉。

( 3) 難波新地 3 丁は明和元年の開畿で金問屋正助の請負 であったが、 天 II)j 7 年より新地 3

丁の寵持になって他l町並K 問年容を選出する。裏行は不同( 第 6 固参者〉。向この難波

新地 l<t 1' 11郡雨腐 といひ 、市内であって同時に代官領( 難波村) であろにカ、ら、 IIIT役を納

める場合は坪詰であり、年貢を料カ、る十代の場合は反別であった。詳言すれば屋 敷制

としての表 口なり 裏行は l出 6 R 5 寸悼の京間は周ゆるが 、斗代のj支畝; p- はrI116) ( 1 ;.17の

田舎聞と佼ひわりるのでe ある4? されば第 7 岡 K 新地 2 丁目水慢の一部を示した如く、

坪詰の外に反別を必歩、併記せる所以も判カ、る筈。

かく町制を施すところ常に京聞の11tl 6尺5寸悼を以ってせるは、大阪の建家が古い地主1] I'C 

制約され 京間で建てら れて来 ｦ ｦｨ ｬ 係上、それ を籾行 ｬ￮ にまで及怯したものｉＧｃｾ，Ｉ ｉ 速ないと考へ

る。いまに建坪と して残り地坪と国別される償はしも、 その根源を質せば点; 問の この古い

地古1) であって、質生活に一旦 くひ込んだ以上は 一片の玖令で本易に改めるこ との難 きそ秋

ゆるであらう 。

vn 1 6  

( 1) 上難波村が堀江、 主;向IITの新地問輩で残り少くなり下難波村に併訴された〈元秘 13)

から、 ー1'- の字そ附りておく必要もなくなって難波村 と己主稿。

( 2) 拙加U'lj 生新地のIIIT害IJ l にそのD月'致事略を述ぶ。

( 3) 計数入りの青寓J l 1 ! ま- t ill Jll }U雑波新地の 11I f主IJlI'C。

( 4) 平野郷III Tでもおなじく昨詰と反畝 ;.17の差別があって 、珂、訪はボ問になってゐる。

(5) 水帳奥干!i: にも、

“ 難波新地新U1T屋 明和元中年末11建家御苑被掲仰付、同 2 閏年 3 月古 Il lJ 天i蹴 lL え;被

差加被 F 、j支畝少は難波村田畑之j国6 ) ( t丈、 屋敷:El同 i詰は 6) く5 寸杖 、回高津志11

地之例 t.e以、 袋行に不拘、 表口 15間一役云々 。 υ

( 6) 守点没時 lて、

い 京阪は ＶＩ く Ｕ 寸ぞ以て Ｑ 聞とす。是 ｴ･Ｉ￭ｾ 問と云。民屋と雌も皆川 し 之込准 ｌ 之 。

建具11; 竪l隔ともに准レ之云々"

“ 建具今俗、戸|母子唐紙襖等の惣名とす。京坂の間法、ホ間と云て6)¥.5寸、放に

挫建具九長6)¥.2寸、 l隔3) 0寸。江戸は出合間と名附け、 1歩6) " I ! . の私製布。放に民

屋等用レ之、挫建具長 5) { 7 寸、幅 2) { 8 寸 5 分云々 " 。

く7) 拙稿L建 坪考lC/;' i: 屋時報、昭和6、12) 参照。



勢 働 の 家

佐 藤 四 ｪｾ＠

現代の壮合生活の内出を構成して居るあらゆる要因の中で: Mーも特徴的な者の一つは努働

であります。事手働と IJ l しますと夫れは地球のJ -_I ' L 人知の生活が1 J f . J 始されると同時に現はれ

にるものであることは疑のな い事質であ りますが、共の後i主はt緩め て遅く、 長い11日版始的

な形式の下I ' LU崩ぎながら伎に共のイ手作: を続けて来たのであります。然るに十八 w.- 紀に至り

て依然重大なる鐙革が起 りました。即ち動 J) の蛍l列であります。貧弱なる人間の艦力の代

りにあの限りもなく大いなるそして殆ど疲れることを知らぬのではないかとも忠はるる蒸

汽力や{ 電力などの出現かそれでありまして、引きつづき餓共の他の金! 誌の鍛錬や使用が

本易となり、従って機械の製作が灘くぺき速度ぞ以て飛躍し、 l世界の文化は j!Ii lの如き工業

的洗躍をうけて廷に共のI節目を - XJ rしたのでありました。

個人主義的な、 重商主義的な 、111民的な 、u佐美的な中 l位紀の文化の2皆i J Uf 的光彩が、新に

出現した赫突fこる火焔の前にあはれにもその体統的な郵きを失ふたので、あります。此の J)

の機械化の進展に1*ふて生産的企業が著しく共の能率をi17i める と共に 、 'j 弘首! なる資本主

義が先fづ共の経時的組械の形態に於て 、明確 なる存イ正領域を! Af トし、やがて叉現代文化の

動かすベカ、らさ' る制I ! s i ilqli となったの であります。斯くして文化の諸系列の中心となった百本

主義は、共の班般にして A雌ゾくなる終消組織の完成に li.J って突進する 1:&11: ，玄、不可避的 IZ:人

ＱＱ ｜Ｑ の集国務 働を必要となしたるが放に、労働階級の準 ｉｉｾ とし、ふ事が ｘｊ ｲ らしきｩￏｩ上合的環境の

第一保件となり 、今まで原始的な〕彰式の 1'- にあるかなきカ、のイ手作を縦りて日大事手働その も

のが一躍して現代文化の典型的特徴となり、人矧生活のあらゆる形式の表而iこ出き立つや

うに浮かびJ-_ってラ10 このであります。

まことに努働は現代文化の系列 に於て見のがすこ との ｉｈＭＪ ない 特色であります。事ｾ 働を

除外して現代の丈化を語ることが虫n1nJ I ' L美しい言葉で夫れは飾られてあらうとも現貫 t M

の附聯も持たぬ痴人の夢であり、雲の彼 Ｉｩ ｬＧｌ 沼 Ｑｩ 砂 ｦ こる短気棋のま除ろしの ｾ ［ ｾｖｃ 他ならぬの

でありま す。

建築の分野に於ても同じことで、事予働は現代建築のii 正も大なる特色の一つであります。

従って努働の概念と結びつりら れたる建築形態の解決即ち持・働人の集国住町と抗、働の家 と

此の二つの課題の解決の基底に横たはって居る根本j J 川カ¥ Jl ての現代建築の干fイ[ 理論の

基調そな すも のであると断言 してやii らないのであります。

務働人の集園生活のことは普く惜き、努働の系民! l ち一般に工場-と H子ばはれて日る建築に

1 7  VI I  



就いて考へてみたいと思ひます。

工場は機械の護達の最も自然なるE柿吉てe ありますQ その中には時としては同一性質の、

時としては各種の性質の、しかも常に共通の目的 tこ向って配列せしめられたる機械の集園

を結合せしめて居ます。是告書: の機械の集園は構成の恐るぺき組織性を掘現して別々個々 の

機械よりもｾｦｌ偉大に遠く無限に潜勢的運動の量ぞ蓄積し 、創 造的昂揚の質を示唆して居

るのでありますカ、ら 、工場建築なるものは雷然共の緊張したる尖鋭さと強調したる明朗さ

とを具韓化すぺく計重せられねばならぬものであったにも拘ら歩、出来るすごり資本を固定

せしめないで生産費を低減せしめようとし、ふやうな極めて翠純な小児病的錯売に囚はれて

居fこ大方の事業家も 、建築家も、此の問題に封して従来あまり多くの闘心を排はなカ、った

ことはまこ とに遺憾であ ります。

思ふに工場建築は之れそ概念的に取り故って二つの種頒に大別することが出来るのであ

ります。此の大別せられたる二つの種類κ よりて工場建築の計重態度と 云ふものも亦自ら

共の視角ぞ異にせねばならぬのであります。

一つは繊維工業の頒の工場にて、工場ーの建築それ自艦が内部の機械と 3官接なる閥係ぞ有

し、即 ら共立〉建築;ま家屋の形態の下に機械の一部を形成して居るものにて、建築の計主叉

は施工の最も僅少なる過失と雌直に共 D 工場の生産能率の上に重大なる i;ち響を典ふるもの

であります。

他の一つは重工工業の績の工場にて、共1 ) 建築宮内部の機械の蓮鱒過程に劃して比較的疎

遠なる ｉｾ 関係に置カ、れ 、 共 の 建築 の 良 否 が 生 産能率の上に直接なる影響を拠ふるといふこと

よりはむしろ 、共の建築の巧拙が風雨やお暑より如何に機械佐保護するかと 云ふ建築構成

の最も原始的なる形式に重黙金見出したるものであります 。

従って工場建築の計査に着 手するに活りては 、最初に共刀工場は如何なる種頒に属すぺ

きものなるやそ考へて見ねばなりませんコ唯漫然と托を立て梁ぞ架し窓を開らき 屋根を援

ふた? ごりでは工場 之・主ならぬのでありまして 、共の計量は須らく工場の生産過程に探き理

解を有し 、共の全系刊の指導原理の動向 陀正しく歩調をあはせたる者であらねばならぬの

であります。

第一の場合に於ては 、共の内部におりる機械の有機的| 刻J[ y f i f L 正しき認識をたもち共の運

動の何れの部かに於ても常に最も経路的であるぺき環境を工夫し、生産の全行程に劃して

は極度にまで昂揚せ られたる必然と正確との組織韓ぞ要求 するのであるから 、共の建築に

於ては材料の科製灼遁膳を厳正に撲擦し、構成の 力撃的堅牢を充分に保詮しilFらるべき物

でありまして、建設工控の経掛的1買値と 云ふが如きは、宮然第二義的に考へらるぺきもの

であります。即ち此の種の建築にありては、外気の盤イヒの如何に拘らす・工場内の温度やj始

度佐一定に保つ鵡には如何なる材料と構成とを必要と すべきゃとか 、建設地の緯度により

て主主; 硝子の面積及び傾斜角度を如何fとすれば最も経憤的に有利なる採光をなしねペきゃ と

V II 1 8  



か、共の他色彩感f精通!孔照明等あらゆる翻黙よ り微に入り細 陀亘り て理論的 に及び経験的

に検討せら れた る物を要求するのでありまして、'1行も機械の最小街輸の歯の一枚の増減が

全系列の運轄に非常な る創み典へると同じく 、建築組織植の僅少なる一部の製: 夏と雌、

工場の生産能率に至大の影響を及帰す ものな ることを意識して 、: I t 走も効果的 K 計量せられ

たるものであらねばならぬので あ ります。

第二の場合に於ては之れと少 しく 計塞態度を共にするものであります。必IJ論工場建築で

ある| 渡りは共の工場内部の機械の性能 K 通院し、共の生産過程の動向 K 深き i主意を扮1はね

ばならぬことは云ふまでもないのでありますが 、建築構成の二三の控更は、 1必i ' - しも内部

の生産能率に甚しき影響を輿へると云ふのでもないのであるカ、ら 、機械命中心と したる有

機的環境の考案と云ふことよ りもむしろ共の建設工費の経憤的WHui といふことが第一義的

に重要視せられて 、材料の科製泊j車! 症とか 、構成の}) 製均 堅牢 とか云ふものは最小許ｾ限

度にまで座縮低下することを儲憐なくせしめらるぺき者であります。 即 ち此の撞の建築に

あり ては、機械の迩轄に封する有機拘の闘l併が上出歩的薄弱にして、 月If 謂機械の被援と もい

ふぺき性買を多分に有するものなるぞ以て 、第一' J ) 場合に於けるが如く 、建築夫れ自植が

必歩しも機械の能本増進に丘接参加l するものでもないカ、ら 、或る程度までは機械の構成に

ＱＡｾ ｊｬ隣せさＧる建築濁自の構造を考慮するニとが出来るのであります 。 従って共の材料は 如何

にすれば最も経惜均に島理せらるべきか 、共の11育成は 如何にすれば最も理論的に組織せら

るぺきかと云ふ事も建築の翻黙より充分之れを検討しfこる上にて計-重し、然る後更に機械

の性能に遁 Ｈｉｩｾ せしめらるぺきものにして、此の黙は第一の場合に於けるが如く 、 全然機械

の翻黙より立案せられて建築濁自の工夫は僅に共の1lHJJ)J 的計・主に過ぎないものとは、似る

趣を呉K するのであります。

以上は現代の工場建築を、共の 内浴より IH賞して概念的に論じたるものでありますが、

更に叉外観より形式的に考へて兄ると 、共民主には今までに想像することも IH* なカ、ったや

うな新らしい美 しい視野がひろびろと展開せられて居るのであります。

如何なる場合に於ても工場建築は共の内部に包本せ られたる機械の動向 l亡歩調をあはせ

共の生産の能本増進 K 遁臆したるものでなければな らないニとは初論でありますが 、i iUr.

夫れのみにて工場建築の能事終れりとなすならばそれは未だ思! 邑の至らないものであると

云tまねばならぬのであります。工場建築はダ・働力家でありますカ、 らー而に於ては努働}) の

結品fこる機械の性能 K 追随すると同時tこ叉他のー而陀於ては家fこる建築の喪囚を正確に l明

岐に構造化しな ければならぬのでありま す。

ここで建築濁自の要因 と云ふ者を少 しく 検討して見ませう。

雨T . J a . . : ; 旨防ぎ本暑を調節し外敵の襲撃カ、ら安全であり 1!}. るための要望が人類をして家屋

を建造すぺ く考案せしめたることは今夏喋々す るまで もない事でありますカ、ら共後生活様

式カ%、ヵ、に怯維に世服した としても生活的必要に到する公全なることの保障 と云ふ こと は
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時と島とに論なく 建築の有つ第一要諦であらねばならぬので 、之れは即 ち建築の功利的叉

は技術的と H乎ばれて 居る要因の一つであります。更に叉建築の重大なる要因の一つは空間

の隔離といふことであります。凡ての建築は果てしもなく摘がれ る笠間の一部を或る物質

を以て形式的に限局し隔離して之れに溶積的な感売を奥へしカ、も共の形式は全然人類の頭

腕の裡 K 酪酵し? こる描象的なるものの具酷化であり組織化であるので、之れは即ち建築の

審美的又は華芸術的と呼ばれて居る字而であります。

過去の建築は此の二つの要因即ち技術的なるもの と塾術的なるもの とは 会く 相反せるも

のとして 、或はまIJ底融合することの出来ないものと して、或は叉並存する事すらも出来な

いも のと して 、共の取扱ひ K 怯惚fこる苦心を排ったのでありましたが 、現今に至りては精

ｾ ｩｊ卜 活動の異常なる準展と技術能力の幣くぺき殻達とに依り此の二つの要因の建築的調和の

創造はさまで困難な る諜題ではなくなったのであります。従ってわれらの前i ' CWへられた

る公案は 二つの要因を調和するといふ躍なる建築的構造の設計にはあらすして 、綜合した

る建築的要因と更に祉合的境境の他の部門 より生長しfこる人類生活の重大内容の要因とを

如何に組織化すぺき か と云ふ事の解決であります。

現代文化の最も微温的な傑件は共の生産的企業の創造的昂揚を具般化したる機械であ り

ます。機械は獣々 としてしカ、も分秒の誤差 も無く新らしき生活の建設へと共のE 大なる鰯

手伝延ば してゆくので、質際現代のあらゆる祉合生活は形式的にも概念的にも此の機械の

何 等かの影響を蒙って居らぬものは何一つ ｊｲｲｾ Ｑｩ、のであります。

きれば、此の現代のIli上合生活の凡てのj吾に法湿して居る機械的な要国と夫れ白惜の干手作

を明確に理由づくる建築的な要問とが、 ilII然と融和され構造された時に於て始めて現代を

表象せる典型的建築が生れ問づるであらうと忠、はれます。即 ち機械の裳遠のお然の師結で

あ る工場建築の解決が 、 此の提案 ｋ 正しく答へるものであることぞ思へば 、 。ｾＮ働のぷの研

究とI i ' . A 、事は建築に閥係を持つ者の一日も忽諸i ' Cjlf ;tすぺカ、らさ' る 、重大なる課題ではあり

ますま いカ、。
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現 在 の 銭 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造

井手 正 ま住

1 . 耐火耐震構造巴錯筋コンクリート

近Ｊ建ｾｾ物は耐火 ｼ 耐震的であらねばならぬと 云 はれ 、 叉 Ｍ ｬｉ ｴ 問 の人は専 門外のものも皆常

識となって来てゐる 。

そこで- 耐火耐震的な ( 耐風的な建物は之に含まれる〉建築物はどんなものカ、 と云ふなら

ば、| 耐火的なる 物必令 しも耐風的耐震的なら 今 、叉同時に経憤的でな いカ、ら、所謂賞用的

の建築物では上じ較的経情的でinaJ < 耐震であることは言 を候たな いのである。市して耐火耐

震的の惇準を考へて見るに 、共建築物の周回の版況に開係あれ市街地建築物法等により

之が耐火耐震的なりと認めるも のであって甚だ不徹底で少しも合理的でないと 云lまねばな

らな U、。耐震的とは我々がτ待遇円本K 於て嘗て経験せる 地震に劃 して安全なる設計をせる

ものを云ふとしても 、耐火については共に用ひられる窓 、床及ひ内部の家具鼓飾が充分耐

火的材別々 JIJ ひることがHJ ? >I 主ないカ、ら 、建物全慌を耐火的にすること困難なわりであっ

て、 更に建築物法の耐火構造に釘する規定を見るならば貫に情けない限りである。

さて我々が今トl 耐火耐震建築構造は鎖筋コンクリ ート 叉は鎖' 百・鎖筋 コン クリートぞ第ー

とする のである( こ の他には ない様であるが〉之は要するにコンク リート を以て被覆せられ

たるも のが耐火梢jEであり 、錨.ri.叉は錦筋の入ってゐるも のが耐震構造であると 云ふ K 他

ならな b、。今は、即ちコンクリー ト国能時代であって建築も この例に洩れ? コンク リート

でなくては治まらないと云ふ始末である。

さて餓筋コンクリ ートは今 よ り廿僻年前に賀mf L 供せられ、十年前頃より念激の護達を

なし今日に至り 、 時代の寵児となった の であるが 、 共 の 問 ｋ どれ程の準ｾｊＷをしたカ、を考へ

て見ることに しよ う。共の理論的計算に 於て ラーメ ン冶解く七まに なっ fここと の他、 大 した

盤 りはない。共の施工法K 於て大分襲って来た。即ち二流三VfEの請負人でも大きな建築物

を機械を利用して易々とやってのりる銭筋の配筋も上手になり 、間違へることも少い工朋

もう ん と縮め られた。叉使月j する 工具の護産によ り入力 ぞ多少減歩ることも H-l *f こ。叉近

時は水セメン トよじが稿へ られる 桜に なり、応較的均一質のコ ンク リートが打たれる 様にな

ったことは幕ば しいことであ る。

然 し未Tご未だ縫達進歩せらるべき様で一向に進歩せないのは何故であるカ、。コンク リー

トの調合に イナ ンデタ ー、才一セ クリー タ一等機械が用ひられてゐたが、之は ほんの小数
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のむのであり今でもコンクリートは充分凝固して偲枠ぞ取りはづすにはやはりーク月近く

もか L るのではないか。

2， 錨筋コンクリートの鉄動附強度反地耐力の問題

ラ欠に私はコ ンクリート梢遣の快駄を考へて見ょうと忠ふ。

銀筋コ ンク リー トを考へ る前に先づ、鎖骨鎖筋コ ンク リート構造について少しく述ぺfこ

い 。鎖 Ｎｲ ｪＧ ，ま コ ンク リート で包む ｴｊｾ 之は明かに耐火の ｦｦｬ ｬＧｃ 供するものであり 、 鎖Ｇ白Ｇ構芯はお

居建築及張聞の大なるもの K 多いが j ) I ' C もならない重いものを附けるのは質に馬鹿け-j ニニ

とL 云はねばな らなU、。鎖骨は三十年前も今もあ んまり工法が進歩 してゐな い と云ひた

い。然し之は己むや符ぬとされてゐる 。今度は本論に入り 餓筋コ ンク リート構造即ちコン

クリート迭の材料について考へつ見るとしよう 。

方自ーはセメン トである。セメン トは買に長足の護達や した。強度は増 し7こ、製品 の品質

が向上した、製 造合 ｾ ｌＱＺカ ｾｴ 脅し製造能Ｉ Ｉ が増加 ｬ し た 、 海外にも輪出して ゐる、然 るに製 ，Ｇｩｉ，Ｇ ま

一向安くはならな いのは 、各製造合可! 上が値段の協定をし 、製品の制限を行ふカ、ら である 。

合祉の株は 100 園以上になったが我々の受ける利盆は少いのである。最近K 色々なセメン

トが問来 fこが。質| 際は依り使用せられてゐない。

次に砂に砂利はどうカ、素人考へではこんなもの何蕗にでも艶らでもあると思はれてゐる

ｔご ら うが、我々はカ、なり日 Ｑｾｾ な 値 段で買ってゐるのである馬車にー在自動車 ｋ ーをの砂利

はほんの僅カ、なも のでそこにありなが らも重たいも のを遠い ところ カ、ら運搬してゐる 。111

陽、四国 It: 紀ナ1'1からでは 、共の運告は決して馬鹿 にならな いものがある 。

さて之によ って作 られたるコ ンク リートは水セメ ン ト陥( 1・2，5:3，5) (1:2，25:3，15) とカ、而倒

な害1)合に混合せられ る。

コンクリートの強度は ど う か 、 質l擦の許察強度は どう か、よく考へて見るこ とにしよ

う。今、 45kg/ cm
2

乃至 50kg' /cm
2

の許察強度によ り設計 せら れてゐるも のが多 いが法

規では 70kg/ cm
2

までとなってゐて質! 擦は官胞の取締は SOkg/ cm
2

以上は許されてゐな

い献態である。之ではセメ ン トが良質の ものが川*τ も十年前と同じことであって 、製作

J -_ムラがあるからこんなことになってゐるのであらうが、共の施コ? 如何によってはもっと

カぞ向し仰る わりである。 月1) 去に示す如く賓際の施工 中での賀験の結果 カ、ら 見て、 200

kg/ c m
2

以上町てゐるものはサ' ラにあるのであるカ、ら日本企閣です、いふん不経慣なことぞ

やってゐると 云 lまねばならな b、。 しかも 1: 2，5 :  3，5より惑い調合は許されて居らないので

ある 。

然し問題は之のみに止 まら ないと思ふ。 コンク リートの成立ちはセ メン ト、砂、砂利を

混合して之ぞ高いところまで持ち上けて作るのであるカ、ら、質に重大い建築物ぞ作るのが

我々の仕事なのである。而も十年此の方向じことを繰り逗してゐ fこ、大阪の様なところで
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は此の重い建築物を造るにはすいぶん骨が折れるのであって、f 9 i Jへば地鰹の軟弱なる敷地

では基礎ぞ大きくする 、大きくすれば猫更自重が増す、隣の敷地までー抵の基礎をしτ 未

充足らないから杭を打っと云った様な始末である。初めは木の杭を打つが足ら ないときに

はコンク リート の重大い杭の長いのぞ打ってゐる 。大阪市内の日放の大建築物は皆杭打ち

で鍛骨を無駄なコンク リート で匂んi: ものばかりであると云ふてよからう。今犬阪市で小

謬校ぞ幾つもやってるる �ｾ コンクリート三階建で正荒に計算診すると 、 素人が目を丸く す

る韓大きな基礎が必要になって- *る 。( 窓員.及表を参照〉叉地盤の惑いところは杭を打つ、

打つでも 打っても未7ご足らぬの でJBひ切って二階建のコンク リー ト構造に したと ころがあ

る。地耐力 3t onなんてこんな島にコンクリートの建物は建fこないと 云ふ結論に達するので

あるが、之は誰カ、恵比、のか 、 こんなｬｊＡ￯￭ ｋ 家を建てようと云ふものが Ａｾｫ 、ことになる。然し

そうばかり云ってゐらわな b、。現に小製校の講堂は耐震耐火梢迭でなりればならない と云

ふ規 lli Jが出ょうとしてゐるではないカ、。

私一人が思ってゐる鍛筋コンクリー ト構造は耐震耐火で昆に結構であるが砂と砂利とセ

メン トと鎖と何で叉こんな重いものばかりで家を這らねばならぬ桟ーになったカ1 、銀筋コ

ンクリ ートの良いところは普く預りとして共の快勲の最大なるものはこの重量で あらう 。

快黙はまだある。第二K11主枠であらう 。偲枠が買に惜しいではないカ、。

新しい厚板を1Mって合決りにしてパ‘ タぞ以て針金でしめ使用した板は二度用ふれば大抵

駄目となる。三度の役を勤めるものは学教カ、後はバラバラの小破 となって長屋の焚物にな

るとは責K 不経慣の極みである 。 この費用が餓筋コンクリー ト遣の建物の内に含まれτ ゐ

るのであるから気を附けねばならな b、。

さて出来た建物は塗って化粧をせなりれば使 lまれな b、。それが叉音響や漁度には概惑い

と来てゐる。小身E校等は今では井造校舎ぞ希望してゐる向も少くな b、。

憾れ多い話ではあるが鱗筋コ ンク リート 遣の御呉影奉安) J i I が滅、気ぞ含む嬬陀頭を樹まし

てゐるのである 。 こんなわりで住宅ならば餓筋コンクリ ート や望む人は未だ少いすごらうと

思はれる 。

素人はよく云ふ「近頃の家は粍が太く て梁が大き くて不愉快だと」我々はよく判ってゐる

が此不平を聞かない様K と何時も苦労・をするのであるりれども不可能なのである。

我問は地震閣である J 二K 大阪は地鰹が悲し、。大阪は鍛筋コンクリー ト遣は不通常な場所

と云はねばならない故に共の犠牲も大きいのであ らう 。或は日く鍛筋コ ンクリ ートは耐久

力があると。 fこと へ火事に合ってもす全り代へきへすれば元通りとなる成程然 り、然し未花

隈史は浅い、共の存命は知る ものはないー、そうして IH来fこ鎖筋コ ンクリートはどしどし符

カぞカ、け て破壊せられてゐるではな いカ、。

我々は一度出宜 して考へて見る必要はないか、之を何とカ、改良する僻地はない刀、と、共

の材料. K於て、共の施工法に於て 、共の重量に於て。
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窯 業 稼

沸込 酉P常 時侭 刺 廻

10銭 原 10銭 毛

5∞ 60 460 652 

筑) ( ) 60 243 740 

A  

B  

ハ ・大阪市内感校敷地地耐力表

ム印t:t 目下工事中のも のヲ

祭校名 |地耐カ |杭l鰍 名 |地耐カ |州 |撃校名 |地耐カ |杭 |墜校名 |地耐カ |抗 |職 名 |地耐カ |杭

1|ム

ton ' m“  ton/ 11l ヨ ton/ m"  ton/ mヨ

10 23 ム 18  45 20  67 12 89 15 

2 ム 9  24 
ム

3  46 8  68 3  
わU 90 15 

3 16  8  25 ム
5  47 9  69 10 91 18 

4 ム 12 29 ム 12 48 10  70 10 杭 92 18 

5 ム 10 27 
ム

25 49 ム 12 71 4  杭 93 10 

6 ム 12 28 ム 3  杭 50 25 72 8  杭 94 25 

7 ム 12 29 ム 15 5 1  
ム 25 73 5  あL 95 5  杭

8 ム 10 30 ム 20 52 15  74 5  杭 96 8  |杭

916  25 31 
ム 18 53 ム 3  杭 75 5  杭 91， 3  杭

10 ム 7  杭. 32 8  杭 54 8  :D'c 
ｾ ｉ＠ 76 8  98 5  杭

11 ム 5  VL 33 5  杭 55 5  VL 
25 99 3  杭

12 ム 3  杭 34 3  杭 56 6  わL
78 3  

杭 l∞ 15 

1316  8  35 10 57 8  杭 79 20 101 25 

14 ム 10 36 12 58 5  杭 80 5  
杭

102 20 

15 ム 5  杭 37 9  59 3  VL 
81 10 1 m 25 

1616  12 38 12 60 5  杭 82 9  104 9  杭

17 ム 10 39 7  核』 61 12 83 5  
杭

105 8  杭

18 16  8  杭 40 12 62 10. 84 12 l 何 25 

19 乙与 15  41 8  核 63 7  
VL 

85 20 107 12 

20 ム 7  :Dt  42 10 64 10 86 12 108 15 

21 ム 12 。43 25 65 5  
VL 

87 10 
地ー以形上ト2のコ4清巾w!盛民11主あろは 伐打

!!1m; コンク 'J

18  44 10 66 9  88 9  
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ニ ・了ー事 1<: 使用せる混凝土試験片の強度表

( 調合ノ、 1: 25:35) ※ 印ノ、1: 225: 315

接校名 |  セメ ン l 製造併1 : I  一 週 間 後 / W: }.:i!: 四 遡 陥 ノ 強 度 | 試 験 場 及 月 日

16  

日本' " s  0' ト [ 平 均 削 kg/

一 一 ｫｧＯ｣ ｭ ｾ 府隠 11. 4. 4  

23  小野間セメ ン ト ※  ーーー 275 府廊 11. 4.  5  

18  ヨー Ｎ ｾヨセメ ン ト 一一一 平均 22.5 

ヨーギヨ セ

メ汽ト令枇 11. 3.  8  

20 向 上 平均 114 卒均 181 悶よ 11. 2.18 

20 
同 上 平均 135  ｉｾｦ 艇 11. 2.20 

4  >!U"f: セメン ト lJS-均 221. 8 工 業研 究所 11. 4. 6  

6  小野田セ メン ト 平均 174.9  府 聡 11. 2.13 

12 ヨー ギ ヨセメン ト 卒均 148 1M牒 13. 2. 15  

7  同上シリカセメン ト 227 工業試 験 場 11. 5.12 

7  同 上 185 悶上
11. 5. 12 

5  ヨーギヨ セメ y ト 卒均 259 府隠 不明

14 東洋 セメ 0" ト 卒均 167 工業試 験 場 11. 5.  2  

11 :il l 5 I セメント 2jS-均 219 同上
11. 5却

9  土 佐 セメ y ト 卒均 180 向上 11. 4.13 

8  ヨーギヨセメ ン ト 卒均 127 向上 11. 4. 4  

16 日本 セメ y ト 卒均 188 向上 11. 3. 12 

15 宇部セメ y 卜 司王均 97 

一
府総 11. 3. 17 

19  ヨー ギ 百セメ ン ト 卒均 105 平均 216 工業試験場 11. 10. 26

3  ヨー竿ヨセ メ y ト 司王均 87 卒均 174 同よ 11. 11.10  I  

10 宗郎、z メ 0" ト 2jS-均 207

字部l セメ

11. 5.  4 1  
y ' ト令最上

ホ・ 大阪市小墜校の建築了: 事費一例

祭 校 名 | 線 工 'c{ 抗 打 チ 投 | 抗 長 延

*  

鍛

11 229，00.00凶 35，471，00四 10m 2ヲ80，47m宮

12 2回，555.30 42，231，40  24 3532，8 及 649 木造

10 133，889.75 12，471，∞ 7.5  2185，08 

15 113，167. 76 10，637，∞ 7.5  234，2  

15講堂 41，363.925 4，576，∞ 7.5 427，2  

4. 錯筋コンクリートは何慮へ行〈

然 らば我々は何故陀コ ンク リートぞ使用する か、土木工業に於て使用せ らる L のは別と

して建築構造に 川ひ られIIt 人が之ぞ誕歌する程に は依りに快黙が多いと思はれるが、要す

るに之 lて代るぺき遁訴な材料がないか らではあるまいか。 I住は今餓筋コンク リー ト時代と

云ふカ、銀筋コンクリートに非らざれば建築にあら す と云はぬばかり である 。

私の云ふと ころは餓筋 コンクリート栓之程 までに使用するならば何故少しで も改良せら
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わないかと云ふ黙であるもしこの重量を一割減じ得? ことし fこなら如何、準んで二割減すユる

としたならば如何、 云はす‘ と知れた驚く べき閣家の経情とならう 。叉版床及天井にf毘枠な

しの施工法ぞ考へ? こならばどうカ、。軽量コンクリートの時代は* るか、共れともさらりと

止められないも のカ、。

私は思ふにコンクリ ート 建築がある問は木造の建築も盆々盛んであるだられ 即 ち安償

にしτ 施工簡草なればなりである 。叉我々は考へて見なりればならぬ叉我々が常K 考へ常

に云ってゐることは| せ人にどんな影響ぞ輿へてゐるカ、を。叉合せて、建築物法の快黙をも

時代は準む建築も施工法も煎論も準まねばならなし、。我々は建築家なる殻を脱して考へて

見るならば、我々 の考は反封の結果を もた らしてゐるかも知れな U、。

この建築構造の問題は一日も等閑にすぺきもの ではない 、之が改良は建

築協合等; の大きな多数の 力及監F腎官腐の 力が必要であらうと思はれる 。 ( 11 、6、16)

| 本 務 執 筆 者 紹 介 1-

何はともあれ、

( 五十音順〉

大阪市臨時校園建設所

大阪府技師聖子察部建築課

日本赤十字壮大阪支部病院建築事務所

建築主任技師

前大阪商科大接講師・商業史家

佐藤四郎建築事務所長

日本工業新聞祉記者

工事士 ・建築設計家

津 国 型車建築事務所長

都市計重大阪地方委員令

降

肱

払

F

W

H

V

W

H

H

副

Z

A

且

h

R

三

郎

夫

勝

盤

武

手 正

井 孝 衣

子 七

度

四

則

古

Jl祭

井

村

田

田

井

抱

木

佐

佐

坂

高

津

吉

韓月

信
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建 築 費 予象 算 漫
一
五
間
一

一 _ "正 し く 経 済 的 陀" 一 一

高 村 勝

何カ、手:7けと輿へられました命題の内 庁建築関係事務に閲する感想、 P でもありか 最近の建

築界に到するｾｫｦＺ見 の 一つでもあると云ふ事にひとりぎめして 、 私は建築費 Ｇ ｾ 是非、見 積 ｋ 就

いて ｾｉ ［ ｾ ｾ ｾ亡考へさせられる事ぞ 、 難かし ｢ 、論 Ｑ 都コ流暢なる名文は私のｻｪｊｪ であり まんカ、ら 、 想

ひっく依 l亡没諦きして頂いて御苑を蒙り度いと想ひます。

建築詑務31:見積の仕事即ち一一正しく経憤的陀建築告を定める問題一一之は建築百|繋 で

の他の部門と同様に 、E誌はうた以上K 重要な問題であり、大いに研究を要する問題であり乍

ら、然も割合f ' L ! 限枕さ れて ゐるんではないかと 云ふ事です。物の )1国序として建築主が一つ

の建築物を計聾して 、工而/1
'
，. * る怯務算を提けで建築家に1・11談放します。建築家はその要

求に臨じた設計脅し、その設計 Ｇ ｪｲｌ基いてその安おなる建築設を積ＺｲＱｾ之を注文主 ｋ 提示 、 話

が纏まれば此にこの工事の建築'f J 誤算が成立致します。訴負者が之を見積久保件K 遁へば

契約が締結されて始 めて止弘昆K 建築fl1カ、定まる事になるので・す。従って正しく叙情的に建

築費そ定める問題、之は初論の事此等三者の一致協}) の下 K 始めて求められる問題であ

れその内の ーの 協ｽ Ｉ が 映りても Ｑｾ し慈け符 ら れない事です 。 然り 、而 ｩ して現作何れの場

合にも此守二三者の協}) が果して充分で あり ませうカ、?

正しく経桝的 lとと云って、 この一言の正しくが大盤難カ、しい黙で 、果して何れの限度を

以て正しいとする カ、は十二分の考究を要する[ : ¥1 題であり 、此品でこ の喰界駄の考究は普く

預る事に致しまして 、建築Y1 . が正しく経糊句に定め られなカ、った場合と云ひますならば自

ら大き く二つ に別れます。即 ち正 しく安常に見積 られました時に提示されるすごらう喝の令

額より 、ーはおく定められる場合であり 、一つは女く契約される場合であります。而して前

者の必要以上に日く YZられ布く穴はれる場合は 、通常は少い特種の場合として此雌には 言

及しない事 K 致しまして 、後者の安嘗金額より安く契約される場合K 就いて考へ ますなら

ば、特命に しろ入札にしろやはり :徐算内で此主} ) カ、ら話の纏まる :場合と 、7刻字超過rT.交渉の

経過を辿って契約される場合とになりませう 。而して安く契約されるの K 色々 考へ られま

せうが 、 建築注文ＫＺの側では買ふ方として経情的 ｋ 安く き たくで安蛍以下 ｋ 稼ＺｲＱ ｾｉ Ｇ￬ｬｬ ｴｊ夜 、 請負

者似IJでは商賢人根性、 1説守手々々で吾と吾身を叩かれて安世以下で注文引受、共凪て・安首以

下に契約締結の運びに至るのが最も普通に見られる場合すご と想はれます。
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建築主として買ふ7かの側からは勿論安いに越しfこ事はない筈てe す。きればこそ終桝的 K

ｾ築伐を定めるＱＮ［Ｇにはぷはすもがな ＱＱ ，Ｈ ) ( のう1- ) J が主される宵- です。然しjE しくとなると疑

川 です。 どうも依りにみ:lt 、科O Kに!日iv、て 、その紡県川，n1l'l ｾＡ十 ｾ ￹Ｇ ・ｻひの銃火ひ Ｂ ｶ｣ 終って

しまった りはしないでせうか。

契約までの軒町が入札であらうと判( 0 であらうと 、兎VCf (J決定迄 lモ取られる態度とし

て、八円E のIfJ !さへ比るとや'1でも彼でも 値切 らなくては' 1 ' l べないお耐11さんの夫でも 1*1りま

すし、 夜 J，ii の机水J i tイeA:II f にm，{ li の rll のT: 並立では充分イi る事を快勘定し〆|三ら 、 U イ食カtj 己ら

ぬ負りて置りよ ν と頻りにねばる旦那さんの夫で も|羽りも の で あります。須らく 充分な

る見識と自信を以て !lt 品なら此依は カ、ヵ、る。 H よし ! 之丈で '!1は う! " と 気前よ く手元を

さらり Il¥す車'I '-l の心榊へは持って欲し いものと 想ひます。 いやお前11さんの買 lまうとなさ る

大半 Ｑｾ も 、旦那さ んのお求めになるシャボテンも既に口 ｉ 坊に完成 されてあ るの です カ、ら 、 ま

さカ、fu1切 られた力、ら疋ル、) ，ーのと 取り代へられる心配もありますまいからこいつは他切り倒

す丈川だと 云ふ: 1' 1111開なのかも知れません。J蓮で建築の場合はそう ではなくて何時の場合に

も、品物のお顔を見ない内に先づi t 文額を決定契約す るのでe 品物は後程てeす。之では?;t初

に依り fu1切り |到 したのでは勢ひ交からう恋からうに終らう ではありませんか。初論悶而tlて

校:1: があって建寝家がとと寸分遣はぬ物fこらしめる iiT く桁導J f ! i :'1干に努めます。然し之とて

イ'1' に々・門・の折れる仕事です。 wるん・ J) 側諸負手? では日初日ですから タ]論の事損は御苑 であり

ますし 、利益は多い に越した事はない事、 fl 変主主築山文 -t と正反主'1の立場 lてある竹: です。

1'] 分の仕事づ) 11 ¥来イミIl¥. *もタj論信川 lζ1m係す る事ですから 、充分 立波なも のぞ tJ 二|てCj:'る 可

く努) ) は捌il まれませ j が 、やはり共品は人↑ 仏 nふ人の立場と資る人の立場です。勢ひ it

文額の低減は仕事の11の低ドにと 自然に fLJ i きさうに想はれます。

共島で・建築ii ニ文 i' =: の務17:不)Eが如何して起るかに就いて考へて見ませう 。先づ it ヌご |之は

ｴｊ ｉｩ談相手と選 ん だ 信服 ｉｦｴ ｬ ＮＪ るｾ築家の見詰査定イ仕組には充分館電 、Ｊ日 る可き事が 肝 要で

す。そして自身の懐vcdf ひを生じ 、その務拝金額を許さぬ場合等削探しても設計担: 夏の要

求こ そすぺりれ、決して丹依勝手な金額の査定f'jl J減などは考へ るぺきであ ります まい。 官

似た令J i il:匂r で'i ｌ Ｚ 丈 一 Ｑ ＺＺ とｾ徒家とが 同 一 所 ｪ 昂に あ る ｉ 昨守 Ｚは 、その ｊＮ ｨ の 気Ｚ友さカ、らか 、 前負手 ＿

の比砧徴 ｾ ｾ ｩＨ折衝＿ の 仕事 を路 市され る ｊＮｩＡ 茸 ｾｾ ｪ 誌がその後算額の細部に充分なる認識を持 ｦ こす

して ｦ ゑ ｊ 也会開山 ｬ 亡 、いと も Ｇ ｉ ｾ Ｇ気で ｪ Ｇｪｬｊ 械のメ スぞ娠は れる事がありはしないでせうカ、 。 充分

なる研究の k での (1信を以て1'.l'(3i:首t拝を了t : てた主主築家なら 、門 分の積 'J _j -J j は之んであっ

たが 、 ｉ ＮＡ Ａ Ｚ 務家の Ｉｊ ・へ担ってどう査 Ｇｪｪ 三されたやら～ｾ［［ e  Ｇ ［ｴ ｊ ｊｬ ｾｉｾ ｍ 心ではあり引ないＧｴ， Ｎ です。必す

共 の ＱＡ｜ｾ 認識な る不川 立械まる Ｇ ｦｦｴｭ 額 上 の御 ｦＮ入はド ｉｬｬｌ す ぺき でありませう 。然 も仙 ｩｬ Ｚ 文 Ｇ ｉ ］Ｚ

の ｩ 制下不 足 が起るとすれば共は主主築家自身のその時の ｾｗ 必の認誠不足カ｜でなりれば小 ＧＱ れ

カ、の故当 ｬ 不足 ｓ Ｑｊ ｾ ＿ ＺＯ ｂ ［ でな ければなりません。依程の則非 盟Ｚ 到 ｊ でもない ｉＧ ｢Ａりこの前ｦｩＮ者の比

積と主主築家の績上けとにそう 1m舎の 1-1'1.*る可き竹が ないのですカ、ら。第一回入札橡j I 起
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j也、再入札務超 、再入部超々 々で入札 1' Cf . 1配する請負手f が一人減 り二人減り 、遂 には最後ま

で ｛ｉｪ ［ ｴ いて お ｈｾ になる 御 熱 心 なる前負者 と ｛ Ａｩｬｬ 芯Ｚ交渉等は 如何 考へても依り感心し た 岡ではな

ささう です。数量の違算は少 しのi主立で除カ、れませうが今少 しく 材料手間の盟伯 、人件i'l

共他諸雑控の計上の跡に就いて検討 して見る& ‘ 要はないでせうか。話、材草Hil 諸手間貨のまE

え ざる 艶 動 ｾ ＧｪＺ Ｑ 場に 留 意 す 行 ｊ きはタ ｊ ｾｦ ，命 、種 々な る 環境の 才 Ｑ Ｑ［主 ｋ 依る立 ｴＮ Ｑ 貨の Ｔ ・ Ａ ｈ 主も大 ｨ 、 ｋ 考 ｬ ｡

ｫ 入る可き で せう。叉商 ｅｚｩ ♀ひの未経験から 、 例へば恨設 ｴｾ とも栴す可き ｮ ｦｬＱには儲りに

も 住よ か の務 ｾｴ 計上に 留 めて屑る様な事はないでせうか。過去に市ＡｩＱ立者カ、ら世 ＱＱ Ｑ され た 参考

ｋ 供して ゐる見積 内 需詐に も やはり 。 手前の方 で は何 ｊ ｊ 無駄なＡｊ ｾｽ ｉ ｊ は掛りであり ませんの

で、仮設設等彼様lモ任少で全.t1J"1J の幾古IJ I'C しカ、ついて府ません 1/ e云はぬばかりの帳而J -.

の表示手加減 と云ふものもありさうです。偲問、下小屋、材料置場、詰所、機械器具 、恨

枠、棋型型板、水感造形、 J忌代桟情 、段笠張、開計現寸板等諦抑制・; ま勿論、リ民地整理、借

地、動 力、 用水、養生、座; 域投束 、給料等現場諸経'11. はA1古: 計 1-.されたとして も、消火設

備費の所要な事 もありませう し、殻材 、セ メン 卜共他のぷ験一つにも試験'1i が所要でせ う

し、 諸種f毘設物の運搬控も考慮すぺ きでせう し、火災保険にもは入るでせう し、務働 If災

害保|換があって市! ? 負金額一回凶にまJ して廿八闘力保険料は丸llt でも肱で も玖原.f 1' C請負手予は納

めま すし 、請負手f の負指する 保詮金支拶r. 立替等には 、i灯、ても笑つで も金利と云ふ奴がつ

いて廻りま す。 u、くら監'1手指導充分施工正確を期す とI ' f * - の陣よろし く力 んすご品で 、若

干の祈り手間はやはり見込んで泣 くのが安世ぢゃな いでせうか。鋭製建具を計上す る時は

ｾ民材工共に塗工 ＧＱＱｦＱ ｈ 子 ＧＱ ＧＱ 迄 ＩＧ Ｑ 念 ｉ ｲＮ分市 ｬ 積立計上しても 、 ｊ ［ｬＮ ｪ ドＧｩｊ ｾＮｾ Ｚ ｲ ｾ 然邸充す可 き モルタノレ

fi の計上を忘れはしないでせうカ、。間子は組位で幾Zドメ1・米と計算したのは至極細 カ、いでせ

うが 、附 子の ｩ 高拭は必十何凶か ｗｦ 要の筈です。之とて附子ｊＺが古 Ａｾｲ 十本仕はしますま ｵ 、 。 か

く考へてd E ますとどうやら故初の換算内搾の今一踏の検1; 、l 釧:先の: 必要がありさうです。之

等の工事施工ヒ官［然必要なる各治指川は尤分考 ｊｂ の上正確なる 仙 の ｊｉ 耐＾ｴ ｴ ｬ 、 手 Ｑ Ｚ｜ Ｑ 、 損 ｾｱ ・ 、

諸 Ａｊ ｖＭＪＮ び雑技と共に ｬ リ ＩＱ 肢に計上比肢の上換算額ごと決定し 、 ＮｲｴＮしく経情的 ｋ 砧 ＱＡｩＡｊ ｾ te定め皮

い と泡 Ａ ひます。そして請負者カ、らｴＧｬ ｬｬｬ さす 凡 航内諒 Ｎ ｾｾ ｆ 守 二 も前述 の 主 ＱＱ きqlfミ而_I - . の手加減乍の

ない 、夫々 J J r 要 iil 川はキキ Jfi は別 にlりj示された詳出l l 1 確貫なるものたらしめて出り皮いと怨ひ

ます。 而 して入札決定に! 探しても前j j _ 純金制の税金支でiλ 与となどは行はすに、充分此の内

総の ｬｩ ユ較研究調査の上態皮 ｴｾｶｾ する除裕を持ち ｦ こ ｨ 、e Ｑ，ＱＺひます 。さ す ￼ ば種々 ｊＧ｝他 ｊｾ の 内

搾上の快黙にも気付きませうし 、五の立 l来の該主123た工事施工に到する5背負手干の熱誠立の皮

合も 、 決 して 請負令 Ｑ Ｋ Ｑ 精額の大 小 丈 ｋ 現はれるものでばな く ＮＮ ｾｾｦ ろその 内 Ｇ与 の ｬ ｅ 否に あ る事

も1':1ら 判然 とす る筈です。ヵ、く正 しく計二上された安??; 額からはn文主 として ふ さう値切

減額さ す可 きではないでせ うし、請負者 も!It而 口に施工する 1(¥キ11なら 、そ うはrLI Mi IU ')  1も

IHdEない筈の ものでせ う。カ、う考へますと筈て誇らカ、に私が| 持j かさ れた某建築品上'1.:: の 。第

二回目 の入札の結 果充分琢非 内に見積ら れたんだが、知らぬ顔の学兵衛で換算超過々々で

2 9  V Il 



再入再入と 引ばって、 最後K 残った某組 と、とうとう 君 こんな額で契約した一- f I との自

慢話は笑止の沙汰ぢゃありま すまい か。

ラ たに請負者の見積 κ 就いて 、 特命工事 の 場合は比較的安 Ｎｾ ［ ｶ｣ 取蓮ば れる と考へ 、 競予を

依悦な くされ る入; キl の場合を考へませう。寸豊見積と云ふ仕事そのものには請負者がその

本質上世然他の二者よりはるカ、I ' C! A. 剣であ り、研究的であり 、熱心である筈です。然 し正

しく と云ふ問題になると必今しもそうとは限りません。競守1』の必然の結果として安富以下

の出精値引が盛んK 行はれます。特種の事情の下に一度此の工事は是が非でも 欲しいとな

りました ら、その積算は微に入り細 K 波り 、正確な上にも正確ぞ期されます。施工法段取

にも研- 究に研究が積まれませう 。王11底注文主建築家の内諜など顔まりカ、も知れません。 而

し て ［ｽＱｾ 盤の上計 ・金が ｈｾ されます 。 そこで見積書の表紙には「希望 」 の 「 キ」印が意味 あり けに

Iq;j"記される し それこそ文字通りにキ印の様に 、こ の計金が入札額決定までは見岐路首主

任 、工事主任、庄長等々と夫々 お傑い人 々の手元に 、鰻登りにすると同時に 、{直'J 1々々で

痩出!日 ると云ふものです。利金加算と‘ ころの騒ぎではなささうです。然も仰論の事損などす

る心算ではありません。f直' J 1 した丈は何島カ、で捻出し よ うと云ふのです。契約さへ出来fこ

ら何と かなる と考へられるのです。屈員 にもオ ーバーロ ードさせ得ませうし、自分等の二

の鋒を演す下ぺく馳参歩、る諸 1;"ノゲをも叩けようと云ふものです。見積分婚者の一人が猿も亦

から落ちるで、何か纏った数量の拾ひ落しのあった事でも 、契約後に解らうものなら 、表

向き首もの位に こつぴとく騰かされませうが 、内心彼奴の御棒で大j脂K 仕事が取れたと云

ふものだ との感謝の一つもされようと云ふものです。御念の入った工事指蛍者等、乾児を

在ふ工事の欲しさ一念に 、耳慣の無茶な{ 直'11は突込まれる から と云ふので 、乾見J Eの丹念

に拾った積算数量カ、ら幾パーセントづっか大きな l起で数主天引の上、上長者の御検閲をも

ごまカ、す減額手J立を講 じ粂ねない有様です。然も 考へfこ物で 、仕事が取れさ へ しました

ら、各々 lてを承る諸111貴)J ・K 之1l: 4鳴をカ、りた天' : 1 1数量で以て大きな顔で請負はせ 、立・訴に損

をしないで清ませ得ると云ふのです。一式然増減請取、後では文句も云はしませんo ｾｊ ｬ 分

が御損が御嫌なら乾児だって御同様です。そこで・世然仕事の質の低下を辿 られきうです。

指導殴仔者fこる建築家の御-i ^ l ' 折こそさこそと想はれます。ヵ、ヵ、る同業者との競雫カ、ら 、充

分なる研

にカか、く ｩま ｴ てＮ切込んで ｬ出 ｦ甘 Ｑ 車あ料柿 ｬ［占 ＡＵｩ され る事は 、 苛 Ａ＿ 負者が慈色 ［ Ｚ ｾ 示になって ｬ 九れない限り 、 来し て ｉ 主文

主建築家にとって布難u、事なのでせうカ、。呉市 IJ に立祇 l亡、正しく経憤的に 、工事を完成ー

すると 云ふ事を主眼と して、請負手千お互がより自 制し、 統制 されて、非合理な建築胞の低

下はむしろ阻止すぺく反省すぺ きでせう 。

佐々常識的に行はれる入札のつきものに請負手干の談合があります。工事を' : i 1受けた市lj 負

者が 他 の入札者への琵何カ、の負指ぞなし、結果は活然 ｩ Ｚｬ ｾ 文主に僻分の犠牲を負はしめる事

になる 等は許すペカ、らさ' る尚徳てe あり、 然もカ、カ、る手段で不宙利盆を食ら う等は全く 言語
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道断 で ありますが 、 若 し お互が舗を ｪ ｾ ￬ ｬ｝ って結局ＡｴｩＮ面白な仕事が ｉ Ｚｌ ｜ Ｚ＿ たないでは と、 工事工事

の配分の仕合ひ と云った話合ひがJ極り適者が選ばれて 、正しく経情的な建築控て契約が成

立し昆面白に工事が施工されたとすれば 、むしろ之は許さるぺきではないでせうカ、。

翻って若し ＱＱｾ に安訴金額まで稼 ｾＱ ｾ を投け出したとて 、 それ丈蝕計 ｬζ 請負者が依りてしま

ふ丈だ。やはり II fJ りる丈川J i ，、て 、取締れる丈取締るみのt得である 、等と考へる注文主があ

り ましたら 、 その反省を促すと同時 ｋ 、 カ、か る先入 ｪ 現在 ￸ｾ へＺ＿ｉさ った請負者逮の ｾ ｴｩ を ば同時

に指摘反省すぺきでありませう。

市してこの雨者の聞にあって建築家の利害| 銅係を離れた立場からの正賞なる批判と 、正

しい監督指導し惜まれ Ｕ る折 ｩｾ の符 と があ っ て始めて、正しく経漕的に建築設を定める

問題は完成さわる のです。建築家の介花 伝抜きに した算盤の達者な家主さんと 、手放きの

上手な大工さんとの聞で纏って、どんどん新築されて行く所謂借家建築の 、驚くぺき粗雑

さが乙を雄掃に物語って呉れます。即 ち同 liYI f'( :辿ぺました様に 、建築主 、建築家、請負者

この三者の協力の下にして始めて正しく経情的に建築費を定める問題一一之が解決される

のです 、御約束通りの甚だ漫語f ' ( 終りますが以上で御克伝家りたいと想ひます。
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コ二 ノv サ ν  A  
回顧

津 田 撃

3 千年の歴史を有するパ ν スチナの一角地 中海に而する小浴ノ、ィフ アアーに 、過る日上

陸のエチ才ピヤ皇帝には一路祖先縁故の地、エ J レサム K 現今止ませられたるとの ( II s和 11年

5 月〉ニワースは最近世界の大いなる出来事のひとつである。

含湛の地エ J レサレムの回願も時の問題として胸ぞ打つのである。聖地はどんな蕗かパレ

スチナの内最も 著名なる醤都気候平均温度最低47度位、最高78度鵠先つ温暖の) ] なれと貰

感の光線は齢程強く感苦手る。

聖書ーに記されたるキリスト敢に闘する意義深かき場所エ J レサレム前l' 殿 、或はソロモンの

宮殿を始め、文化策えし古都更に2000年前聖者の入城と呉邦人に利! の幅音を叫ばれ、更に

昇天の地星移り時去り現在英国の委任統治となわれ曾て離散したるユダヤ民族は近員長懐

しき放榔に績々と蹄園、新しき利lの閣土建設の運動漸く隆盛となり しは周知のことである 。

震に時と して人種的雫いの起るは歎カ、わしく先年ハイフアー騒動及ひ. 最近数度に起りし事

件につい て新聞の報道に依れば、

ハ イ フ ア ー 全 景
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セ ン ト 、 ス テ パ ノ 門

の地は一帯K 荒野にし

て建築材料として法石

の散イlーするに過ぎす、

随って石材は2111出 l亡?キ

J I j 迭に常てねれ 左も樹

木恰んど成長せす、地

味叉望主力、ならす、 j折る

土地に建国は元より凶

普ffi の ことと思われる。

最も近時各王業輩肢の

主主につき つつあれど未

Tご多 くの物資は之れそ

エ ル サ レ ム 又 .1[15化 (

朝 H 昭和 11年 5月15

1': 1質問出D パ レ ス チ

ナ玖b艇の畑11.¥}，¥策 IC :，¥U

IJLし、 アラピャA が

ｾ ｉ Ｚ 軍事不服従泌動を

開 始した車古ＺＡＭｉｾエ ｊ レサ

レム 地) / - 併の1・11I勢

は夏I ' L : 出化を作ける

K 至ったが 、枇 11-1ヤ

ツ 7 アibでは 15 11午

後アラピヤ人元 ｾｾｨ Ａｬｩ ｬ

が警官隊と衝突し、

示威固から死者 2 1i

負傷者8名を出し仁、

首 都 エ J レサレム の 治

安 y状態もし、ますご恢復

せす、戒厳令は倣凶

されるに至らない。

建築のl:i 商カ、ら見たる

エ J レ サ レ ム 、 ユ ダ ヤ

墜
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ア ユ / ト ニ ー 塔 ヂ ヤ Y ア 一 門
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奉け て輪入 K 符 ち 、11創刊品の 側 めて少 jif なるは

岡の隆盛ならさ' る- viT閃 と推察せらる 。

都合 の 文化 に、1"1川 の必 要 lと到 し 、不 "?l ) ]'( の

i ; t(るる 川な きfi j ( JiJ 7kの不世J ! も 甚 敷 く1'¥'1: カ、 lて午fーす

る桝 ｾ ｜ 二 戸 ｬ こ ｾ ｩￇ ｴ るのみ 似 りによ 也 ｴｪ Ｍ Ｇ ｩ ￭Ｚ ｪ Ｚ より ｪ､ｻ｜ 両 Ｈ Ｑ の ＱＧ Ｑ

山品川 j- O) 似( 鎖路 は一部 にあ れ ど〉あれば とイ11)人

も想像 す る蕗 な らん も、if:j:抜2400)'( のifE地 には

不 可 能の こ と仁 るぺ し。 ( ;J ロモ ン:' E時f¥Gtl 亡

Ｊ ｾ 丘の設備あり 惚 け るエ ｊ レサ ν ムを ｩ 可し仁 る に

jメし現今は雨 水 守117ぇ不IMのノ]'( t，!:，1.ll! 川 す るは不

ｉ ｾ ｉ 然の傾なり 〉。

i17i地 に あ るエ J レサ レム、刊 に1成取は 依 然 とし

てj最めし く) ( 石 守政 み上 け 、ダピ テの塔 青木 l乞

費 え 凶にデヤツフ ヤ一門北にタマ ス コ門 とへ ロ

テ門束 に スア パノ 門ri ，j i'L シオン とアラ ピヤrrJ 共 アラピヤ人 ノ、イフアー にて

他 の数門を 有 し 、 城内古 の子 工 肢は 今日既 に 追わ ｉ ｙ ｾ な く ｈｦ 世 か ｋ Ｂｩｬ ｪ 院 を 錯 す に過ぎす ー。

城 壁lま元d E ダピ デ)f<. ソロ モン王 K よっ て 築カ、れ 、のちユダヤ人 パピ ロ ンよ り邸 りて 牛へ

ア ル メ ニ ヤ 数 令

シヤの桁111[の 1' -i'L 再建 へロ デの時 代共

イil lf 亡i兵泊さ れ、今 卜1i ' L及び. u誌は修 王Ip，叉

Ｈ 立 主 登 山［ さ れ ＱＱ ＿ と現今とは多少 ｾ Ｚ ｊ ｌ 主あら

ん 、 ［ｊ ｾ の一 部 にユダヤ 人の歎きの 場 所

あり 、訂以 i'L Irll ひ ユダヤ 建 岡の1.r，祈 り

且つ大 政 l亡哀: 吹を合H昌す る人命 の熱 心

.! .- には敬服の外なし。

｟Ｎ〆 ｾＮＮＮｊ ＢｦＢＢ --

〆“ ナ24 ・ 各 Ｉ ｾｲ ｋ Ｑ {- ，{i : する古 き建 物 の 内数 令 堂

e・4

よ は:11止も 多 数 ぞ しめ、ll'! m' i '立石績を+ と

す る は材料 の ｉ ｾ ｍ 係により 前 然である ｯ

' 1'. f¥;;>jl ! IL 常時 開係せるロ シヤ 、ドイツ 、

ト ルコ 、 共仙 の 凶々 をＪ Ｚ ｾて現 今 茶 阿 に

依り ｉ ｾ ｉ 然 文 ｉ ｑ ｣ さ る結 果 、 柿遣に叉形 式

lこJ 与の; ;問15を交 くるは 、不 f} .tl さ' るこ

とな らん 、 11つ判 種の建築として見る

程 の 物 な し 、故 もオー 7 、モス クは第 7

iJI' 紀 アジ ヤ王 才一 ? の造 営 した るアラ
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ピヤ式善美のも ので呉彩を放っ。普通の建物及び民家は; f iili 平屋根の約l ;;Kfjls まるもの 、外

* の敵米人は各 自闘の l礼子? に倣ひ た るものぞ域外に遣れり 。二三故近建築したる 公館現代

的のものあり 、但しi_l_i態 ぞ存する 泌を廻した る城壁の梢池ぷ門l立大K 参考ー とする にJ己る。

市街は俄 り 清潔ならす 、 不完全なる Ｑ ＧＮ 水 、 道路 ｾｌ 政ふ ｉｩ められたるコ ロタ 石は的んど修の

跡なき有様幾百年共極 力、を偲ばしむ扶き ｉｬ ｉｊ に 、 厳島官 、 時Ａ日府守ｾｾ入れ Ｒ 刈の迅 ＱＱＱ ーは ＧＱ 行ん と

不可能匹前軒そな ら ぺて 肘れども 、 見るカ、ら貧弱なる ｬ 妙 ｾｬ Ｇｴを ￯ｦｴ ｩ ひ羊肉は至る単 ｶ｣ ｻｦＮ ｊ され ｾＡｬｴ

教 の蛸は飛廻り抜きこと|映りなし: l ( ，t b見ょう K ては古色六然たる古者11の香なくもがなで、

何人によりて据え ら れたる カ、苔 むす 石 ｅ 誌は ｉ 本 の 杭 ｬ ともｾＡｬ ｴｬ 恨の感興を究ゆるのである。

聖書に記されたるソロ モンの' 出' 殿は建築?;t 時金、銀 、資イ1、手?オくを↑日夕Lもなく )IJひ華麗

極なかりし 、 よし今 ｈ 共の片腕 ｦ ごも見ること不可 能なるはｍＺ ｾ ｪ ￴ もなき次第である 、 聖子 ｾ ｾｾ 文

舎の堂内、 主主欽的 、キ•• Ｇｦ ｶ｣ 聖 なる可き場所ぞ依 りにも 銅央粉々 こりをとカ、し の堕落せ るＡ［ｴ ｾｦｩ￭ｉￎ

そな し勤め て信者を多く集めんとする傾向ある潟 、!当然他祇 と勢 )) の守:[ーいそ起 し弊 190止をn

い共の結果は聖地として如何な る ものカ、識者は定めしれそひそむるであろう。
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- 研 究 及 調 査 報 告 ・

米 園 に於 け 3 計 董 界 最 近 の 趨 向

士

口田 イJ 武 謀 説

序

クイリアム・ペン氏 によって 計量 さ れたフイ ラデノレフイヤの原平面計童は格子型直角街

路系統ぞ有する、ザIJ へばドイツの 7 ンハ イムの如きヨー ロツパ先進都市の系統ぞ糟承せる

模倣物であり 、1694年に完成せる アンナポリス 及共の後約半 Ilt 紀に完成せるデトロ イト の

計主主は全く月並な蛾l城県式街路配置法を試みれるに過ぎす、又首府と して梢 3 理想的 な 形

態守備へfこるワ シント ンは 、常時の大統領 ワシン トン氏によ って造々フランスより招牌せ

られた るシヤ ー J レス ・ラン ファ ン氏 が 1791年 l乞完成した阪計設に基 きしものであって、何

れも ア メリカ合衆 問の問民性を 充分に Ｍｉｔ ￮ｾＮ ｗ した都市計 五 時半 ｉｬ ￍｩ ｩｪｩ ｬｪｬ はその 片影すら見ることが ｭ

* な し、。従って 、 アメリ カ合衆岡の計11.げよはヨーロツパの そ れ に 兆して頗る不振てあっ

て、敢 へて刷るに足 らないと断定するのはJf. Ri であ ら う。税 近のア メリカ合衆岡は 、地 域、

街路 、 公同 、 性宅勺 ［の 各 ｾ ｉ ・ 黙を始め 、 同士 、州、 ［ ｭ［ 、者 ｊｬ ￯ ｬｩ 、 来務の諸計望書に亘って Ｑ ・ ｈ 常 の

考慮と手伐とが議せa られ 、孜々の以て参考と なすぺき勲も砂くはなし、。

本文は、 1936年 1月 15 rI 、ハーバード大皐都市計実製FI ーに於けるパ‘ ツアン ハイム氏の 第

Ｖ 回特別講義Ｍ￦ Ｇｦｬ 子・ として、之 氏 ￆ 常なる ｾ ｉＺ 解及同去を 附 せ るものである 。読 者諸子の御

参考の - lI}J とも なれば幸甚 である 。

I ・ 州 計 量

;1兎近のアメリカ合衆閑の都i I l ・3十発卜. 特;fl; すぺき事項は 、1933年 7 月間土計垂局の創立に

端 を殺 したナl'li¥十委の引) } ｊ ｌｾ ｩ ， Ｂｩ 要な る浬 動の ｈＧ ， 現であ る 。 この ｽＨｩＧ Ｉ 世 に共の檎承者 ｦ こる 岡ゴ Ｑ 資

源};o' ) ) j z岡土11i卵、委L1併による結合は /JiJ iる租く 、迭 に1935:. r 迄i ' L46ナ1'1のナl'I i¥i " : 重機聞の樹立を

兄 、 乙 Ｂ Ａｴ ｯ［ ＳＶ 悶 Ｑ 躍は夫 々 の ｊ ｪｩｬ ・ 合防 ｈｐｾＺｉζ 永久的 ｾ Ｍ ｉ 主主 ｽＢｪ を法 ｴ ｬ ｾｦｴ ｊＧ ｊ ，と確立するに至った。

各ナ|・1i'L I立夫々の特貨があり 、ブミ々に必要な個々の問題もあるが 、 U ナ1'1計主主 11 (1935年6月

に始まり同 12月に終る〉の秘; ' ; .i ' Lよれば 、共の最も紫色、なる1 : ¥1題は何れ も相互に共通性を

註1 . “ T.. ends ;n P lann; n日 in U nited St at es:  19:1.3， by  H a l "Old  S. But t enhe;J l 1 ( P lann; ng  and 

Ci v ic COJ 11J 11cnt ， J an. - Ma，'c h， 19:1fi. 所載〕

ｾ ￬＠ 2. St at c  P la ll1、' ng
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有する 事項である 。費展せ し

むぺき計主主の方法及技術は 、

都 ib・世に群計室町 、及一般κ

州ユ立t 大母謬Z と共同4研H

なされる種ノ々を σの ｾｊ 聯併邦監 Ｓ杯符文』雌 隠

の訴調1査世に計. 主黍察事業の殻よ述主」及立

蹴張とな つて あら tはまれて3米i反ミ

fこ。

46ナj'lf ; 十重局に於りる共通保

項と見られるものは 、 共の ｾｉ '  

の数州の局によって研究され

VI I  3 8  

第 l 闘 ・= ュ ー・ ヨーク附近の公

園系統 ー一時ー一-

，..... 噌占『ー

てゐる 、次の如き筒傑と略々

同様である。

農耕地の利用

A gricul tural  L and  U s巴

勧特的の奉仕

A dvisor y  Ser vice 

建築物の建設

B uilding  Const r uct ion  

初i及地ノケダJ の創設

Cr eati on of  C ount y and 

Loc al  Boar ds  

お，1>地域指IJ

Count y  Z oning  

郡ぷ di 計義

Count y  and Muni c i pal  

Pl anni ng  

通報の俄 係

Di ssemi nat i on of l nf or m 

atl on 

註 3 County ー 州の下 iこめる行

政 随分の務



教育

森 林

聯手li イj .r也

感知是正11¥

i l' 而うどっえ

j道路のill 設

Educat i on 動 J) P ower  

F  orests 公共の火 Ｇ［ ｾ ｔ

公衆の健康

Publ i c W elfare 

Publ i c Heal t h ，d

 

向

LW

 o

 

v
d
 

，

u

s

 

n

，
d

 

e

n

 

A

u

a

 

e

，

 

Y

』

L

F

A

 

公 ｉ ｾ ｉ }.x;] ｾｬｉｊ ｊ よ ｩｦ Par  ks and P  laygroun ds 

G arbage Di sposal 人 n

Gr ade Cr ossings !とl勾と

Hi ghway  Construct i on I早川氏

Popul at i on 

R ecreati on 

R eset t l ement  

道路の足rI!J Uk' b.:1-. Hi ghway Beaut y  and 

住吉問題

工業と 1民業

土地の利川

同書館

地 ｉ ，ｾ，ｾ、 ｩ 毎Ａ晶子 ＵＱ ・

天然資源

公共事業

公共的協合

計量の準備

人口の趨勢

川|ぷ10) 屯以化 Rural  El ectri 五cat ion

Safety Ａ止Ｎｬ｟ｾＡｩ ｴ 也 ｒ･｣ ｲ･｡ｴｩｯｮ｡ｬ Lands 

Housi ng  'i"f 川の不jNJ 化 St ream Pol l ut i on 

I ndustr y  and A gri cul t- 土地の浸削! Soi l  Erosi on 

ure ナ|・|合議事堂1昨 State Capi tal  G roup 

Laud Us e 墜校 School  

Li brari es 5庄日告rp，¥¥D Street Wi dt h 

Maps， Chart s， etc. 迩 愉 Transport at i on  

Nat ural  R esources ヨど通 Tr a伍c

Publ i c Wor k s  水師、 W ater Resources 

Pubi i c Inst i tut i ons !l r7K ¥ヘ1ater Conservat i on 

Preparat i on of Proj ect s  上水及下7 K Wat er  Suppl y and 

Popul at i on  Tr ends  Sewer age 

ナ ｉＧｬ ｾ 十委局が従来 ｉｾ 日係し来れる数ある仕事の中、最も岡難な事項は合州問の ｉＱ 専Ｊの活動性

" / J ' 果して如何なる動向にあるか、之を窺知し 、之に最も賢明なる手段を決定することに ある

に拘 らす、現{r : の所では以上 K 掲け寸こ各項目に到してきへ40除州の各局は充分なる効果あ

る結果ぞ笠むことの Ht?! さない遺憾な J伏態に ある。

第 1 表 米 国 主 要 都 市 人 口

青 Ｇ ｾ
|捌沓ー止はI面く卒方粁総〉|  人

人( 7口智1皮!)府 知1 率 1| 1920年 || 1910年

T打 11 
( 人 叶 ) 人 口 人 口

イ. J ) ¥ 1二 イサ く千人) I  ( 千人ヲ

ニ ュ ー ・ ヨ ー ク 1932 826 7，218，223 8，739 4. 92 5，620 4，767 

Eノ カ "，'  1932 544 3，523，400 6，477 4. 23 1，702 2，185 

フ イ ラ ヂ ル ア イ ア 1930 336 1，950，961  5，806 5. 64 1，824 1，549 

7 '  
口

イ 1932 360 1，495，392 4，154 8.63  994 466 

グ リ ー プ ラ 〆 ド 1932 189 923，200 4，885 6.74 797 561 

セ Y ト ・ J レ イ ス 1932 161 832，700 5，172  2. 95 773 687 

ホ・ ス ト 三〆 1932 790，076 6，372 7. 99 748 671 

y {  、
J レ チ 宅

ア 1930 806，6Cl 7  3，387 4. 60 734 558 
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ピ ツ ツ yマ ー ザ 1932 141 4，82ヲ 4. 57 588 534 

ロ ス ・ ア y' . ! ! ' ル ス 1932 1，165 1，294，106 1，111 1. 69 577 319 

バ ッ フ ア ロ ー 1930  109 587，201 I  5，387 1. 51 507 424 

サ y ・7 ラ Y シ λ コ 1932  75 8，832 一1. 16 507 417 

ミ J レ ウ 詞 ー キ ー 1932 112 578，249 5，163 7. 93 457 374 

ワ シ 三ノ 〉〆 1930 16 1  486，869 3，024 4.20 438 331  

シ
y  1ノ ナ チ 1927 4 11，0∞ 5. ∞ 401 364 

シ ア ト J レ 1932 110 376，500 3，423 2.27  315 237 

ニ ュ ー ・オ ル リ ア y λ 1930 1，206 466，000 386 2.80 387 339 

大 阪 1932 187  2，586，300 13，830 11. 33  1，253 1，227 

東 京 1932 550 5，3 12，0∞ 9，370 13. 89 !，<2，178 奮2，186

ロ 三〆 ド 三ノ 1931 303 4，397，003 14，512 14. 94 4，485 4，522 

，、.  
2レ y  1932 884 4，227，171 4，782 8. 56 3，804 3，730 

> f  リ 1930 104 2，871 ，429 27，610 14. 67  2，906 2，888 

註 4 / 1 大阪市統計舎か及句召痢] 7均三日本都市年鑑3'1による

第 2 表 世 界 主 要 園 都 市 教

|界
l

人

F

口密

Z

度) ||! 比都市人%U

。

l|会ー
口都白一合口市白長|人口数十夜口

至 五 夜 至 十 超 過

日 本 381，576 64，759，427 157 50 540 51 21 

ア メ リ カ 合 衆 凶 7，839，063 105，710，620 16 51 88 

チ リ

一
751，605 4，364，395 5.7  2  2  

中 挙 民 国 3，970，0∞ 
411，351，0∞ 

103  27 

イ
〉〆

ド 4，675，616 318，942，480 68 650 54 35 

＾ｾ＠ L〆 ス チ ナ 26，300 

816，064 

35 37 6  

(  1929)  

，、.  
Pレ ｾ＠

一
30，440 7，995，558 245 78 2  4  

ア ヱ"
ー司F タ 42，927 3，434，555 80 44 22 2  

ド イ ツ 468，716 63，180，6∞ 134 65 505 47 51 

ｾＮ＠ ヱノ チ ヒ 1，950 407，62ヲ 215 75 3  
。

イ ギ リ ス 241，761 45，737，0∞ 185 79 49 

ニ"
ス ト ア 45，221 1，116，553 24 30  6  

フ イ
y

ラ ν ド 388，279 3，582，406 10 17 6  2  

7  7  エ〆 ス 550，986  4 0，753，841 74 46 25 17 

ギ リ シ ア 13 0，199 
6，397，000 49  33 36 2  3  

イ タ リ 310，139  41，173，0α 〉
133 44 35 2  

: L  - コ ・ ス ラ ピ ア 247，852 13，290，000 56  40 4  3  

フ ト ヒ' ア 65，792 1，895，016 2ヲ

= ー デ ノ レ ラ ン ド 34，226 7，730，577 201 10 6  

/  J レ ウ
; r.  

ー 323，795 2，810，592 9  15 2  

オ ー ス ト リ ア E3，833 6，695，∞o  80 50 21 3  

，j;' ー フ ヱノ ド 388，390 3 0，408，247 70 6  9  

VII 
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dず Jレ ト tl  J レ

w ベ
6，540，000 70 2() 2  

Pレ ー " ?  ア 294，967 17，500，000 61 24 10 3  

ロ シ ア 5，408，277 10守，768，3∞ 20  30 15 32 

ス コ乙
ー ア

y  410，583 6，105，190 15  30 25 2  3  

ス イ
7、 41，295 4，108，500 94 61  21  3  4  

チエ コスロ バ キ プ 140，394 14，6 12，OCO  97 84 7  5  

ト J レ =ョ 762，736 13，660，000 18  3  2  

ノ、
〉〆 t l  リ

一
92，916 8，525，725 93 70 6  3  

註 5. s ，' uno Sc hwa口氏者“ St adt cbau und  vVohnu叩 swescn t! c，'  vVel t ， 1935" による

11 ・地 方 計 壷

地 方 計 重 な る 問 題 は 、 者[1市 計 量 岡 家 合 議の 創 設 後10{pに し て 既 K 毎 年 論 議 さ れ 来 っ た も

の で あ う て 、 ナ イ ア ガ ラ 爆 布 及 パ フ ア ロ に 於 け る 共 の 第10回 合 議 一 一1919年 一ー の 間合 舎

には、常時カナナダ攻府の住宅問題及都市計書顧問の日岐にあったトーマス ・ アダムス氏 ｴ［ ｾ

V 地 方・及 都 市 計 査 ' に 閲 す る 提 案 守 護 表 し て ゐ る 。

タ] 論、向之以前にも地ノb・5十垂は各地 K 於 て 屡 々 論議 せ られ相汗; の準持を見たもの で あ っ

て、 t伊例同列j へ ば1路89幻35年ドに組成成‘ されfたこボ、 ス トン 大 都 Ili 公 |除凶点刻1地 1域玖の 女如nｾき 雪 ｴはま共Ｍの略矢と見ることが出

3来i花f る。 1叩91円95年手に至り地プ方l'計5計計|十'j喪終なる 言

4伝旨中心心、とする地1ル'"カが1合 ま れ る こ と とおな: つ fたこ。 而而1 して j斯折カ、る 地 1ん'"'はlはま二以J上1-.の ;ナ州汁州)，川汁川'1↑刊l'川'1 ｾに 亡 ｅ る必要が

言主 6. Regi onal  P lanning  

詮 Ｗ 地方 ｾ ｉ Ｇ 査の目 的、 ［意義 、範囲、内容等に就 ては 、我 ｬ 調 ｬ こ於てし近年感に研究されつつあ ろ。

彼我雨凶 ｬ こ於げる ｊｾ の意味 ｬ こは多少の観駄の相 ＡＡｾ めるたｦｒＮれないが 、 現在我々の忌 ｌ 一般的

さ思はれる解得( 工、本年富山市! こ於て開催ぜられ1: 第三回全凶都市計l l i : 合議 lこ於て俊表され

1: 所の近畿2脊5)1孫( 大阪、 京都、兵庫、奈良、和歌山、滋賀、 三 重〉提出の次の如き事項であ

らう。

地方言十重まの趣旨並に目的 Z する{ : t 、大都市の不健全なる過大化た抑制し、共の膨張カた衛

星都市 l二分集ぜしめる 1: め、; 也前なろ農耕級地の保存、住宅及工場の楽落計調査ら策立し、ー

惚さして最し 総務的な健康的な有機的関係た保持 し、以て相互の健全なる後逮Il:! 期するこさ

にあり、 之 {t 従来の都市ii l・21のみら以てしては到底資4見込矧し待なかっ 1: 引である。従って、

地方 言十l Y: の 区域 tt 之等の目 的た達成すろに必要なろ: r r 図 、且! l ち"ffJ :市さ 地理的、経済的、制:合

的 ｬ こ緊密不可分の闘係 た布する純国ご定むろのが辰 ｌｩ 血 Ｑｾ［ ｾ考へられろ。但し ＢｦｦｊＺ骨量さなるぺ

き都市が相 'i: f; 近嫁して存在し、兵の各地方言1・2II J 1域が - J } I 休日霊り平具合的 lこなるが虫11 ，き場合lこ

は、之等た統合 し1: る範囲ごすべきであって 、 この !g主主 tt 行政 l高-:I J等 lこ主義ろ必要はなく 、

地方の賀状 i二より、或ろ 場合 {t 一府 j収の一郎、或るおー合 { U政府 j隊に互って然 るべきであ る。

地方言十査の内容 f: ろべ告事項さ して最 し肝要 なこ さ{t 、都市及各家の特質にI ! f ! ¥じて夫# 茶の

をま逢すべき方向 iこ之た指導しJ 1 ! J 長d しめる 1: めの泊蛾制の設定、者i1i 市の過大膨張た抑制し自

然風光ら維持し慰梁休養に 資する Tこめの級地の f-'!'，存、者lif li 楽様相互聞の主nwた闘F骨子よらしむ

べき餓道 、軌道 、道路等交通路線の計査であろさ考へら れる。
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屡々あったが、叉逆 に必す、し も全ナI'I:I- : / j ; > 包含される必要もなカ、った。最近の傾向として特

来 す ぺ きー 特長は 、地 方計ー霊の範閣を躍に都市或は都 市 ぞｴＺ �Ｇｬ ｾ 、と する地方 ｴ て止め今 、 隣接

数 州 の大部分を之 ｩ 乞含め 、 問ゴ Ｍｬ ｩ 十 垂そ基調として遁 Ｇ ｾＺｾｪ なる 都市 の分集を行 ふぺきことであ

り、 1935i手以来之が貫現 lて要する調査が感になされてゐる。同士資源問世K 各ナ1'11¥十垂 j吊の

共同東 j ) によって組織されたニュ ー・ インク ラン ド地) / 1¥-1整委員合及北崎太平洋ー洋地方ー計

謹委員脅、或は議合の決議K よって成立しfこテ 4 シー ・パレー要務11は共のj自例である。

斯くの如き大規 ｬｾｾ の地 Ｉｩ 計聾は 、 Ｑ ＹＳＵ ｩ ｦｩ 12月間土n i原品より護行せられに 。岡ゴ: の !l 日程と

計ー垂に閉する地み要素 。なる刊行物K よって生々刺戟促進されるに至った。

この刊行物を l喝釆を以て迎へた新聞評論及攻治 iRJ庶民よって、庇 t亡合Zt 問t.e12f立の自治

公開l亡分' ，r. "J しなければならぬと脅迫されてゐるやう に考へる者もあったが、 この委員合は

先づ。決してアメリカを バルカン 化 するもの陀 ｊ ｉ ｾ ざること ｵ を特指し 、 Ｎ ｩ｟Ｈｦ， 岡家的基礎の ｊＭ ｟

ｫ 立てるナ Ｑ Ｇ Ｑ 及 ｊ｀ 官邦 の樺 ＱＩＱｾ ぞ統合 して 、 ーナ ＱＧＱ 以上 陀亘 る 綜合的計金 問題 の解 決 ｲ 市 ら し める

ことを強調 してゐるのである。

地方要素に閲するこの報特有: は 、二州以J -_vc跨がれる水の利用、ゴて地の利用、浸蝕及鱗

業攻策の如き緊急問題の解決には 、f. IJ 底ナ|・|の樺| 俣のみぞ以てしては不充分であることを示

し、 ナ|・l計重に封する聯邦正欠席Iの絶えさ' る支持、ニュー ・インク P ラン ド及西北太平洋岸に於り

るが如き地方計重委員合の設立、地方問題解決の手段としてナ1'1間聯約の有効なる利用、 ァ

ネシー ・パ ν 一事務局の 如き地方官能的性質ぞ有する聯邦蛍局の利 盆の考察、計壷及一般攻

策の樹立をなし地方及川ー|計主主ぞ刺戟し大統領に封し計主主提案の準捗及鷺展駅況ぞ通告すべ

き大統領直属の永久的国土計量局の建設、及永久的園土殻行攻部の創 設等の質現を要望 し

てゐる 。

向 、 地方計垂に闘す る技術委員合の園土資源、委員舎の報告書K 従へば、合ZR園K 於りる

綜合的計霊を樹立すぺき地方には何等必す守るぺき境界はあり得な b、。地方計霊童の組織問

題 に闘する 凡ゆる考察中最も重要な標準は 、如何なる場所K 地方計量事務局ぞ設置すべ‘ き

か、換言 すれば共の中心地一一新1l 1 ' 1 紙上の所謂首府一ーを如何に撰揮するかと云ふ黙であ

ると 、言命じて ゐる 。

設 8. 大都市た中心 さする 一周のi i I f . 方の学者m各地の事情 lこよって臭ってゐる o 19IJへ11.' 、Nc w

Hav en 及 No，' folk，Va. の(1. 24粁、 Bost on，Buf f a lo，St .  L oui s， Cl eavel and 及Tol edoの(1.

3 2乃至40粁、New Y o.-l， Ci t y の( 1. 64乃至 72粁さなってゐる。叉こり面積 L 同級種々鑓化し

てゐろ o 19I JへIf 、Chi cago の( 1. 約20，000平方粁、L os Ang els の(1. 10，657平方粁、Ne wYor k  

の{1. 14，317平方粁、Ni aga，'a F ，'onti c，' の{1. 4，0 14平方粁、Phi ladelphi aのは約 10，∞0平方粁、

S ant a B ar bar a の(1. 7，1∞平方粁、Wa shi ngt on の(1. 1，165卒方粁さなってゐる。 ( L oh mann

氏著“ Pr inc ipl es of  Ci t y P刊lan川1111附1

註 9.  T enn旧口凹les回se V all ey A u川凶1此川t h叩 削o印) 1' 此.

詮 lωO. 本 項 lにこ閥 してlは1. 1建築さ 枇千令干ltJ 本年4月就7η2頁に 、亀井幸次郎氏が園表さ共に詳細 lこ解説され

てゐる。
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IIJ ・ 州 問 盟 約

計童家が吹治不1・製手干と共同しなりればな

らぬ重要なる分野に於ける悦近の 明確なる

ー傾向 はリ‘ "II -mmt 約質現可能性の 認識 で あ

る。j好調小 アメリカ の創造に到するこ の工

夫は! 被然fこる訟法ぞ? ? 去として 立ってゐ る

やうに考へら れ る。 ft l) ち、合 衆岡の鼠 法は

。ナ|・|はf自説旬、l御前{ 叉はF可¥X1Vc )m人すペ カ、ら

す・H 及 。 議 ＱＺ＿ の承認 ｉ ， ｾ凶 作 る に ｾ ， ＢＮ ｾＯれば 州 は

他ナ|・! と協約叉( まI況がJ をなすべカ、らす fI e規

定 してゐる が、合衆岡建問以来この消間的

な言葉使ひが、 川'↑"川"はは議千伶守の承認4を旨得れば

互陀↑ 協あ約4ぞ甘結びび:"1れ得!号?る グ椛樺fI限浪4栓旨杭

しfたこことになつでゐる のであ る。

問土計量及殻展の地プ1・要素に 関する 1935

年 12月の園土資源、委員舎 の 報 告舎 に 於 て

は 、 ナ ｬ ・ ｉｾ Ｚ ｉｾ 互開に於りる共の協約の歴史世に

計主主及公共事業の分野に 1mする可能性に劃

する議論が二:l ;'; : VC: [ って記載されてゐる 。

I V ・郡計重及地域制

税近地 ノ ｬｩ ， Ｇ｜ Ｍ ｉ Ｍ ｙＡ よ Ｇ Ｍ Ｑ Ｇ ＮＴ よもｾ干し い付 ｩｬ￭Ｇｊ は 都地 域

第4困の A ・ウエス トチェスター君s公園系統

=- ::1.- ・ヨーグのウエス トチェスタ- Wes t c hes-

te，' 公園系統 l:t 、合衆国に於て 最も有名な公鴎言十

選で、1922年より今日に至る迄に、 経1' <約ω，00

Ｐ ，∞ ＰＷｾＱ ￨ 投じ 、 面絞 Ｈ 水陸共 〕 約 Ｑ Ｖ ，∞ ｏ エ ーカー
や占め 、延長160岐に互ろ公園道路島有してゐろ。

而i してこの計査の 1: め本郡の地償( : t 目覚ましく

li'J!L1&し1:。

ｩｦＮ Ｔ 図 的 ｂ ・ ψ エ λ トチヱスターｩｻ［ｪｽ門 ｊ 由 ＭｉｴｬＮｲｾ

事も

制 の進捗である 。 アメ リカ計書官吏協合の常務開

事ワノレサー・ H ・プルツシ ヤ一氏が同協合合報第26

蹴に後表せ る所況は次 の如 くである。

。従来、イ ンデ イアナ 、テネ シー及 ミシ ガ ンの

各州は刊 に ｾ ｮＩ 地 域 Ｑｍ を 探川してゐる 。 之Ｇカ ［ 各ｾＢＢ の

イ也、クイ ス コンシン 、カ リフオJ レニア 、7 リラ ン

ド、イリ ノイ 、 E シシツピ 、 ゼ才 J レジア 、パー ジ

ニア及ワシ ン ト ンの 如き各 ナ ｼ ・ ｼ も ｾ ｮ ￭ 計 垂 或はｬｬＱ ￭ 地域

ililJ を;{i してゐる u 。

1935年11月15 I1護行 の 。ワイス コンシン納税手f

fl VC よれば、19335
1":' 7} J より 1935' iF7月に至る 2年
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問 κ 、 ウイス コ ンシンの地 Ｉ｝Ｂ ＲＰ 郡中間積共 の ＳＸ Ｅ 問 ちが ｾＵ 百両エ ーカーに土地 の 用迭を制

限す る都地域制が敷かれ、他の10郡に於ても地域l!i 1]桁;.J:: I'L就き日|マ調査研究中であ る。 と

報じら れて ゐ る。

叉 、 i: }レター キーの都市計委技師チアールス・ B.ベヰツト氏は次の 如く報 じてゐる 。

庁 ク イ スコンシ ン ナ ｼ ‘ ｼ の立 法部 ｋ 於りる最近 の合 ｬｾ ｝ に通過 せる 法令 ・は 、 ｬ ｬｬ ＾ 地域制押 ￏＡ ド ＺＱｾ t，e更

に繍慌 して、 用途のみならす、高度及本A'il1'L ｉ ｾ ￞Ｎｉする地域 Ｑ Ｑ 刊 を も桁定する ぞ 伴 せ しめ 、 加 ｬ 之自

然水面 l乞持鏑してゐる特殊地帯 I' L 或種の椛| 岐を|府県 しN るやう改正さ れた。従って、初iは

自然水面部即 ち制限せらるべき地ぞ表示 しfこ公定地悶ぞ探月] することにな り、斯カ、る地岡

出土地匝劃整理者世K 暴風雨時の下水或は交通路締を計肇す る各種の自治慌にます して計り

知れないf買値を奥へる こととなるであ ら う。 。

都計・垂立法中 、ニュー ・ジエ ル シーは咋年重要な蹄進を主主けにナI'j の一つである。即ち 、

1935年法律第 251 ヰに於て 、各州は計・輩局在指定する こと、l ! 誌はーナI'j 叉は一自治慌は地方

計・整局組成のためー或は夫以 k の州叉は自治慌と聯合すべき こと ぞ諮って居り 、郡吉十重局

第5掴 ・ウエス トチェスター都公園系統設置

に よる君f!財政の向上率

陥曹 T HE PAAI¥ SYSTEM 

1.  H.AS  ｃｒｅａｔｅｄ ｟｟ ｾ ｟ｅａ ｾｔｈ ‘＠
FOR WESTCHESTER COUNTY 

AS 卦 崎' WN BY INCREASE 川

TOTAL ASSESSEO VALUAT山 崎

OF TAXABLE PROPE号TY ‘
i  

届

ri 

一 一_ " 川 拍.0∞.0∞.

L- 1，6∞.000.0∞.  

1-1，50叩∞. 000.

L- 1.' 00.0∞'，0∞. 

L- ｉＮ ｾ ∞ ＮＰ ∞ ρ ∞＠

' - ｾ ｚｏｏ Ｎｏ ∞ ， Ｐ ∞＠

' - 1，100.000. 000.  

1，000，000，000.  

9∞.∞叩∞.

800，000，0∞. 

700，0∞.。∞-

H 拍 周 回ρ∞.

1・5∞，000，0同 .

間 1 1曽 2 回 31耐 '. 1925  f926 J 9Z1 陶 Z8 1929

"YEARS  l MMEOI ATELY 

8 EF' OR E  CREATI ON 

or: PARK S Y S T E M 

YEARS  I MMEDI AT EL'Y 

AF T E R CRE AT I ON 

OF  PARK. SYSTEM 
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によって樹立された綜合的計叢は

郡の特雌鰐によって共の全措叉は

一部K 採用せられねばならす、共

の| 際特型円減 lま通常 と思はれ る綜合

的計主主teあら lました公定郡計・輩或

は公定地図そ作成しなければなら

す、 次 いで公定計義叉は公定地問

は公定文書 となり管県惜及若干の

郡部門 を連結する もの と者イ放され

ること を規定 して 居る 。

備 、ニュ ー・ ジエル シーの傑例

には、地方官は報告書の型式にて

郡計垂局に提案整理地隠闘 に付き

伺ひ を立てし める傑項が ある。 こ

れは此内地方的の計- 垂局のなカ、つ

fこ自治般に於ては 、土地問} ! t IJ整r
l
l1

の監符が ｈｾｾ 主なカ、った弱黙を強化

し得るも の として大いに役立つに

にもので 、夫々 の特轄隠城内於て

は府市|阿 の 地 方 的 是 認 に 先 立 っ

て、綿 ての土地同制3整理を検閲す



第6園の A ・ラツドバーン R adburn

村Ili ド民を94 るへられたものである。

V ・市街地地域制犠例の近代化

現 {I: 者1Iけi の 1

'

日十i l: 及 fli- 建 設のため、或

は叉II 呼- * の不必要なるが筒l を務防するた

め、現イ1:の地以: I i I J保似IJ f ' L 英断的改il i Z刊 n

へる 必要があるが、ギJ折かるカー両への4

H¥I 的世l乙公どがj 考[.1--"¥の趨 In1は似る順調 11:

行(ま u てゐる 。

1=1 1' -、ニュー ・ ヨーク l亡』そても 、哲1I rli 

ｾ Ｍ ｉ ・整 ､ｩ 長委 ｌｬ令 Ｉｸ ｬ｢ 倶 楽 部住宅 委 ｌＭＧￌ ｩ 守合

同 の委 ｌ Ｍ ｬ 千ｾによって多大の 研究が 行は れ

てゐるが、共の趣旨とする 所( 立 、現イI 法

命IJ ト.吉:4' されてゐる j将来の混筒L; を後防せん

がため 、建築物の浴横並lモ人口の寂度を= ユー・ セソレシ ーのラツドバ- 0 / 住宅地(:t 、前園の

ウエス トチェ ス ター 公悶系 統 さ決 l二J ! J i 紹々介さ れ

手Fされ1:視がある 程有名でわる。ニュー ・ョ- Jj 市 地域制によって制限せんとするもので、

より約2( ) 日皇、現在戸数約300、人口約2，αmで、自動

車交通部能の現代的要求 lこ頗ろよく合致 してゐる。 この修正は町一公式として賞展せん こと

ぞ期待されてゐる 。斯くして 、れナ|・|の自治臨lfYtmu立地域制の 再検討を漸次認識 す る に 至

り、例へば、 1935年ニュー ・ヨ一ク川jナ州什'1十附l' ‘

必要であると考へられる所の地 i域』或山州抵幻州H制jjlJ刊リのi改次正を研究し之を促t進i監主すぺ iき雪ことし、不動産tに亡笠釘J し;怖l怖専

どP米i終f 不健全な投t機幾的事業をF阻且|止上す るfたこめ自治艦境界内に於てtはま未I問耳泊1-設地κ もi遁l阜E蛍なる規定z栓

設りて之イを旨 制定すること 等等［ｾを旨 ｬ司巾 ｬい Ｑ し 合せ ｦたこ 。

VI ・ 将 来 の ー 趨 向

同氏昔Ildi O) 詑J 診は次の時代の人々のなすべき主な仕事であるとは 、 アメリ ヵ建築家協 合

註 11. i  1: 点目J 1l l 成、商業地域、 1:染地域及

以仁 3 地域以外の日1; 分所，:¥'I . . R指定

地 ｌＵＲ じ 業 地 守ｾ ， 1こ分ち 、ill 唆物

の) I]i金、敷地 lこ封する I自ilWぷ尚皮

ら ー 率 的に 市 ＱＱＱ 俣ぜる孜 ｩ 必の ｬｪｌ ｾ r地

域制 ｬ こし各方面 ｩ より ｉＧｾ 検討すべし

ごの要望がI i うまりつつわる 。JIIi 全

地域指IJ の細分化、 建築物の敷地l 二

主tするTf u波及高度且I l ち容f . ! ( ml]日IUL' 、

Ｉｉｾ￬ 金制限より分自 ｦ￭ す べしさの ｵ 命 、

密度地域制の確立、ｬｬＮＡＺ Ｑ こ地 Ｉｪ ｾ ｉ Ｍｊ 立

の分野 ｬ こ於て Ｈｕｾ 耕 地 域等の ｅ 役立

等、日下主主に研究- c ! : られてゐるが、

永t: 成案た得る lこ至ってゐな い。
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の副合長であるセント ・J レイ スの ノレヰ ・ラポーム氏の楽天的強想である。 而して、投機的

無節制を避け竪質なる者ISIli 計量による賀質的向上は 、末II住宅及l隣邦、州、 自治関、商工業

の建築物の建設、共の他I MiCi匙lの近代化及復位手Wi をなすものであると 、同氏lまt象想して

ゐる 。

建築家のみならす 、 計童家 、不動 産官民者 、 ま ｩｬ 波観 ｾｦｦ ｌ え ｉｴｦ ト ＱＱ Ｒ 与 誌の考 へ は何れも ｾ￞ｲ カ、る Ｉｊﾭ

向に集って ゐる 7診断hがあ り、こ の越山陀 1! RWUJ ある 刺戟を 9i ! -へる ことは 1935年度の緊念

事のーであも 。前に行 った不慌の者IS市，;十輩が若 し質問的でないとの正??; な批 難を受り てゐ

る場合』こは 、後 K 行 lまれんとする計書も同様ーの批嫌t . e 受りぬゃう細心の刺戟が必要であ

る。悪質の計主や公 :J l'I-IH' t(まl J lって不良住宅地点は不衛生地| 広を招来する阪閃となるに反

し、賢明な計三豊やIWr奇は之を務l妨し改良しれJ る 手 段 と な る こ と を 、 記憶しておかねばな

らぬ。

V lI・ “緑 地 帯" 棄 落

前 K 合衆図上l絡の反i fがなカ、つにならば、 レツチワースやクエルクインの如きイギリス

式問凶郡山花似た郊外来7各地が今頃多数貫現 してゐ fこのであ る。

ｻｊ干し多少後撒きの観はあるが 、 純 益 ｾ のアメ リカ衆落 の ｼ 栗本として 、低組牧入者 Ｕ ， ＰＰＰ 家

族ぞ抱擁する rM悦住宅を有する緑地filFの建設が、郊外植民行玖部によ って10月11 1: 1告示さ

れ 、総務算額lま 31，000，000如、緊急数倍 世保例の規 定K 掠り大統領より分配せられること

となってゐ る。共の建設線定地は 、パークイン・ハイト 、7 リ ラン ド、 ラクン ト¥プルッ

ク( ニュ ー a ジエノレシー) Ilj ，t近 及 シンシナチ 、 オハイ才の外方 、 t  ) レターキ一、ウイスコン

シンばある 。

VIII ・ 這 路 及 路 傍

街路、交通路締ぷ街路交叉勲等はやj れも現代自立iiJ l ドうどMi五能時代の要求金満Tこすに充分

でなりればなら ぬとの過 ｪ ｛ｊｴ 別均欲求、出傍見の保存 ，Ｆ ｴｦｬ 進 、 公民 ｾ ｉ ｩｬｬ 路挫 ｬζｪ 佐 ｾ� 道の Ｓ 十卦Ｆ

建設、之等( 立後 11[ -者IS ､ｩ ｾ 十主史家 の 烹んで村民詑錯するであらう近代的の特色である 。 こ の

趨向に ｾｦ する刺戟は 、 Ｑ ＹＳＵＧＮ Ｎ ｰ VC!jぞけ るアメ リカ計量ぷ:文化協t7J.*1会|土路傍合議等、立立に各

種刊行物、例へばハー バ ー ｲｦｦ ｬｓ ￯ｬｩ ｩ｜ 十整研究設 Ｗ ＱＱ の ｊｾＹ 径と して 政 行された所 の 、 故フリツ

ッ・? ) レシア一氏著 。定i J t ( 交通系統 II ( 第 8回参照〉の 如きも の K よる所が多し、。

併し、自動車JijJ-"P- n日題は依然として者IS di 計主家世l乞 di }k員のi誌も難黙とする万Ir のーであ

る。之が緩和法のーとして附半時IIOai l]の際nJを凡てゐるが、 才ク ラホ 7 ・シテ ィ及びタラ

註 12_ Let chwor t h 位置ロ y ドY より 57粁。 1903年創立。面積 1，823 へタタール。最大峻容人口

35，000。近く住宅3，349戸、商庖 157戸、工場36戸、仕事場62戸、人口 13，印Oさなろ見込。

誌 13. We l wy n 位置ロンド ν より30粁。1920与創立。面五l i 965 -̂ )J !J - ) レ。最大収容人口 40，∞o。

1926年現在の建築物 1，675戸中 、商工業用78戸。 人口 5，020
0
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第7週 ・不良住宅・地l芯改良案( =- ユー ・ヨーク 〉 マンハツタｾｾの下 ￚｴ 音 Ｑ ［ の ｬ 地 Ｑ ，Ｇ ［［ ［ＺＱ こ Ｓ 討する提案

友・・宅見況 。41，温室11よりなる q"，…ill 禁 而談及空地図絞ら前 -I: ' I"; : : J I. :肢にし 、41，;1;削1.10' 11盃創 lこ合

1! "る もの 右・・室町裁ら前者ご同様 lこし 、空 地1. 10' 抜大d ろしの

ス に ｉｪ ｾ りる もの は 特 に 共の効果観著であると報ぜ ら れてゐる。

I X ・裁判、立法界の趨向

天然資源の利用及保存

或は住宅問題等に到する

聯邦立法を除い ては 、月 IJ

k 新奇な目先しい111_要H¥J

題が起 らなカ、ったにも拘

らす下、 111;1935年 K は 都 市

計査に闘する重要法律系

の:i!!l ii品、! l 誌は多数の訴訟

事件の判決が見られた。

i"4' ij i' 117' 6で取り放った事

1I 1:qJ Al l : も重要訟 のは地域

ｦｦｪｬｊｉ 乙 ｉ ｾｴ ｬ するもの であっ

て、多数の判決が断定せ

られ決断せられた 。 ｦｴｫｾｬｬ

刊に &Ij 回しなければなら

ぬ訴訟事件は恐らくニュ

ー ・ヨーク VCl jぞける事件

で あっ て、 ｾの結果之等

ｾＧｬ ［Ｘ 岡・定流交通系統 一 Ｍ ｓｴ･｡､ｹ 司 自 ｏｷ T raffi c S ys t em 
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各 院 の共遁的批判を綜合すれ ば、地) ) 行 玖; 部の立法支出 よ り椎 i浪を纂奪 して と等の 院が楽

落の地 域 制ぞやるべ きであると 云 ふニ ととなる 。

立法中 最 も 目覚 しい 進穆 ぞ 見せ たも の は 、 地 Ｉ Ｉ 計 “ 畳及ナ ｼ 、 Ｑ Ｑ｜ Ｍ Ｑ “ 護 ｶ｣ ｾｾ ｬ す る も の で あるが 、 繍

いて郡 計童保例も ;JJ; 多数 通過 し、村 l亡ニュー ・ジエルシ ーの法体は摂取的の もの として重

要である。 ハー パ ド一大 製部 dl・1十査 研究議7ii 、の第 ? をと して世れこされたが1[- の M 者111打、1ni.&

ナ Ｑ Ｇ ｜ 計量 ｋ 封 す る標準法 。 は 之 等 ｴ ，ｦ ｊｾｲｊ Ｑ 平する に 主主も よき参考［ Ｇ ［］で あ る。

叉 、地 方 の栄務 iて主Iす る立法も行はれた。 1935-
5
1三には多数のナ1'11ζ 於て 、者11"rI i.L立他の地 んー

的 行 玖部 に計童法令 を 通過せし む べ き 権限を Ｑ ｉｉ ， ｲ Ｙ ｾＭ した 。 之等 の 法令Ｎ ， ま殆ど 例 外な く 口 ＱＧＢ衆

務 が l貞面してゐ る問 題の 解決そ なすぺき努力 と研究があらはれてゐる 。

以 上の 如く、 1935
f
!oの合衆国立法界 の概況は 、百十設さ るぺ i聖地ん- ，乙計 童の催 |保守|昨r!Ji! す

ると 云 ｾ 、 法 律の ー Ｑ Ｇ ＭＧ 亡 、 地 域 制 共 の 他 の計 主 ｬ 亡一 一 大進 ｊ ｴＭ を 凡せ ずこの であ る 。

誌 14， くοlり) P恥eo叩pl怜e e邸x r問叫el R oc k  J ay  R ea1ty Cωo.  v .  ιl¥l u町rd伽oc比kパ.官ep戸:J '吋te出ed in N.  Y .  しμ aw Jωo凡川u川t

( 2)  Matter  of  L ev y  v.  B oa，'d of  St anda，'ds and A ppeals， Court  of  A ppea1s  5/ 21 / :;5.  

( 3)  Matt e，'  of  Cohen  repo，.tcd  in N.  Y.  L a w J oul ' l 1al， 5/ 11 /35.  

詮 15. ｈ｡ｲ ｶ｡ ｾ､＠ Ci t y  P1anni ng  St udi es ミ して 現 在迄に 妥干I1され て ゐ ろ 叢 書 t:t 次 の刻I L o Mれ も;最

涯 の 著 述で斯 界の研究者 に多大の参考ミなるぺき こさえI? fif ずる 。
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総 地

::Jffb 

d市 都 市

ア ル パ ー ト ・ マ イ ヤ ー

亀 井 幸 女 郎 謬

米国 ｬ ＱＮ永い問 、同図書官市運動 ｬ 二謝 しては 、むしろ反射の態度ら持 続して ｾ ｉｈＺ Lので、そこに

米国特有の都市計遊がi I l 展してpl H: のて' あろさ思ふ。最近米凶 l二於ても 此の悶圏直前有 l問題が一

般的苦姉1m駆さして登場し、具程的 lこl1 . 之れが寅施の途上にありそして米国の都市J 1 i J題に新し

除、話題た提供して居るのであるが、此蕗 lこ課出し 1: 級地帯宇都市 l:tl! Pちそれである。 o謀者詮〉

縁地帯都市とは何に か、そ して何故それ等の都rl'f ｾ旨建設せねばならぬか 、或は何んな事

情叉は原理で彼等の位世が指導され且つ計聾されて 居るカ、 ? 、是等の質問に主J し玉 、地プ'1'

及哲[1市計垂の地固とク' ラフとを特別に引詮し、且っそれぞれを一般的に説明する事を以っ

て答へる事が出来ゃう。

建設中の 4 つ の 緑 地 帯 都 市 と 云 ふ の は ~ ワ シ ン ト ン 近 傍 の Ber wy n，ニクジヤシーに

於ける Gr eenbr ook，シンシナチ -l l j ; J -近の Greenhi l l s 及i : ) レク才キー近傍の Gr eendal e

等である。 ~是等は 、 v ツチワス 、クエ J レク イン及J ¥: の他英 閣 に 於て建設された同撞の諸

都市と全く同様な、必然性と原理と ぞ基礎とするもので 、是等の質例による回答は 、或は極

めて古臭いものであるかも知れないが、それは今日でも猫、都市の努働者及段民に闘し、

都市及農民問題として、日々 の新|時l制限して居ると ころのも のである。

大都市には 、多くの困難な問題が披積 して 居る。即ち産業革命以後害事働賃銀が漸次低下

して来て以来 念、 激にこれ 等の問題が蹴大 して行った のであるが 、同時 ｋ これと 平行に ｉｾ 村

地域から都市K 向つての移住運動の波も繍大して行ったのである。その結果音[Ii li と云ふも

のは 、 吾人の知って居る限り 、無 ｈ 昔やたらに 、何 等の考 ー もなく輩達して ｾｕ このて・ある。に

もカ、川まらすＭ是等の無 ＱｩｾＱ の世達を訂正叉は修正すべき如何なる重要な努力も殆んと要 ｴ 求

されなカ、ったのである 。である カ、ら依 りに修正が行はれたと しても、それは ほんのー小部

分 ｋ 於て成功したに過ぎない事怖にあっ ｦ このである。何故なれば、地主の拡が Ｑｦｴｾ 般に幅犠

して居り 、地↑ 貨は騰it して居ると 云 ふ恐傑件vc ，1mふる κ 現有利用されて府る i邸内又は特許

されてある道路等ーによる道路網がれイ正して居て改正が殆んと、不可能な事↑ ill- にあったからで

ある。以上の棋な課であるカ、ら、郊外の急速なる蛍遣は、斯様な者II i 打の忠{ ヒに到する一種

の抗議に外ならないと石イ放すことがIHaEる のである。りれども 、郊外の敬遠にイJ ) ) なる附

係を持つ幹線道J院の位u 1 決定tこ就て、 1tt 予? とされて日る土地投機に到し、イ1 I l " ! { の) ) ・東も持

詮 1. T he  Greenbelt  Towns:  The  Ameri can Ci ty， may， 1936， 
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って居らなカ、ったので、郊外は鹿: 々 、都市自憶がスラムの巾 K 、自然的な iHJ 岡地 、交通機憐!

の危険の中 K 輩達して .*tこと同様な混乱y状態そ繰返して 居るのである 、そして夏K その間

間部をサ ー グスス アー シヨンやホットドッ クa スタンド等を以って害しつ L ある のである 。

農民の経務的品上合的困難と云ふものは都市問題琵生以前の古い昔より畏く織摘して存作

して居った事は勿論である 。経情問題 vc. MMするだりでも、農民は彼の生産物に到 して殆ん

どその! J X入がな く、 叉行' H1布市¥l J も11喰迭されたそれ等の生産物ぞ求める時には 、イ中買人の利

盆が加へられる Ｑｾ め に 、 結果として 、 高い費用 を 排って 、 そ れ 等の生産物診伴て居ったの

である。 .[[:l の場合たとへ多 くの自動車又は ラヂオが改善されにとしても、農民は祉合的及

び数化的に は地較的弧立する械に置かれて居るのであ る。

モタ ート ヨツクが増加 され、動) ) vc. よる 11稔重機闘が強化されねばならぬ t 云ふ、これ等

の事が根本的な問題 にして 、工場も l[i定工等も 、最早都市の心臓部にあ る必要はなくなっ7こ

と同時に 、土交い動力ぞ必要とした工場が動力に必要な燃料師、の近くある必要もなくなった

のである 是等の工場は彼等の市場近くにより良く配置 されれば、 それでよいの で、 彼等

の生産 品は忠ふ ま ｌ ト ラ ッ ク により迅速に分配することが出来るので あ る。 ｾ般に 自動車

と云ふものは - } J ・K 於ては 、都市生活を危険の ものlてするが叉他}i l :' 於て は、人々ぞして

大都市より逃れしめて生活の品位を高める事tても役立つも のである。

合 理 的 な 分 散

操地帯宇都市はさきに概要に漣ぺ ｦ こ 諸 ｾｉｭ 題ぞ解決する矯め の提案 であると同時に、 白 分散の

方向ぞ理解すべき基礎的のものである 。一般に周知の如 く、 分散と云ふこと K 闘 しては、

合衆岡は工場と地方人口とを 、全国的に勲イE さすと 云ふ形式を取 らすに 、カ、へって大都市

のT.li J悶にこれらのものを輩生せしむると云ふ形式を取ってP l O - このである・。都市の中心部に

於ては人口を失ひっ L あるのに大都市の市域を若々と肢けつ L あると云ふのは 、即 ちそれ

で、あったのである。りれども線地帯都市は者[1市それ自身より遁カ、に遠い距i4'ft・K 配置される

のであるカ、ら 、それ等から全然濁立的に存;{Eするものである。一一そ れは草なる郊外の寝

場ではなく溺立した枇舎である 。一ーが然 し都市の数化的機合を充分亨J旬、 し得るに便利な

程度に充分接近して 居る事が必要である。それは現花の産業的雇用側係及終- * の産業の趨

勢に就て充分な る考l邑カ' ; l' sI: はれて位置が定められるべ きであるカ、ら、市の自 曲第働市場 を

保存する必要があるがそれは農村の生存に闘する問題ではない のであ る・。で此の緑地帯都

市と云ふのは 、jI4 さが限定されて計重され且つ建設されるので、道路及 util ities 等に闘

しては、一般都市改良が行 iまねばならない様な、後 日のつぎはぎ又は俄分に高債なる盛夏

及協強等を避りるため 、l羽9:11の要求に随って充分細心の設計がなされねばならないのであ

る。 それは/ f l殺の時より 、地恨の高ド事の広め非常なる利盆を待てゐる都市K 於ては不可

能とされてゐる所謂月j 注及人口wirft に際lする地域制度が自 巾な る明論的中' R: 械の 1" に政かれ
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て居るのである 。都市側蛍に|摘する 限度は都rli 自舵. の町並iを取りまいて 居る j好調紘地41Fに

よって確定的 K 定められるのである。此の持地帯は森林、牧場、草地叉は出場23; の恒久的

オープンベソレトにして有Ｉｾ的には者 ｉｬｲｬ￯ の究何の投速を制限するに役立ち 、 或は叉此の悲 ｬｩ し

い都市の性質が損傷されない棋に仙の都市制Ａｩ ｉ ｊｬ ｉｈ するカ、或は ￰ｒｾ 立的投機者ｾＺｩｬｬｬりる事にも

なるのである 。

此の自治般に附しては 、財政的負携はないのである、何故なれば農民は定った地) J ・の市

場 ｋ 於て彼 等の生産物の大部を資る事が ｈｾＪ るカ、ら経情的には好 都 合 に農民がそ の地を ｲ 片

めるカ、らで、叉同時t亡者[irli i ' C於りる事手働 者は j主村よりの生産物をより安慣に賀ひ取る事が

可能であるので、経掛的には好都合になる諜である。彼等は 、彼等自 身の庭| 羽又はア ロッ

トメ ン ト(否定1J:rl )に よ り前接土に接 し或は叉農民 l当身との接関K より土に再びかへる事が出

来るのである。

是等の精心的な陳述! を以って R eset tl ement Administrat ion  ( 郊外再移住部を遁ーじて〉

は建設する此の 4 つの術生省11711の計書案ぞ持って川改したのである 。 それは人口の増加を

示して ゐる Ｑ ＰＰ の大 都市 の市城 ｋ 闘する調査がなされ 、 そして図表の形式で毎年のｾ多 しき

多数の工場の業態別に よる記録をプロッ トし、然る後 jもてに批て各々のLp: 均が比較研究さ

れたのであ る。ニューヨ ークの如 き大都市の地域は此の方法によって選定されたのでe ある

が、一一Newar k のけ1・域はその一例である。そこで次に* る問題は 、敷地( 市域〉の選揮

と云ふ事である。

必 要 な る 項 目

1.  敷地は現在並i ' CJ将来共( ; rdl しb、都rli が者Ilrh自身の産業を取科するまで) 産業的雇f I J

閥係のあるところに 接近して選定する事。 ｾ ｮ 回は ｇｲ･･ｮ｢ｲｯｯｫ の計‘童と応 ｪ 聞の産業 中

心地と の1m係ぞ示す。次に研究すべ き 事 柄 は 、1正当主; の産業中心地への通勤時間であるが

一一18.000位の努，働人口

に 釘 し て は 15 分 位、

50.000 位の労働人口に封

しては35分位が通話であ

るとされて居る 。

2. 経 替地は鎖道叉は

幹線道路による良き交通

運輸機闘を持つ こと。主

要幹線道路は 、居住民叉

は産業にも好都合に/ - 1 - '， *

るカ、ぎり接近せしむべき

第 11劃 ・ゲリ ー ν プロッタの計m: さ周図の産業中心地さの闘1系

1I 0 U ND  lI R O OK  A I UA  

町 . IZJ u aY

ｲ ｯｬ ｾ Ｎ｟ 司山，ｾ・ＢＧＧＧＢＧ

-一一一… ' I TI-… ・…ｬ ｉＱＱＩｕｓ ｔｬ ｕ ａＮｌＮ 包 ｾ ＢＢσｙｉｉｃｅ ｎ ｔ

-一一…・明町一畑一一…
一一一…一

ｅ 三ｾ竺旦竺記こ ｟ Ｎ

ノ
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であるが 、交)ill 混 雑ぞ. f 7ld E するので 、

i !i 内在口通さすぺき でふ い。第 21出主

幹料! の lしてが、 ニユヨーク K 、ニユワ

ー クt亡、 トレントに 、そ してフイ ラデ

J レフ イアに非常に接近 して日るが 、然

しーっとして都 ￯ Ａｩ ｾ 訟は過 し て居るもの

がないのぞ示すものであるが叉同J肢に

B及 O 線、 L ehi gh Val l ey 及 ぺンシ J レ

ベニア線等の餓ill 線 路 も亦その凡て 敷

地の近くを通って居るをも 示 して府る

のである 。中 ｾ￦ ペンシルベニア 綿は 、

此の特質を Iりjカ、に説明 して日る 。 で 孜

々は我々の工業地の位置ぞ 自然的に カ、

L る見地のもとに決定するのであ る。 第2図 ・道路叉( : t 汽車のいづれに よるさ し、1 時間た要し

1.(， ，"、で園中の務部市舟・ら ゲリー ンプロッ クlこ主主す

即 ち道路又は鎖道のいづれによらうと るミi坊さ出来ろ。

も、決定すべき敷地は是写のどの都 -" i  I ' C述するにも 1時間を越えてはならなし、。

a. ｎ Ｎｉ Ｊｩ ｈ るカ、ぎり充分ｊｪＮｾ長く且つ殴加されない土地ぞ利ｦｉｪする事 、 一一 ｬｬｴ の場合 ＴＮＰＰＰ 共

IlI r(  ＴＮＸＹＶ ＮＰＰＰ Ｉ 昨位である 。 此蕗 ｬ 立総地ｾ ｜Ｇ， 者 ｉ ｓ￯ ｬｩ が ｊｾ 刊然と将 ｾｩｬｬ の者 ｉｬ ￯ ｬ￮ に到し境界の線沿 引て 居

る。地債は開殻されたとしても 、都 i li の値段と しては僅少なものに過ぎなし、o 1: カ、ら成大

な土地を所有せんとしても 、 その ｬｊｘ ｩ Ａ トは 俗易で あ る。であるカ、ら ｩ 制 史的未 聞 賞地と ｾｉｦ も、

交illl 機関の1国壊を挫りる手j 交として経桝的な街路計量が 、より j長大な匝取を利用してなす

事が 出来る 。 ｬｬｴ のＩ ［ ・法によ れば ｍｉ 法而績を減少 さす事も ｉｉｾ＿ＭＡ 芝、 ｼ 駈って経費の節約も可能と

-r;; ふことになり叉各院院の 中に炭火な内部空地と庭弘1を残す事も 11¥* る。此の事は IlJ lに次

ｾＳ 圏 ・ ゲリ ー ν プロックの最 初に 閉 ｅ を す る部分 (外方のプロツ 9 ( :t 中心部よ り比較的包含的でな

く開告を されろ 。全部fm告を されれ場合の住居密度(:t l英田T6軒. ｾ云ふ こ ぜ にな る。 〉
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に示 す ｇｲ･ ･ ｮ｢ｲｯ ｯ ｫ のぬ ＱＱ 艮ｾＺ､カ、ら ＳＧ Ａｮ 併する事が Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ ＮＪ ゃう。 ＱＱ ｛Ｑ ち ＺｬｰＨ小プロックと臨もがＺ ｝Ｑ Ｕ

*1I 汀は あ る。

4. 経営地の風土及地形がJt 虞 K 生活するところの保件 K 過しE 経情的な汚水島置法が

おちじられて居る事コ

計主部と土地取得部とが緊淀川協 力 することによ っ て 、 現イｲＺ ＵＱｦｾｋｊ ｉ 年Ｊとも者 ｛ Ｑ 市全般が宜

l際的にポ ンプ所な しに R aritai n ｍｉ ζ 汚水 を蕗芭 Ｏｉ ｾＪる桜に 、 平坦でない土地ぞ選定する

事が必要‘ である。

5.  土地は農業に遁するものであらねばならない 、何故なればそれは縁地帯としては快

くぺカ、らざる傑件であるカ、らである。此の Gr eenbr ook の土地は日々の農業及来賓のよ

く輩育するのに好都合の問|京iである。

以上の如き様々な傑件は、 G reenbrook の敷地ぞ選定する時 K 典へられたものである

が 、 叉 ＭＭＭＺＭ Ｑ ｊ ・カ 、 ｌ る傑イ ｴ ｬ 二 ｩ 立 大者 ｛ｬ￯ｈ の 場合 、 ｾｬｖｩ 生 ｬ で開拓される土地 Ｑ ＧｬＺｪＡ ｈ して常然採用の必要

ある方法の説明である。

グ リーシブロックの計壷

Gr eenbr ook の場合、計量| 問題は二重の問題として考へねばならぬ。 即ち 3.000人の居

住者のために庇ち l亡者[Ii[i を建設せねばならぬ事が 1 の問題であると同時に賄来 20. 000人を

牧谷し料る最大限度高[lili を考応に入れて設計する事が問題の 2 である。 llt の 2 つの問題の

物 ｦｬ ｰＧ的 Ｑｾ ｲＮｊ係に就ては ｭＲ 悶に兄る事が ＱＫ ｜ 来ゃう 。 即 ち黒い 部分は 立ちに 開設の必要のある

部分で、ハッ チのしてあ る部分が都市が究傾に輩遣する最大限の部分を示す。 此の都市は

エリずベスアグエニユぷ Amwel l 辺ー路の如き地方的な小交通道路ですらを巡りて配置され

て居る事が示されて居る。此の者11 ､ｩ の居住者は ｪ 釘 ￬ ｩ 肢にしてＮｦｬ￯Ｍび道路網そ増加する事がＯＺｉｾ来

るのであるが 、それ守二の道路は i li 内ぞ口通する 他の交通機| 射による損害はないのである。

ｊ Ｚ ｾ 眼 岡Ｈ第 Ｓ 岡〉は周回に ｪ 長跡地 を持って居る最初の 都市の 主要部を示 して 居るので 、それ

は内部の庭協同月 Ｑ［ のＩＮｾめ、 ＨＱＺＪ よりイｩＧＭｻｉＧして伐る森林等を充分利用し得る様に ｉｾ 廓計垂が

行はれて居る事が坦p解されるであらう。道路設計-JX. グループ住宅はクルーデサック式にそ

して公共の週間に沿ふて住' ちを外阻へ配置するプ1・法 ( The per ipheral  method  of  houses) 

ぞ探月j してゐる。 llt のクルーデサックの方法を採用すれば、それ自身が包含的な大なる廓

i長とすることがH¥.?I在、且つ紅抑的判黙がそれに附41F して* る。即ち道路の締法は柑めて狭

｢ 、部分ですむし、 交通機 ｉ ｾｍ が 泌過する道路 より造力、に較し 、コマ ク リート鋪装で Ｉ￈ りる ので

ある。( 第 4 同参照〉此の場合一般代表的の クルー デサック式道路の l隠員は 18呪K して 、道

路帳員の最小のものは24呪である。中心部の大なる匹郎は殆んどクルーデサック式の取散

で道路計主主カ ｉｾ ｉ ｈ Ｎ＿ｉミて居る 。此の黙 が汚水晶置に附して経・情的なるま ｝Ａ ｲ ＱＺｊ である。汚水島分の

場合ク J レー デサックなれば、一般の汚水はそのま L 交通道路の汚水溝の 中に断絶 され る事

5 3  VI I  



第4闘. 7J )レー デサックの規範例 A 幹線道路 B.  7J ) レーダ

サ ツ グ C 共同庭園 D 個人庭園

なくI J I t し込み得るのである。中

心部の大匝廓は幾分中心か小丘

になって居り、此底よ り凡ての

1i liij へ傾斜をなして居るのであ

る。でクルーデサック式の道路

はそわ等の;か向に向って開殻さ

れる課である。

郡山3十査に於て内部の主要道

路を決定する時、製校の位世の

1m題は: IJ J (も 重要な部分として散

はれる o .!.JH交の位置に如何なる

場合でも 、生徒の徒歩距離が遠

過ぎさ' る事及i重厚・ lて! 燦し主要交通道路そ61i 断せさ' る事、この 2 l J l は絶主f i ' C 避ける必要があ

る。故K 此の雨者に到して充分なる研究がなされねばならなし、。最後の決定的研・究が現イE

完了したばかりであるから 、此のnn日l題カが1 夜ちに建設すぺき哲郁111パ山bの部分とし、問f住主の最後にi ' C'/  

達すぺ iき旨部分とが如何陀イ作乍月則] するカ、κに，就ては未7古ご示すことは川3来l反f ない。

直ちに建設される都市と JI 専* 間愛される都市の部分に HMする二重の問題が 、商業的及都

市の中心地決定に附して岡難な問題を生ぜ しめたのである 。即 ちそ れは最初の都市に封し

て建設 しτ ある商業の集園地が 、後日開設されて最後に常連すべき都市の部分の間賞が完

成した時 、その商業的集岡地が近隣の商業的中心地となるであらうかと云ふ問題であった。

けれども 、此の事に1Mする討論は衣の如きものであった。即 ちカ、 L る中心は都市の究開へ

の中心地の妨害になるであらう 。何故なれば玩に設置し7大こR商H屈が再ひ

4ぞ旨新設するのは困難であらうし、叉{偲毘κ 此の新しい中心地l ' Cil静商午討l庖が設置されTたことしてもι 、そ

の優努勢tなる商庖の集中カが1 、最後l二はその近隣の前j設中心地を庇れきす事になるのである。

であるカ、ら最後の解決策として採用された案は 、H現イt その一部分そ開渡し得且つ後I ' Cf lJ

って者fli li の蛍速に隠って蹴慣が‘ 可能である厳に 、最初に間賞した都市I ' C11¥. 91在るすごり好都合

κJI 専* 開蛍される者Ilili の中心地ケ決める事 H と云ふのであ っ7こ。

必 要 な る 研 究

如j折百十叢 I' L 於て惹起した無数の問題の内で特に注意すぺき問題が 2、3 ある。 即 ちそれ

は、 か詳細に除iする研究 u が向 rll 裁量しれ4る程度に凡ての種煩に附してなされねばならぬ

と云ふ事である。

一- LE気の分布、住宅の日照及集問 、材料K 閲する最初の経41i 及経情的キi R 持、地方的m符

と偏見、共蕗に生活を期待 し得る家践の牧入 、イ主家及謬按の大さに影拝す る幼児の数と年
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齢」主性の分布、自由u] j [ t ，e. 持つ家族のパー センデーヂと郡; Ij 改善が出来た時、自動車を持つ

ことぞ期待出来る人々の割合、各住家に地下室 ( Cellar ) は用か不用カ¥ 或は洗穣所は地

下室へ設〈ぺきカ、又は 1 階陀配置す ぺ きカ、等の問題が即ら それである 。是等の問題は 凡て

充分綿符なる研究のJ 士、ffJif 決 されねばな らぬものである。故に縁地帯都市に於て以上の事

柄が施圭される時、周手l伐ば正る調査研

ｩ避 ｮ竪ｾ ける事になるであらう。

是等の事柄を貫施すぺき問定の原理は 、小規 模の住宅供給の必要に際宇るのに周三 ｉ ｾ Ｎ良 狽

して居る のに上じ較すれば本質的 K は、造カ、K 正しく、経哲耳目犬態の明朗化も容易で、生活の

手段と して は 質K 愉快なもので、且つ健康維持に就ては確質K 保詮されるのである。それ

が遡蛍に賞li包され L ば 一 般の需 要へ 影響 し、産業の供給も可能で、E つ市民の馬めに品質

に遁常しfこ家庭及環境となすことが出来る 。 彼等は、現1ピの要求に到してカ、 L る自治慌ぞ

整 然とよくｾ臨 さすぺき ｴ ｩｴ 利 を布 して 居 ると同時に、他 の時 代の人々 の不合 ｲ ｬｾ に よ りその

重要性を軽減さ せぬ義務がある 。非常に多くのものが宜行される筈であるカ、ら 、間関の純

米性に釘して 、カ、 L る偉大な機合が提供され』っ そ の ιIJ でZ脅し、て屑 る我々 の凡ては諦遜な

気持で満たされて 腐るが又一}J- 是等都市の凡てが、我々が望んで居 る理想ぞ現賓花見fこい

といふ熱望でi前fこされて居る の である。

昇 降 機 就

L

寸

ー
、

て

設 備 委 員 曾

客用及貨物用各種昇1
I年問機械及び附属構造、設備に主} する大 阪府の取 締方針は次の如し。

A 動 力 反 手 動 昇 降 機

( 1 ) 昇降路く症の昇降する司路〉

〈イ〉外部より rl 、弓1衡縫等 lこ縄れぬ税、周回に図降 く昇l吟路た之 lこ接する床、階段等よ り広重IJ す

ろもの〉た設げるこさ図障の高 (1床面く|犠段 lこ援する部分 (1路面〉から 1. 7米以上さ し11H近 lこ物が泣

か料る 場合 (1 天井迄さする こさ 。図障 lこ「 グリン プ」金綱貴F用() ろ時 ( 11 寸角目以下のものさする

、.、2晶

、.、。

く回・〉出入口 lこl工房私設ける 二z。扉 11なるべく 引戸さし伸縮戸の立+韮「ピッチ J{1乗用で(165粍、

貨物用で1190彩以下さする二さ 。関戸及関戸さ 引jヨさ組合ぜ 1: ものは多衆の昇降する場所 lこ、叉上

下戸 {1乗用 lこ用 ぴぬこさ 。扉の高 11 1. 7米以上さするこさ。

Ｈノ 、 〉 扉に Ｑｵｮ 錠袋置ル 設 ｾ ｪ 箆が停 止てまろ ｬ 積以 外で ＱＱ 外方よ り 容易 ｬ こ開制専な し、 構 造 さするこさ 。

白動操縦式で(U! t &主袋涯は劃事開始の際白動的 lこ動作しれ後叉11同時 iこ「ドアー スヰツチ j が動作さ

する二さ 。
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く=0) 扉 l二動力開閉袋置ら有するものは動力が遮断しれ際昇降路内側より手動 i二依って開閉し得る

採にする こさ 。

じゅ扉 lこlt r ドアー スヰツ チ」た設げる こさ。扉が全閉鎖の位置から fC粕以上関い?二 さき l:t r ド

7 ースヰツチ J l: t 遮断さるるこさ 。電気昇降機以外のもの[ 工房た閉鎖しなげれ I H[ 1 J ? 遂事事し得ない

袋置らする こさ。自動上下扉 lこは「ドアースヰツチ J Ｑｊ＿ｾしない。

Ｈ ｾ Ｉ 昇降路の頂部及底部に ｬ Ｚｴ箆が終端階の床面に停止しれさき主主さの聞に ｩｩＮ 表の間際貢 ｆ 有するこ

さこの距荷量 l: t 箆の上昔日叉 l: t 底部架機さ昇降路頂部叉 l:t rピット」底部さの鉛直距離で索輪其の他の

袋置が突出して居るさき ｬ Ｚｴｾ毛の昔 ｒ 分より測るものさす。

主E の 速 度 毎 分

50. 米以下

50 . 米た超過し80. 米以下

80 . 米た超過し 110. 米以下

110 . 米た超過し 160. 米以下

間 際

70. :題以上

90糧庁

1. 2米グ

1. 5米。

くト〉鑑が「ヒッ トJ 内で緩衝器ら全歴し Tこさき箆の底部< ! rヒット」底部さの間に l:t 60焼以上の

悶積も有し、此の日寺卒衡鐙l:t J資昔li lこ於て倫60.壊 以上昇り得る間協私有する二さ。

く チ Ｉ ｚｦｓＭ衡鐙が「ピット」内で緩衝浮島全ｾしれさき笈 ｬｴｊ 買部 ｬ こ於て倫印纏以上昇り得ろ間僚や有

すろこさ 。

( リ〉出入口床面の端さ 箆床面の端さの間に l: t 4 糎以下 2 糎 以上の間隙た有するこさ。

Ｈ ヌ Ｉ ｾ ｬＮ さｚｦｓＭ衡鐙及昇降ｬＪ内 ｾ ｕ ｌ て突出物た含む 〉 さの聞に ｬ ＺｴＲ 焼 以上の間際た有するこさ 。

( 除 外〉 箆の速度毎分30米以下のもの叉 l: t 衝撃等 lこ依ろ危険の成のないものは通常な間隙が有

れ l工右項目中( へ) ( ト〉σつに依らな いで差支ない。

く2) 機 椴 室

Ｈ イ 〉 機械室 ｬ Ｚｴ特定のｾさするか叉 ｬ Ｚｴ周囲に園障か設げろこミ 。 昇降用機械の「イツト」及制禦鐙等

さ機械室の墜叉 l: t 園障さの問 l:t 30線以上高佐 し、共の他に貼険補修に必要なろ場ffr 1 J ? 有するこさ 。

〈ロ〉遁苦言な床か設くるこさ 。

ひ っ天井の高 l: t 床面より1 . 7 米以上さする こさ、但 し之 l: t 最低の場所で測る Lのさす。

Ｈ ］Ｍ Ｉ 出 入口た設げ之に ｪ ヨ ら官 ｩｴ へ ｩ 盛 Ｇ￬Ｚｾ な遜 路 に接するこご出入口ら床に設げるミき ｬ Ｚｴ ｾ 毛の幅 Ｈ 縦償

実) 60 . 糎以上さし、梯子ル用 。1¥; ｾ告Ｈ工、之ら固定するこさ 。

じゅ内部 lこ定燈ル設備するこさ。

( 除 外〉 機械室た昇降路の下方 lこ設げるごき頭部に家輪等た設置する場所も右の規準 lこ依ろが

や っの 高 l:t 1; 米以上さして差支へ 1! ν 。

( 3) 箆
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〈 イ 〕 監の床 「 ガイドシユー」索官ｾ等や支持する架鱗部及床の外部架布陣 ｬ Ｚｴ銭材英の他の金属Ｑｊ＿以てす

ろこさ 。

仁ロ) fillj 薗及頂部 l二l: t 通常な図隊ら設け 箆内より卒衡鐙. 昇降路内壁等に鯖れ 1! v 、設な構造ごする

、、E・
、. 、。

くノ、〉出入口 lこl: t 扉や設げるこさ。伸縮j ヨの立後ピッ チt: t 昇降路の場合さ同t : o (  ( 1) の〈ロ7参照〉

( =- ) 扉に l:tド アー スヰツ チた設げるこさ定気昇降機以外のものには扉た閉 jft しなげれば童[ 1J ?淫締

し得1! v、装置与するこさ 。

く* ) 出入口 l:t 1  個所さするこさ。

くへ〉乗用のものは頂昔fil 二幅広) 糎以上、面積め∞平方糎以上の非常出入口た設げるこさ。

( ト〉箆内 i二l: t君主燈の設備らする こさ。



( チ〉調i定機〈λ ビー ドガバ ナ ー〉にiAって 動 11，する j f 安全 機( カーセー 7 チ ー〉た設ける こさ。別法

機 tt 箆の速度が 15乃至40バーセン ト超過 し1: さ告動作す 叶足羽笠する こさ但し ill 皮毎分5つ米以下で

動作する必要 t:t Ｑ ＱＮＢ 、。瞬 間的 ｬ こ動 作すろ ￭ ｾｾ 安全機 ｴ Ｚｴ 従 法皮毎分 ＵＰ 米以上の ｌ の に ｴ Ｚｴ ｊｔｉ υ Ｑ ｴＮ ν こ さ。

Ｈ リ 〉 調法機が動作し ＿Ｚ Ｚ ｅ 告 ｴ Ｚｴｉｊ［Ｈ 動機の ｾＹ Ｉ カ ｴ Ｚｴ Ｈ Ｑ ＱｾＩ 的に遮断されろこさ。

( 除外〉貨物川昇降機で外降1f 位 5 主* 下の しのx t:t升If 平行手Ilt 6 米以 ドで!i 1. lf平路出入 1:.1 2 似1所以下の も

のは右項目中 〈 ロ 〉 乃 至 Ｈ リ 〉 の先 ｲ ｬＩＺｻＡｩ に ￭ Ｏｾ らなくてし［送 文 へない。

(4) 昇降用機 微くエ レベーターマシシ〕

( イ〉乗用の しのでは捲扱機及来 ゴI機の 動力{事迷 lこ(:ti¥)'，H'I? lzr グラ ッチ 」等の装置1eJ I]uI 1，iい こさ。

〈ロ〉捲揚及牽引機 l二t UI !19J 機た設げろ二三。

( ノ、〉制動機(t 箆の操縦装伎がj基叫F4・JI二の位位 になっT: :三告 後 fti'i叉 (t 電カ等 lこ依て TI動的 l二動作す

るこさ 。君主主主昇降機で tt 制 動 機tt 'i tr録 的 lこ聞 くこさ。

( ニ〉ドラム型昇降機 :捲 鋭機 ら冶ーす るもの〉で (t 家保 (tl ドラム J Iこ常 lこー捲以上の捲残りた消すろ

こさ。

Ｈ ホ 〕 ド ラム 型昇 降 機ｼこ Ｈｴ 栄 僚が弛緩し ＿ ＺＺｅ 告部 ｊ カら 仁 ｬ 動的 ｩ こ ｩｉＲ［ｾ折す る袋置や設け るこさ ｏ

( 5) 自動停止装置

〈 イ 〉 監が昇降 ｅ 長官ｻ剖 ｬ 及底部 ｬ 二進ん ＱＺ Ｇ さ告自動的に ｾＹ Ｉ カス ｲ 遮 断し ｩｴＺ ＱＩ，Ｎ 安全に 停 止さす袋［在 〈 電 気昇

降 機 で (tl リミッ トスヰ ツチJ ) たすろこさ。

( ロ〉電気昇降機では各ヰIII必に動作する三重の臼勅WJト袋 liT.1.eすろこさ、J ! [ J ち「リミ ット λ ヰ ツチJ

ｚｐ ＲＵ 叉 ｴｴ 昇 ｆ 宇 野＿ に 設げ 、別 ｬ こ Ｑ Ｗ アイ ナルリミ ット スヰツチ」 ル昇降 路 ｬ こ設けるこご 。ドラム型 Ａｲ ｬ ｾ Ｇ年

機 で tt l 7 アイ ナルリミ ット スヰツ チ」か捲鋭機 lこL設げるこ言。

操縦袋置 lこ「 ノ、ン ドロー プ」た川 ふろしのでは「ノ、 y ドロ ープJ Iこ「ス トップポ ーノレ J 1) ，. 設け之 l二fたり

「リミットス牛ツ チJ 1) ，. 動作てましめ「リ ミット スヰツ チJ (t 機 械Jt の他遁' 日ーな場所 1: 設 け て 道 支 へ な

し、。

( ノ、〉速度毎分3 ( ) 米た超過する もの では「ノ、ンドロ ープ」又 tt 之 に鎖似の操縦袋置かmυないこさ。

( ニ;1リミットスヰツ ザ」却17 アイ ナノレリミット λ ヰツ チJ ( : t 耐内 に入れるこさ。

( 6) 操 縦 装 置

( イ〉カースヰツ ヲー 式操縦装置の「ノ、 y ドル」及抑釦式操縦装置( 自動操縦及シ ゲナ ノレ操縦等〉の昇降

用抑釦叉 ｴ ｴ ｬ スヰツザ ｊ Ｈｴ 自 動的 ｬ こ ｩ 卸 ｾｾ停 止叉 ｴ ＱＮ巡噺の位Ｈ在 ｩ こ復するこさ 。

〈 ロ Ｉ 押釦式操縦の ｌ のでＨｴ￭Ａ｛の ｩｬｬｩ 鯨 ｲ � 昇降 Ｉｊｈｩｰｾ ｛ｌ 叉 ＨＺｴ ￯ スヰツチ ｊ Ｈｴ 反射方向への動作たてます ｺ 叉箆

の停 止てま る階 へ の 抑 釦 ｴｴ 動作 し Ｑｓｹ こさ 。 Ｗ 注先立昇降機で ＨＺｴ箆 内に操縦装置の定路らｾｉＡ析し旦箆の連

事事与停止 する「 スヰツチ J ( 非常停止 スヰツ チ〉ら設げる こさ、但し貨物用で昇F孝行程 5 米以下のしの

tt 之ら要しない。

( 7) 非 常 信 号皮装置

乗用昇降 機で 箆の 巡綿 Ｑ Ｎ Ｑ Ｂ 、 故障の場合昇降 ｕ ＺＷ ＡＱ ト ｴｭｾｾ 絡 ｌｾｂ もの 〔 密閉され Ｑ Ｚ 昇降路〉では 箆 内

ｬ こ ｩ 盛 蛍 な ｦ 吉 披叉ＨＺｴ包 ｭ の袋 ［ 丘た し 、係長 誌研等 ｬ 二 信 ｾ￯ｽｴ L  Ｑ ｾ ろこさ 。 ｦ 吉波 袋置のＧｩｉｬ源 ＨＺｴ 官主池等 ｬ こ依ろ

、 守

、.、. 。

( B) 索 候

Ｈ イ Ｉｬｩ 及ＲｪｓＭ衡鍾 の京総 Ｈｴ 餓 ｦ 裂さし ｾｴ の直径 Ｈｴｾ 長 輸の直径の ＴＰ 分の ｬ 以下ミする こ さ 〈 直径 Ｑ Ｒ 絡未

満の家保 Ｈｴ 使用てまね方がよ ル、。〉栄僚ら ｬ 良イ・ ｪ げる ｉｾ クツ ト ポ ールト ｊ ｉ 二用 ￚｉ ろ「ナット ｲ ( t 2 側以よ

さし¥! i-iJ ピン等の「ナッ ト」止かす るこさ 。

( ロ〉右索僚の強度計算で (t 安全係数 (t 静 荷 重 に釣し 10以上さすろこさ。

( 9) 軌 道

Ｈ イ 〉 軌ｻ氏 ｴｴ 昇降 ＡｦｦＮ ｌ 良部よりは ｾ ［ｭ まで逢し全 荷 重で鈍 安全機 の動作し Ｑ Ｚ さきの衝般 ｬ こ針 し 充分の弘

皮 た有するこさ 。
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( ロ〉古軌俊及共の支持物〈プラケットxa銃製 ごするこさ。

( 10) 綴衝器えバッフアーJ

童E及. Zj S- 衡鐙 l二l1. 緩衝器た設〈ろ こさ 。務保緩衝器 l1. 箆の速度毎分80米以下のもの には用 uてもよ

U  、が此のil!i l支や超過するもの lこl1. i llJ 入緩衝器た用ひろ こさ 。

( 11) 平衡鍾〈カウシターウエート〉

各片l1. V ド以上の「ホ・ - )レ トJ1，t >以て貫通連絡し「 ポールト Jl ! . 2 個以上の「ナット 」か以てJ l -. める こ

さ。

( 12) 強度計算及聖書カ容量計算に於ける匿の動荷重の最小限は 左の湿 りとす。

手重 }]I J  | 動荷重( 1卒方米 lこ付近〕

百貨底、集合場、劇場其の他之に類すろ建

物 に設げる乗用昇降機( 主 さして 予K集者一周J

手 動 昇 降 機

英 の 他 の 昇 降 機

500 

300 

370 

主E及Zj S- 衡鐙 lこ依って昇降路頂部に於げる支持E誌に加 lt ろ荷重lt 最大静荷重〈策 il!力荷重た含む〉の 2

倍以上さす るこさ。

( 13)定 員

乗用昇降機に於て l1. 定員 l:t 箆の床面談 0. 14平方米 に付 1人のおlか超えない こさ但し前項 、12) の55

の動荷重た 5∞廷以上さし 1: ものは 0.12平方米に付 1人の劉さして差支へ ない。

( 14) 手動昇隠機( 箆の昇降府機械に動カか用 ( ) ず手動 lこよろしの 〕

手動昇降機l: t 布各項 目中くりの( ホ〉、(3) の( = ) 、( 円、(4;の( イ) ( ノ、 } ( ; I，) 、く5) 、(6) 、(7) 、くめの

(イ 〉、く9) の( ロ) ( 15) の( = ) 、( 16) の〈人〉た除外するものミす。

BJ l l 型友工事用昇降機、エスカレーター

( 15) 小型昇降機( 貨物用にして箆の内法高1 . 2米以下床面積0.8卒方米以下のしの)

くイ〉昇降路の周図 lこ図障や設げるこ さ。図障の構造l: t 動カ昇降機 に準ず。

くロ) 出入口に( 1 . 遁蛍な扉た設げる こさ 。

ゃっ機械室( 1 . 高 1 米以上さ し、出入口及戸在設げ 階段叉 l: t 固定梯子 iこ依り容易 i二出入し得ろこさ。

( ニ〉昇降路頭部及底部に lt 自動停止袋置や設げ、集及2 f 衡鐙さの間 に通常な問蹟た有 するこさ。

(ホ )11": の出入口( 1. 1個所さするこさ 。

〈除外) 1 コンイヤ ーJ l: t 右項目 中の( ロ〉 、( = ) 、(; )， ) ，1... 除外す 。

( 16) 工事問昇降機( 工業用ごして仮設し一時の用途 lこ供す るもの〕

( イ〉昇降E告の周閏 lこ; 盛活なる図障か殻げる 二さ。

( ロ) 箆の主要隣透昔1;( 1. 餓材叉11 . 木材た以て堅牢 iこ憐成すろこさ 。

(ノ、〉箆の天弁及側面 lこ11. 遁'おなろ園障や殻げる こさ。

く=) 箆 lこ11 . 調法機lこ依って動作する 箆安全機た設けるこさ 。

〈ホ〉昇降用機械=ノ、適蛍ナ制動機 7 附スルコト

( 八〉昇降路頂期12え底部に 11. 白動停止袋程式P設け. 1¥[ 及司王衡錘さの聞 にlti 直治な間際た右ーする こさ。

( トコ箆及司王衡鐙の索僚は餓製 さするこさ 。

( チ〉右索僚 l U長輸の直径の30分の l 以下さするこさ 。

くリ〉強度計算で索伐の安全係蚊 lt 静荷重(.1¥[ の動荷量た含む〉に釣 し10以上さし 、箆の動f荷重(1.箆

の床面積 l 平方米 i二付 370lif 以上さする二さ 。

くヌ ) M. &2f 衡縫の進路 l:t鍛製軌保 l二依るこさ。

く除外ヲ昇降行程 6 米以下のものは右項目中心、) ( = ラ及〈ホ) 1こ、人ら乗tまな い L の(1. ( イ〉心、) ( ニご及
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( ホ〉 に依らなくても差支な い。

( 17)エスカレーター

( イ〉進路の軌保2走兵の支持物 l H銀製さすろ こさ。

( ロ〉進路の雨nlll に; 直岱な扶静iら設げ之に沿って進路吉岡上速度で移動する手摺 1:e設けるこさ。

。、〉上下雨音1; の昇降口 !こ非常的:j l-.1 7. ヰツチ」か設け るこさ 。

( =- ) 昇降用機械に lti 直n; 11. 制動機た附すろこさ 。

( ; r. ) 進路 lt 落下のさ告白動的 lこ動力が; 広島rr され安全に停止すろこさ 。

( 八〉機械室 l H，lj 倹補修! こ支障な告総迭さするこさ 。

C 特種建築物に設ける昇降路機械室導の構造

( 18)左の各項目 の建物に設ける昇際機の昇降怒の園障、機械室の園揮、床、屋根又は天弁其の{也主

萎構造部は之を耐火構造 とすること 。

くイ〉劇場、活動潟w . s官、演差H品ー ‘ 槻物場、集合場 、公fr' .堂、!}1校、病院、旅館、貸座敷、常設展

覧令場、市場 、勧工場及之に類すろしの

くロ〉百貨活、共同住宅、自動111:々 l車。

ゃっ高20米叉 ( t 軒高 15米た超過する建物。

( 除外) 1、貨物汗l叉( t 来集必の来月! に供しないもので過賞 lこ|リj 火¥1Al e以て|孟宣IJ され t :場所 〈耐火偽

造のエレペ - lJ - ;1' - ) レ等〉 に設げる しの は右の耐火部主主主 すろ部分1:e不燃材料1:e以て構成して差

支ない。

( . =. ) 右項目中( イ〉及( ロ〉の建物 lこ設 lJ 昇降行程 10米J1昇降| 管鍛 3 1，lo超 えないもの 、叉 lt ( ノ、1 の建

設に設げ昇降行程 15米且昇If 年jf皆敏 4 1'と越え 11.，' ¥，の lt 建物が耐火構造でなげれ If 之等の昇降繍 lt 耐

火構造さ しな くても大骨量差支なく叉建物が耐火燐迭でめれば之等の昇降機の耐火係主置さ す ろ部分与

不燃材料た以てして大骨量差支11.， 、。

( 19)右のく18) に依って主要構造郡を耐火様遣 とこした昇降機の昇降路出入口扉{ ま防火戸 とすること

但し芙の而絞の 10分の l か超え 1I. di l i 図で網入硝子た使用して差支1I. ぃ。 1個所の扉が 2 枚以よか

ら成ろしの ｬｴ 右の精 子 ｬｴ Ａｊｾの 各 ｬ 枚 に 付 ν て共の面積の ＱＰ 分 の ｬ 以下であるこさ 。

Ｈ Ｒｑ Ｉ 右 Ｈ ＱＸ ￬ の く Ｎｦ ＩＨ ロ ＩＨ Ｑ 、 〉 に設 蛍 する建物に設けるヱスカレＭｾー昇隠路の各階の関口には鎧戸叉

{ ま之に代る べ き遁蛍な防火装置を設けること 。
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そ

で.

lま か

、、、

、ー な

良心を世き 去 ることは極言すれば仁-1;，.でさ

へあれば……・・・」の醜悪さと一般である。

が 、 さて貫 ｬ 際 κＧｾｩ￭ ［Ｇ 而 し て 、 意のま ｌ にばカ、

りは行かないところ K 、抜くぺカ、らぎるデ

レンマがあるわりである 。

「主髄」と「附帯」

最近の統計ーによれば、官民雲、民間在通じ

坂 井 則 失 て我が闘の建築工事費は 、年額買に十一億

材料の一品指定

まさに1せは疑獄時代である 。 しカ、もその

大半は建築 、土木に闘する疑獄である 。 こ

れは建築とカ、土木とカ、云ふ仕事が、如何陀

疑獄を生みやすい ι目:買のものであるかと 云

ふ事を 、如貫に立詮 するも のである 。獄 を

おこすもおこさぬも Ｎ その人の人 ｾｩｾ I ' Cよる

ことは勿論である が 、併し制皮の弊と 云ふ

ことも大いに考へなりればならな U、。 その

制度の弊のーっ とし 1 、材料の一品指定と

云ふ こ とや引用するわけであるが、 云ふ ま

でもなく材料 の一品指定と 云ふのは 、設計

者が仕様舎の作成にあたって或る材料を特

に指定することである 。指定された材料の

製作或ひは販官 業 者は濁占市場がｾ へ られ

るわりで 、そこで何等カ、設計‘者と材 料業者

の聞に 、固と来の関係が醸されてゐる ので

はあるまいカ、と 、疑惑の眼が向り られやす

い立場となる 。 そんなわり か ら官公署では

聞く此の 一品指定を避けて府り 、 まに民間

方而にみても特別の場合以外一品桁定をし

てゐる建築事務所は皆無のゃ うである。 -

J M. それはそれで合えに結構な話である 。併し

これは建設的な云ひ分であるかも知れない

が「果して設計者は， ＿ ｾＮＮに鋭角的な良心を持

合せてゐるかりと反問したくなる 。一線

- f (j I ' C粉骨砕心の デザインを行ったもので

ある以上 、少くとも或る部分の使用材料に

は「是非 これで な くては」と云ひたい ものが

ある筈である 。人 々の疑惑を恐れて 、此の

VI I  .6 0  

回κ 達してゐると 云ふ。 このうち暖冷房 、

従気 、衛生その他の IljHI宇設備一般に投せ・ら

れる 金額を全般の30%弱とみても裕I ' C=; 1立

闘になる。年額三億固と云へば、確カ、に重

要産業の列に入るべきものである。しカ、も

建物に到して 、ますます機能的な完全性が

要求されてゐる趨勢K みても 、今後時を経

-9-.ー して玄関工事費と附帯設備費は ka半ば

し、やがて地位ぞ傾倒する時代がPIさるこ と

を想像1- 1

'

，来る 。ーーと 云ったやうな情勢の

中にありなが ら、ーカ が「主酷」と栴して間

然 fこるに輩、}し 、いつまで「附帯」と従属的な

呼栴K 、不合間ぞ忍んでゐるべきで もある

まh、。よかくとも雨者はフイフアイー' フイ

フテ ィーであるぺき筈だ。i l術品tF設備」に代

る思ひっ きな新語はないカ、?

建築工事のスピード

デパートなら開屈の 、工場なら操業開始

の、一 日でも ')! りれば l科、程それだり利潤

の大きくなることは 、説明の冗語ぞ必要と

しないであらう 。同J様傑K 祉合公共的な担建; 物

K 就てもL 、竣工が 1早F りれば

公衆の色似似l巨!盆4ぞ旨あけることが出P来i花在る 。此の場

合諦負契約の，古5f; 初 5 号%や1叩0予μ4の契約額の高

低は 、全く問題でないこ t になる。工期の

短縮と 云ふことは、目下の建築界に諜せら

れてゐる最も 重要な問題の一つである。試

みに最近大阪市内に援工 1_， t.こ代表的建築物

に就て、そのスピ ー ドをみてみよ う。起工

から竣工までの綿日数で建物の延坪ぞ除



し、一日蛍りの準工珂: 数そ 1' -1すと 云ふ1)・法

で 算 定 し て み る と 一一 大 阪 株 式取引所が

5.3坪 、大阪市水道部tFIJI:z舎が 7.6 骨 、配? 生

合大阪府病院が 5.7坪 、そごう が 4.6i!-p 、新

大阪ホテ J レt ; 5.9昨と云ふことになってゐ

る。いろいろ現場々々 の事的に よ れ ー慨

には云へ ない貼もあるが大1141J ー 11' 出り準時

延坪は 5 乃至 7 坪 ど ころが平均らしむ 、。併

し大|仮三井 ピJ レの例にみるやうに 、-1: : 110

咋以上を仕上けて行ったも のの あると ころ

から みても 、今後なはな( J . スピ ー ド・アッ

プの僻地がF認さ れてゐる事は"i'j "ける。

「用」と「趣味」

隠棲二十三年。笠郷の↑ 111にたへ歩、故岡

のゴ: を踏んすご彼の守山叉三氏 が、上陸第一

歩にもらした感懐は III 本のオフ ヰ ス ・ピ

ノレのデコレーシヨンI ' C ( 疑った質砕きには驚

いた」で- あった。トタンにもら す、人の感

↑11;"1'C ，ま1a りがなくまたA . MJ を得 てゐるも の

が多し、。守 111 氏の此の ー言 も、確かに建徒.

9ょにと っ ては、山J考ー併すべき ものではあ

るまい カ、。建築鮮は、者11di や柿挺する最も

重要 なモメン トである 。その一つ 々々 の建

築が粗恐では 、到底部 d1美の完成ぞ願ふこ

とi<t /"11*なb、。併 し餓 とセ メン トとヵーラス

を主要材料とする近| 世建築の勃J r u 以来 、我

が図の建築界は 、ひ たすら技術のみの理論

と貫l探を追ふ こと に懸命で 、経t詩的 ・採算

的建築撃のー而伝授去pしてはゐなかったで、

あらう方、? 端的に云へば 、才フ ヰ ス ・ピノレ

は柿地的に確カ、で、機 能的に完全な ら、 コ

ンクリート の地))JLぞ、そのままむき 1' -1しで

も差 し文へないわりである o 1) 1: しそれは 、

質の成らぬ花を不要のも の とする の と同じ

で、当時川の川と 云ふ こと ぞ忘れてはならな

い 。 とは 云ふ ものの ￘ＡＡｾ 川 の 川 と物 ｪ 本来の 川

が主客傾倒されては附る。 rrlJJ と1;.出uふ」の

搾然fこる境地こ そ最 も望ましむ 、ところ で、

われわれは此の勲に| 持lする系統だった研究

の完成を佼 ちたい ものと ，Uふ。

建築資金の低料融資

月賦ならこその有難さで、六十闘の洋服

をつ くる のに 六十回のキャッ シユを持って

かカ、らねばならないのでは 、洋服人種の大

半は悲鳴をあけるであらう 。十m回の建築ー

を営むには十前闘の正金を川Xf してカ、から

ねばならない現版が 、如何 にｾ築 Ａｪｾ の ｬｉＺｦ ｾ進

を阻害してゐるカ、は 、想像に難くなし、。大

蔵省の低利 託金は針象を公共闘関 に|以って

ゐるが、これぞ一般に向っても門戸在問り

るとか、または !I三民学官の1M皮でもとって

起23定背金融資の合 )ji上で‘ も創設すれば・- …

とうがそ描u、て みたくなるの 併しこれはいつ

までダ としてのみ泣 くぺきも のではな く、

費しくわれわれ共同の目的として 、質現. I ' C

努めなりればならないものである。失業数

憤の土木事業 と云ふのがある。限られた期

irfl ｾ亡、定められた教の失業者を使役しなり

ればならないために 、時と しては 、- 11運

びこんだ土をまた運び去らせ 、も 一度あら

ためて運びこませると云ふやうなパカパカ

しい事もやってゐる 。嘘のやう な質話だ。

そんな然立 l沫な金の使ひゃうよりも 、それ

ぞ建築n 金' I' C廻 iませば、「人夫は失業者を」

の傑件一項で失業救出の貰ぞ悲け料る 。他

方公須の波及する範閣の出さは活力、に土

木工事の上じではな b、。一石に してよかくとも

凶 、 ｩ ￮ＮＮ｜ Ｚ ｾ を ｬ 員 。 ｦｬｽ ゐ妙泡 ｾｴ こり ｾｾ ｊ ｾ る こと疑ひ

なしTごカ，.... ..…・ー- 。

訂 正 本誌 Ｖ 月波 、 ｬＡＡｩ山 卯 三 氏 建築随想 ｍｾｉ b;( 柿' 1'64真、前列 4 行目よ

り5'1T目 lこかげての「緯築著書術、非雲さ術論の論戦さ 云』、風 'ts. 興味深し・

しのが大正初 ｊｾｊｉ こありまし ｴ Ｚｊ の文字ＨＮｲＮ CFH註) Iこっき 、削除す。

6 1  VI I  



大阪都市計壷防火地匡園を頒布す

今回下記内務省告示に依って大阪の防火地匿が康範固に渉

って 遁加指示され ましたに 京炉 、て、同 防火地区園を失の通

り寅費に て頒布しますか ら御入用の方は 至急、お申込下さい

大阪都市計重防火地匡圏( 二高分ノー) 1 部

@賓 費 ]5銭 ( 外に送料 2銭〉

@ 送 金 方 法 振 替 ( 振 替 口 座 大 阪5伺75)

唱白孟- - - - 乞 - -ヲ..，.

内 務 省 告 示

大阪都市計書防火地匝遁加盟、夏ノ件

昭和十年十月二十八日附議議事第一- j l 枕 第 六O凹

内 務 省 告 示 第 百 八 十 八 続

大正十二年七月十三日内務省告示第二百二十七抜大阪都市計-葺防火地区追加盟、夏ザ件昭

和十一年 四月四日内閣 ノ認可テ受ク昭和十一年四月二十九日ヨリ之テ施行ス共ノ開係国面

ハ大阪府臨及大阪市役所ニ備へ古 キ従 腎 ニ供ス

昭和十一年四月九日

申 込 所

制: 固

法 人

内 務 大 臣 潮 恵 之 輔

日 本 建 築 協 曾



正 面

“ 大 阪 青 年 塾 堂 " 設 計 ・ 大 阪 府 管 繕 課 ・ 施 工 ・ 松 村 組 1  vl l  



金 景

1  ｾ苦手 商 圏

VI I  2 “ 大 阪 青 年 塾 堂" 設計・ 大阪府管繕諜・飽エ・松村組



講 演 場

“ 大 阪 青 年 塾 堂" 設計 ・大級府管繕諜・施工・松村組 3  VI I  



司担

講 堂

J /イ 畳 敷 教 室

昼 i

3  ｾＮ苦手薗

VI I  4 “大 阪 膏
年 - 塾 堂" E主計・大阪府轡繕課・能ヱ・事島村総



並立y a  

隈I ん I

f立 詑大| 奴 ili 天王寺 l伍タ |場正 Il1f

敷 地 坪 数 3219坪

建 物 坪 数 本uir8J O坪 地 l礎7J :tJ干 l 階411

坪 2，潜274: 1 : 半後数68坪屋| 活

4坪 })IJ 官官218坪5 11'皆197坪941

2階的坪 刀8

建 築 悦 式 近 世 日 本 式

設 計 大阪府管務課

施 工 松村組

工 期Ｂ行手 ＱＱＱＰ 年 Ｕ 月 着 ｊ ｾ Ｂ 行和 ＱＱ 年 Ｕ 月竣

毛iJ

建物の高さ 一般制ー高J 4尺 議i寅場50尺

建物の憐造 主骨量構造 l: t 餓骨並に餓筋「コユノ

タ リー ト」遣 さす

外部仕上外壁 ｬ Ｚｴ ｩＧｬｾ i セメ ン トモ ルタ

ル」、「 スポ Y ヂ 」 仕 上 肢 10纏

角泌式「タイル 」 貼り ｾ ｉｾ 演場屋被
及「パラペット」上端泉州産銀灰

色1i¥lt

内 部 仕 上 イ 、 論 演 場 床 、 「 リ ゲノイド」塗

盤 、「 プロセ= アムア ーチ」並 l二

前面傾斜ｾ臨地 「 ペ］ァ」板張り

ｾＺｬ Ｚ 他総て「 バ ノレポイド ｊ 2回塗、

腹「レグ ー クロ ース」張り巾木「

“ 大 阪

トラバーチν 」貼り 天井、舞肇

前面及桟敷下 l 部「プ ラス ター」

塗「 カベツグ ス」 仕 上 英 他 紙

て Ｈ ＱＮ ＲＱＧ 皆背面ｾ共ＩＱ ト マ テ ツキ
ス」 張り 固定席 1. 074 口、教

室 、聞書室共他 床 「リゲノイ

ド」塗 ｾ￭ プラスター」塗 巾 木

膏 年 塾

教 室

仕事年 天井「プラλ ター」塗ノ¥

寝室Ａ末ｾ敷唆 「 プラ Ｗ Ｎ !J ー」

会 天 井l プラλ ター」塗 =、

講堂床板張 ｾｊ 些 「プ ラλ タ

ー」塗 巾水f上量産， 天井「プ ラλ F

- J 塗 ;1， 、浴室、洗面所、便所

床「グイノレ」数 腹「タ イルJ 張り

壁天井共白 「セメ y ト=f; )レタ J レ」

塗 入 、武道場 床 板 張 り 腹

羽 目板張 'J 竪「プラ λ ター」塗

天井給総 「 ペニア 」 板張 ｾ ｊ ト、

食堂及集令室床板張リ ｾ ｉ ﾭ
プラλ ター J ｊｴｾ塗、 巾 水仕事年

地 階 平 面 圃

堂" 設計・大阪府轡繕諜・能ヱ・総村組 5  VI I  
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正 面 外 観

校 庭 側 外 観

VI I  8  “ 紳 戸 市 立 第 ー 高 等 女 事 校 " 設計・神戸市轡維製・能ヱ・鴻池組



校 庭 側 外 観

腫 育 館

榊 戸 市 立 第 ー 高 等 女 雇 校 " 設 計 ・ 神 戸 時 繍 ・8僅ヱ・鴻;也組 9 VI I  



外 観

宣言 1 階 平 面

室

問

所

室

策定

成

刷

出

客

t

a

勺

L

q

u

d

守

室

室

殻

所

脱

理

問

訓

刷

物

便

k

d

A

U

勺
，

s

o

o

' " ー. "  t忌 ，-

VI I  1 0 “ 北 4亙 星" 鮫計・木材調霊祭事務所. ! ( ! エ・小阪弁組



‘ Ｇ ｾｴＺ＠

第 2 階

l 整 容 室

2 氏 問

3  1!瓜 月li

4 客 室

5 配』書室

夜 景

平 面

6  I苫員会堂

7  N' ;  ff l1 

8  1j11 長 室

9  f象備 室

10事 務 室

極 星 " 。設計・木村詞建築事務所・筋工・小阪弁組
1  1  VI I  



VI I  1 2 ‘ ';11: 

第 1 階 上 踊 場

の 客 用 客 机

第 3 階 平 面

l 整 容 室

2  }$i I日1

3  flJi m 

第 4 階

I  I吉良更衣室

2 康 問

3 便 所

本亙

4 客 室

5 回目苦室

平 面

4 客 室

5 調 理 室

6 回 路 室

星" 附 ・ 木 村 謁 建 築 事 務 所 ・ 飽 ヱ ・ 小 販 制



第 4  階

グ リ ル ル ー ム

4  

も品

第 3  階

宴 舎 場

.  .  . . . . .  _ 一一 - 、， ・，

第 5 階 平 面

II怒 接 室 4 屋 上

2 Js是 間

5 酉e l書 室

3  1lJ1 [fr 

--

ｾ ｾ＠

“北 極 星" 銭針・木村謁建築事務所・絡ヱ・小板井組 1 3  vi l  



第 5  

特 ｾｉｊ＠ 客

位 波大 ｼ 波 ｉ ｬ￮ｲｴ ｧ ｬ ｬ［ ｴ［ ｾｦｴ 波 新地凶

帯地 ノ四

敷地 面 積 399. 06111号

線延而[lW 11 17.95111宮

内 隷

1  ｉ 皆 Ｓ Ｑ Ｖ Ｎ ＹＸ ＱＱＱ ｾ

2 1様 316.98

3 1積 198. 5

4  1管 198.5

5 階 71.∞

屋 階 16.00

高 さ

l村客室 13S.0111宮

内 客室 135. 0

内 客室 135. 0

内 客室 113. 5

内 客室 14.2 

培屋町iよ迄 23. 5111 

バラペッ トm上 迄 18. 0a  

構 造

基礎1 ; IJ栗 地形餓筋コ ン グリ ート

友且

主fi 豊 餓 筋 コン クリ ート 主主 l 背11 *

と"一ー

ス且

椛 式

修 業 目的 に立脚 し航製 材 料た効 果

的 lこ柿!，J乙ぜ る しの

VI I  1  4  ".:f t  

F昔

室

タ ト 昔 Ｑ ［ 仕 上槻ｾ

表通 路 l こ面 す る側 (:t 全昔日深 川鼠 屯

ザ イ ツ グ タイル姑 り裏面 1'1 セメン

ト入 屯 JレタJレ掻 落 し仕上ご し出及

出入 1:.J( : t スチ ー J レサ ッシ ユ及 l' ア

{ た使mしサ ッシユ (: t 青色 ベイ ゾ

ト塗 、 ドア ー(:t 銀鼠 色 ラッカ ーイ1:

' 上 ミす

内 部 仕 上概 要

ￆ ｔｉ 邸 入 口 ｬ 末 毛ザ イツ タタ イ ル ｈ 占 ｾ

人 活研 出 し天井プラ スダ - {I:上

階 段 室組 り蹴込深 川 鼠毛 ザイツ グ

タイ ル路面[及 手 f雪、 壁人 造liJ f出 し

ｩｩｴ 鍛 ｉ ｾ 地 入 段，ｗ Ｎｩｩｴ 銭製金 物 天井プ

ラスタ ー仕上

1、21椅客室床 柄 7 口 - 'yケプロ

ツP 敷 腹人 造 li J f向 し見切w，鎗 コー

ナー ヒ- ｦＧｾ 天 井 プラス ターイＧＱＺ 上

3 階 客 室床檎フロ ー リングプ ロッ

ク! &巾水 琉 球産 トラ バーす yij 妥ラ

スタ イル 貼 り ｾ天井 プラスタ ー 天

;11二1iil; 7Jて性ベン寺塗イ1:上

4  1;昔話E室! 末檎 フロー リングプ ロッ

タ数 巾水 路地 オ グノレ卜、 テ ン ワ =

スイ1:上 腹 壁 紙貼見- t ) J線 "J' - lJ ラッ

カ ーイ1:上M天 井 プ ラスタ ー天 井 l

背1;水性 ペンキ塗仕 上

5  J i 皆客室 4 1活のL のlこ間続

四 日 』書室 組床 クリ ｪ カ タ イル ｈ 占 りｾ

'f:) レダ J レベ Y キ壁天井プラスタ ー

耕 ｬ 栓 室 床 タリ ｹ カ Ｙ イル貼 りｾ 天

井{Ci 綿 λ レート! l 占 ペン キ塗 仕 上

設 備 概 要

定 燈電話従鈴 Ｇｾｲｴ 系 ｈ 針 Ｑ Ｇ Ｑ 盛雷針 給 湯

給水 排 水 昇降機 Ｑ Ｉ リ Ｗ ト ， Ｓ Ｉ ｾ ｯￇの

他 の設耐il lets. す

斗; 手Jt

!昼_L Il {'.利 10年9月25円

竣_[ 1l {1羽1I 1年4月 101: 1

設 ｾ ｉ Ｇｾ ｉ ・ ｊｲ指導溝上静

設計並盟主好 木村絢建築 εド務所

施 工 I}、阪弁組

tA 星" 設計 ・木村謁建築事務所・結工・小阪弁組



最近・" " " " ーの j ] 市のシビッ グセ ν

ターに設立され1: この市場t: t 、**- の

市場さ しての機能ら完全に果さすべく

設計され1: しのであるが、時には、他

の公共的なf I I 注 iこも十分間 l二合そうご

述。闘してゐる。例へ It ' 音楽千7 ・ダンス

.  ｊ ｊｾ の他辺動競技の備物等にである。

泌 2 階など t: t パル コ= ーら開放 して展

覧千rJJJi に L 流 用 し ょ う ご 云 ふ の で あ

る。 この融通性 のあるこの建物で も、

最 L興味 l e持 1: れそうなのは 、後日、

わる機千円こ厳上階か55室のプパー トに

最初の計退巡り益性なく施設されればで

ある。

手 面 圃

- ・ "  白・ '. " 

幅一 -一

( スイス) 有蓋市場

断

ポ ー チ 側 外 観

面 園

o  ' 0 H 幅

一 」

建築家 Tavet oey， Schobi oger 及 Get ag 1  5  VI I  



ホ ー J'" 内 部

自 動 車 置 場

VI I  1 6  ( ス4 ス〉 有蓋市場

大 ;1; ーノレ( :t 潟!I{. Iこて理解 出来 ろ伐 に

ヌ重の アーヲーの挟まれ仁 fm分か ら、字L

1"1色のやわ らか し、光線九，室内lこ投げて

ゐる。 これはデ Y キケ ラλ 製の スラプ

でわって 、妻似11の大き ν 2まからさ し込

む 光 之 本目 ｦ 失って 光星 ＺＨ Ｚｴ十分 ｼ 別 々 迄 ｉｾｾ

わ1:ってゐ る。

この附s111の 干ヤラリ ーが市l述の縫っ

仁製 ｬ こ Ｑ ｭ 仕 切 れる展覧令 土 易 ｬ こ Ｇｉ［ｾ てら れ

るの であ る。

コンクリ ート 工事 (:t 7・ラッ セ ル の

ｾ ｉ Ｎ＠ S a ll 'aχ '11 氏が 撚お し1: のである

が、プーすの構築に t: t 特別 に仕立て 1:

it 車)I)( の移動足場ル使J I . J し1:キミ この

波間 の ｭ ｾ 分 た Ｓ つの部分 ｬ 二機 主主 ｍｊ に 絶

縁 し Ｑ Ｚ 事が 施 工 ｬ こ 子炉、て特 ｾ ･ 出 ｾ と る こ

之が らである。 ( T he A.. chi t cch l l ' al  

Hcco川 ，May ， Ｑ ｾ ｬＺ Ｑ 日 〉

建築家 Taverney，Schobi oger 反 Getag



外 観

( 7 メリカ ) Owens- Ill inois 研究所

• _ 4 ー- 同・R

‘-

，'， 

碗 究 室 内 部

建築家 W ol ker J.i Weeks  

唱 d号白

夜 景

1 7  Vl l  



ｾ無しの建物が可能でわるさいよ 、 こご Ｈｴ 、 Ｇｩｩ ｦ 成 以前

から稽へられれ事て'あろが、 ガラスプリツタの 出現(t

その具骨量化か促進 し1:。

ゲラスプロ ック Ｈｴ 般年前 ヨ ーロツ バ に於て製作ｾ ら

れ、オラ y グ， ｾ Ｉレヂウム等 に於て 百 ｉ 成 使用ぜら れ Ｑ Ｚ

が、最近ア メリ カ1: 於てこれが感に用 びられるのは l

つは空気調整袋置の安達の匁であり、 l つはその家内

工業的 に製造され易い匁でもある。

採光ミ音響及熟のイ : : / シエレ ーシヨ ンごた釆ね、東

lこ袋飾的慣催、待 lこ夜間の袋飾的効果た多分に持っ て

厨る ゲラスプ ロック (:t 、最近視( : t れれ建築の新材料 lド

最も将来あろ L のの l つであらう。

ここ に揚げるは Owens- Il1ino同 合 批 の 研究所の建

物であろが、同合剥の製品か宣r1 Uする匁 l二、内外壁の

大部分ルガラスプロックで組立て 1: Lのである。外壁

の欄聞に L ガラ スプロッ )J 1:e用[ J I 、その背後の級色の

布地に依って、外観上の皇量化 1" J ?企闘して居る 。

採光ごイ シシ ユレ ーシヨ Y さの利盆のほか、軽量で

あるさいふ二さも ケラスプ ロッ クの 1つの長所であ ら

う。80，0∞ 個 で 僅 150 噸であり、煉瓦ゃ石材 lこ比べて

絵程程量である 。

向、この建物 にlt 反響防止用天弁、屋根のイ Y シユ

レーシヨ y 及空気調整袋置のフイノレタ ーに までガ ラス

た使用 して居ろ 。 ( A. ・chi tectl ". aI F o  ' "' 1111 ， Ma y， 

1936)  

VI I  1 8  ( 7 メリカ ) Owens- IlI inois 研究所

グラスプロツラを積む

2 階 平 面 圃

1 階 平 面 画

建築家 Walker  反 Weel u
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操 作 系 統 園

極度 に機能均であるさ 同時 に、 非常 lこ美 し

U、貼 lこ於て 、建築家 ご技術家の仕事が最もよ

く、調和1され1:作品の ーっ さ 考 へ ろ事が出

来ろ。

授掘 され1:石炭( : t 選破、雑物除去 、乾燥 、

等級選別l等の操作た経 て 1 時間 に 16 0 領づ h

貨車 lこ積込んでffZきされるもので、圏中忌も

高い建物 (:t 250 煩入の餓筋コ ンクリ ート 造石

炭 集積培 、3つの同筒( : t 7 イノレダーで あろ。

( 八，. c hi tectl l ，. " I Hじv ic 川 ， A p，. .  I !Xl! i )  

( オーストラリ 7 ) ウオルセン F のライジシダサン石炭工場建築家 R. C町 di ngl ey 1  9  VI I  



サ ロ シ 内 部

サ ロ ン 内 部

L e  COl ・bll siel・の超現代風な建築ごア パート メ Y トの所有名 C ar10s de  s e-

ist i耳ui 自らの設計ーになるロコ コ風の内部装飾さが非常によ く合致 して、面白

い アアユ/ タステ ィー タな効果たあげてゐるさ 云はれて ゐ る が、 どう であら う

か。但 し此の アパー トメン トl: t 居住の 1: めでなく 、主さして接客の t: めlこ周び

られるしのである。聞は何れ L サロ ν の 1部で壁、天井共 l当色、家具l:t l当主背

が主調である 。 ( Arc: hit ect l1ri¥l Revi!! ¥V， A p"， ) 936)  

VII 2 0  ( 7 ランス〉 バリーの7 パートメント内部 建家築 Le C。伽bi er 装飾 Carl os de Bei 山 gui
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平 商 の 扱 ひ 方 各 種

(  f i ツ ) Berl in- Wei ssensee 陀於ける集合住宅教授 Paul Mebes 及建築監督官 P. E mmeri  



配置園 lこ示す刻 I Z  L egce引 rassc ｾ＠ Goec l{c -

st rassc さの間の 8 10ck I二J J IJ の集合併宅が32- -

34mの間隔たおいて建築され1:。中央の列 t:t H i-

nt erge凶 ndc さしての悪後件ゃなくすろ 1: めに }.li

道沿以て之 ｬ こ ｪｩｬｩ 絡ゼ しめ 、民 Ｘ Ｑ Ｐ｣ｫ 中央 ｬ こｾぬ

ら設げ 、之より直接建物のドた通じて前記 2 "Jc道

路 にJA絡するよう になり設計されて居ろ。更にこ

の農場 ｴ Ｚｴ遊歩、並小供の運動均ごしなり、長 ｾ Ｊ、

動物の P last i k 芝斗等で以て、この B lock 全燃

の美観の上 lこL効果があ る成功でわる 。 この集合

f t 居の形式 t:t r  . au bcngan日ba凶 o瓜十三U ミE t a-

genbau 0首段式〕さ雨水r }J みに際用されて厄; て 、

中央成場 lこ面ぜろ 2 棟( 2.7) t: t 前者であり 、残り 、

全部後者の雪ｾのものである。

l 戸に居室鍛t: t 家賃 lこ胞じて夫々 3 室、 2室のし

のがわり 、各戸へ は l直接六通りからではな くて 、

裏口から遁路 lこ依って、 11¥入出来るよう になって

だ，ろ。共他2の棟に t: t 共同の機械的洗溜主誌があり、

7棟に t:t 6 つの商底がある。 ¥V eisenseじにはすで

に之 までに 968)ヨの集合{主宅が建設されて厄¥1 : 。

今度の建築戸数た合計 して 1572戸の大f t I ! i 策落が

向来仁諜である。

布能なる建築家が金惚1"， - 手 lこ把鐸 L 、絶へ問

11. く満足するまで研究するな らば“ Miet l叫 SSC1'n-

en" の恐怖t:t多少なりさ放途される。そ して事貸

さして H 住居地帯かが号費生するもの て' あろ。

( Moderne 8 auf ormcn， Mai， 193(; )  
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外 観 そ の 2

外 観 そ の 3

VI I  2 2  ( f  i  .'} )  8er l i n- Wei s s ens ee 陀於ける集合住宅 教綬 P川 1 Mebes 友建築監督官 P. Emmeri ch 
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観外

建築面積 514.75111ヨ

建築容積 12786. ∞I n": 

機 透 餓筋コ ンクリ ー卜及煉瓦( 壁骨量〉

地 |瞥 ;j;' イ ラ一室 重rlb憎 物 置( 借家人別〉

1  Ｏ潜門待、佐ｽｾ［ Ｎ 、ｽ［Ａｩ制 ｩ

標 準 /1皆 ( 2/潜- 5:1皆〕 各 /1皆5 個のア バート メン 卜

( アバートメ ン ト単位、3室肇所浴室健所〉

6/管- 7jf昔 各/1皆2個のアバートメント

緩か ｴ ｬＮ 勾到の詩 Ｑ ＱＺ ・ らざる四法屋伎、壁画 ｬ￨ ｾＡ ［ Ｚ ｊ 、二

さなき関口の節度あ る史民、シムメトリア| こおさまつ

1: アアサード、等( : t 正 に地中海的でわり同時 lこ古典

的ではあるが建物の腰及悠廻り待に立面の中心部分

に石材! J . oJ Hu て外観 1.1.-引立 て且強める 手法( : t 今日の

イタ リアに多 く見る所 lこして一種の 7 アツシヨ的 屯

ードさも稽すべき か。( A，' chi tettra It al i ana， Ap".  

19: ;6)  

，
.
4

6

7

3

0

 !? ; J 1 31  

jJ lU ;jj r :(U JJ  

2 3  V Il Ni cola Mosso  建築家
トリーノ市に建つ7 パートメシト( イタリー〉



改 造 後 の 外 観

1 階 卒 面

改 造 後 の 外 観

銀行家 l1. 一般 に 近 代 風の建築ル好 主な

かっ 1:が、最近は この傾向が無 くな りつ

つ ある 。 その迎由 l1. 極 めて 簡単で、工 伎

が 安 ν か ら さ し、ふ に Ｇ ＺＧ＼ ｗ Ｎ ｾ ろ。

フ イ ラヂ ｊ レ Ｗ イヤの ｾ ｩ 昔 Ｑ［ ｝ げ茶 銀 行 ｬ こ 約

11，0∞ 弗 か択 して古い 1t 宅た屯タ ーン改

造 して l成功 し1:。

千百闘の左 l工夫々 改造 iliJ の問J[;<、 布 (1.

7ヰノャ吹主宣伝・ の|間以でわ る。

j [  Uii 1e ケグラスプリツ P で張 り詰め 1: ばかり でな く、内庁I > L全

く 改 造し Ｑ Ｚ 。それ に依って ￯ｾ ￎｾ 、 住 宅 ｬ ＱＮ一段して 、 メリヤス労 働Ｍｉｓ

アメリ カ聯合千干の 事務所 に借 りら れるこさに なっ1: 0  ｉｾ ｕｾ ￯Ｇ Ｈ が 不

足の ｾ上 ｭ ［ のＭ［，＾，ケ ー ド Ｎ )レ ー 7 は その i必に浅 さなげれ 11." な らな

かっ1: t' ら、前面i Iこっ 1: の這ふ捌か作っ て調子 lerHげてゐ る。

Ｑ Ｒ ， Ｐ ∞ 弗 の 抵常 ｩ こ取 っ Ｑ Ｚ しの で 、 税 金 が 伺 Ｔ ＷＱＱ 、 そ れ ｩ こ ＱＱ ， ＷＸＷ ＿ｾ

の改造 設らかけ て 2，100，1; の家賃たあげるこ 之にな っ1:。

( A I'chi t ec t ural  F OI'UIl1， May ， 193(; )  

2 陪 卒 函
3 階 卒 商

VI I  2 4  ( 7 メリカ 〉 古し、佳宅を近代風事務所に改造 建築家 Oscar G.  Stonorov 



餓筋コ Y 9 リート造で、柱の問| 漏1:t

i nsul ati ng boa l"d 標準型制附に都合のよ

いや うに定 めてある。

天井 Ｑ ｦ ｴ 色、 ｾ淡 純白ｉＢ ･ pl ace上の¥J .m

日昔赤色 ( A，'chit ec tlll 'al Revi cw， Apl". 

19:16)  

2 階 平 面

」

ー / ，

o  . 。 ε。
'0 句 。 ｆ ＺＺＧｾｔ

170 

1 陪 平 面

“  

( イギリス) 7 リストル郊外の住宅

ｾ＠ ｾ ＮＮＭ

北 側 舛 甑

.... 

-' ・

迂

広三11ーで(?!?「- 1

南 側 外 観

-司・e ‘ a 同・・ー- ・刈 - ・帽伽- 同・・網"‘・

内 部

鐙築家 Cononel ， Ward 及 Lucas 2 5  VII 



間 t:t M，'. Wel l s の案 lこ成ろ 未来の世

界た想像 し1:活動潟.yi のセットである 。

それは日光、雨、 :冬暑等の影響1e受げ

ない、人間が自然の環境に射して最後の

勝芹IJた示しれ地下のユートピアである 。

そ こには闘争 L ＱＡ｜ｾ く戦争 ｌｊＮ よし、。

人# はこの太陽の 1;' '' 、地下街で無線電

話の仕掛のある衣物た着 、慾のない建物

に住 み、 自動車の 片彩 す らな u、大通 た 散

歩し 、 それか ら、これt:t " 、ささか時代錯

誤 である が炭ぃ II皆段の上に立って居ろ。

横の交遜 t:t吊下 式 軌 道 lこ1/( り、畿の交

通 t:t巨大 な ガラス管の 中私語'1制 的に上下

するエレ ペ ーターに依って行 t: t れろ 。

ヵ・ラス及類似の材 料はあらゆるブ'J llii に

利用d られ、家具ま でこれで作られる 。

こりセ ットの大部分 t:t 縮小さ れ1: 模 形

であ るが、非 常 lこ精 巧 lこ作られて居る 。

建 築 t: t 主主してかh . Vh ll s の考案に

依ろが、 それよりも最近数年の聞 に英l剖

の建築らそ の努カに11<って袋 化t ! . しめつ

つある ー鮮の若い建築家 の輝 しν 想像カ

にま{-i、月I i が極めて多し、。

( A rchi比tect u，叫 _，F o引r川叩'¥11川n川1

VI I  2 6  来来の都市の也ツト Wells 案



命 員

昭和 1 ] 年 度 評議員

編 腕 常 務

災害調査委員合委員

故 三 浦 向 史 君

昭和11年 2 月12n令n三Il I i 尚史氏仇ーを以て

夫逝せら る 淘に哀悼に叫へす 、深く市立を

表す。

三illi 氏は大正15年前協合令員とならわ 、禰

ＮＳＱ Ｐ Ｐ 年 間協 令投 肢 の Ｑ ｾ に多大な る努 力 を縦 り

られたる人であつに。

ヰ〈として 災害強度、災害調査・委員合 め仕事

ぞ分除して 居 られにの で あつに1 : / 、数年dさ

K 於りる委日千? の話回Eを省みて氏が遣 した事

蹟の決して 少くな カ、つfこ事が想はれる 。 殊

にJ1f{平日 10年度評議nvc 'i:: ;選さ れ次いで編 制常 務 VC '政選せら れ 協合の植機に参典し役

員として ーj音の活雌 を期待 されて 居ったのである 。然るに 1'1=年 12 月不幸に も重症の

床陀臥してカ、ら3 ク月、療養の術も 走 きて迭に永蹴せられたのである 。

淘 K 三十有鯨歳 、我協合の1:&にも前途有嬬なる 氏の如 き人材ぞ喪っすこ事は惜 しみて

も依 りあ ること で遊に詑んで三浦氏の略墜 と照宵を掲け・以て 宍幅ぞ祈 る次第である 。

1、 明治36年3月14I1  氏自燃に生る 。

1、 大正 ＱＱ 年東 Ｉ ｾｾ ｬ ＦＮ ｾ 附 箱型 ・ 校卒業 。

1、 大正 ＱＵ 年東京高等 ‘工 Ｚ ｾＧ ｾ ｾ校建築科卒業 。

1、 大正15年 3 月: 31日大阪市立都 島工業率 校数百誌に就任。

1、 同年5月日本建築協合々員 となる。

1、 昭和9.1-['- 12月同合評議員r 市濯す。

1、 昭和 10年1J J同合常務に常選 し編柑. を分揺す。

1、 昭和 11年 1月同 上

1、 昭和 11年2月12日腎臓病にて残す。

享年34歳。

昭和1li -F-2月1411大阪 "1阿倍好舟場 に於てf1li 式ぞ以て葬式を行ひ本合 より役員代表

として常務・|仮口万三郎氏合葬し下記弔詞そ代読せらる。

弔 詞

華 ｾ ］Ｍ ｩｩｬ 止図 法人日 本 建築協 令々 丘 一同ヲ 代 表シテ恭シ ダ故 大 阪市 立 昔日島 工業 皐校教議 三 浦倫Ｎ￦Ｎ

兵 ノ英護=告 F

我日 本 建築 協合 カ袋 二建築 界 ノ 振 作革進ヲ 以 テ 闘 商ノ一角］Ｍ ｾｾ Ｚ Ｏ :族峨 ヲ樹 ツJ レヤ氏 ノ、大正拾五

年五月籍ヲ本合々員 ノ一員二位 キ官将来我協合 ノ役員 、委員二 常選シ JtfrJllノ ;功績鮮 カラス殊 = 我協

合 カ将来 / 施設 =於 テ兵 = 侠ッ民主!fJ ・辺J カラサJ レ毛ノナルノ 秋忽然 トシ テ幽芥 = 蹄セ ラノレ痛惜鷲 ソ

禁へ ム

袋 二本合々員一同ノ ;赤忠、ヲ 捧 ヶ哀悼 ノ怠ヲ表ス

英盛夫レ 努努 トシ テ* リ餐ケヨ

昭和 11年2 月14 日

品1: 固法人日 本建築 協令

令長工率 博 士 片 岡 安

6 3  Vl l  



l 舎 報 I

法 制 委 員 舎 ( 第5回〉

時 5月26日午後7時 - 9時30分

所 協合倶楽部室

出席者 委 員 長 池 悶

委 員 板 弁 、 本 悶

協議事項

1. 防火地区完成促進に繍し協議し共必要か認む

ろ理由に付検討す

1. 防火壁の効果lこ付; } 座談令沿開催するの件

曾長主催曾員招待回選曾

時 5月31 日午後 l 時 - 5時

所 木原氏別邸(J; I.[! 亙餌差町丹頂庵〉

出席者 秋本研主主氏外221名

1. 前日の降雨! こ笛日の天候任案ぜられしが朝来

時々小雨わり しも正午よりは曇天 lこして折々

初夏の陽光ら見ろえ旨得定事IJ の午後 1 s幸lこt:t合

員の E使令するもの銃に 80名古来

1. 園遊合開始の午後 3 時には振鈴の合闘 に一同

庭園のE馬場に設げられし天幕内. &共周園 i二設

げられし赤毛i Rの床机 lこ集合

1. 先づ片岡令長 {:ttff 上に立ち本日の米合た謝し

招待の理由其他希翠等 l二付一場の挨拶あり次

で中西主記 より木版別邸の歴史等に付詳細U.

8 説明わり

1. 次でi I ! ! ，間賞兵 t: t 来賓一民た代表して謝鮮か述

べられ何れ し拍手の裡 に挨拶た了り夫れ より

愈園遊舎に移る

1. 宴酎 lこして「レ コード」により 緩1'1' 20除名及合

員の手踊等の儀典 あり

1. 新〈て議定の 午後 5 時ごなる や 中 西主記の告を

受 lこて「日本建築協令長片岡博士荷量量J 1e三日目

一同之 lこ和 し次で片岡令長 より 「日本建築協

合市議」た大呼一 同之 l二利 して三唱す

是 lこ於て片岡令長主催の園遊令t:t和主主符均 の

複 lこ大盛合た以て閉合一同解散す

常 務 舎 ( 第 10凹〉

時 6月 1日午後5時30分 - 8s，f 30分

所 協令倶楽部室

出席者 理 事 安 井高IJ 合長

常 務 中海主記 、中凶主記 、内藤主記

V Il 6 4  

加国主 計、作問主計、清水主計

島田編車耳、本多編輯、堀口編総

議 事

1. 6月例合に闘する件

2.  大阪都市計重防火地| 蚤園 印刷後 史 の 件 .

3. 日本ポルトランドセメジト同業合申 出 lこ係ろ

小住宅設計圏案懸賞募集に掬する件

生 法 古IJ 委員合より電車賃支出要求の件

5  激化委員令要求に係る映奮闘銭完成 〈前年度

級 協卒業〉 及試潟に付経費支出の件並 lこ建築

講座開設lこ闘する件

6. 合員増加 lこ付臨時合員新名簿作成 lこ闘する件

7.  給イ上 l名採用のイキ

8. 愛の設計岡氏奥の件( 2件〉

9. 満洲建築協令よりゅ越の協合相互の合員の合

'{' (にイサf反宜たJ l I i ! ふる件

10. 合員殺衝

11. 絢JII J 1部( 第6依〉鑓更に 関する件

12.  職員上牟矧賞奥並昇給 lこ闘する件

報 告

1. 4月分合百十報告

1. 春季大令清算報告

1. 建築接合長 より講演、展覧合 lこ闘 し趨状

都市計重委員舎 ( 第5図〉

日幸 6月5 日午後6時お分- 9時30分

所 建築材料陳列場

出席必一 委員長 Ｎｾ＠ 弁

幹 事 カ日 藤、 f晶 知

委 員 亀 井、 村 タi二

τE t  B  岡、 ) l j  
=E t  3  

協議事 項

1. 前回に引車抗告全園都市 lil jlHi 令謎提出|問題 にイサ

調査研究す

1. 上記 lilj 題 に付各自 食料た次回 までに持ち寄る

、、p

- 、

敦 化 委 員 曾 ( 第2回〉

時 6月911午 後4si f30分- ' 1H寺30分
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1戸市林田|盆池田成 IIIp71 ノ5.{t 膝

f吉太郎件J (. 大企よ木株式合前上大阪

出張 r{r )

松 村 文 市 お 兵庫 J14話番AW1nWj 'i 丘村打出掘ノ内 19
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宅{ : t 、こ のa : の滋l支に謝して[持1f禁 シャ ツ程度の

「試み」で満足 すべき でなし、こご勿論 であ る。

・ Ｒ ま たり ｦｊ ｾｮｲ 凶 の 涼風 が 入 ろが 、お し 上 の ｾＺＡｴＩｴ が
古畑Lして仕 事が出来 なし、 。慾ら悶i らー風た遮断 し

1: よ、 JJI に凶日 の炎熱ル交げ れItならなし、。 -

ー で、ょのもEな こごが言υ l支くなっ1:次第であ

る。

。VJ . 。今月 就 lこ{ :t 品近竣工の閥凶 1:11リ1，接官官の設

計 ｬ こ ［ 鋭 ν て 木 子 七 日 Ｑｉ 兵力・ ら 、 大 ｉｾ 主 主注 Ｑｾ Ｂｴ 官官 の百 ｬＧ

Ｚｊｴｉ こ就 いて波設仁 ｩｬｬ 築 事務 所の ｾｉＧ 山克巳兵か ら

犬々 ｪｩ 縞 ｴ ＮＡ･ ｾｾＱ Ｚｯ Mれ し特色のめる建物である

から 、設計必の資料 Z して役立つも のが多から

うご忠ふ。

。 佐古ELF三兵 の「大阪昔日寺の地割J Iこ隠す る論説

{ : t 往時の古il l市 il j'il!: 1こ闘する文献として 一説 lこ値

す る。

。「労働のみi-<: J で「建築 さ枇令 J誌上久しぶりに佐

膝四郎氏 の稿| こ援す る。 |司氏( : t 係j箆時代の本協

ｩｾ ｬＢ ｬ ･ 守立 てら れ Ｑ Ｚ 1 人。名古屋から の通信 1J?1変

身お願 u し皮いさ品l ふ。

。 津閃ｾ氏 「エノ レ サレムの 回顧 ｊ ｻ Ｚｴ 同 氏の外遊記
の l 昔1; でわ るが、瓦 l二ふさ( : t し ν 設物1: るこさ

えp失はね 。

. 井手氏、 高村氏共 |こ令 員中 の新人であ る。若

ヤ、人塗の振って投 稿わら むこさ ら希ー望す る。

。研究及調査強 管 制lこ し 建 築 随 想 鮒lこも新し

ゐ、人々の 出現ル期待 して 巳まな い。

+ 8 月拡(:t! 地方 百十世J 1.!e 中心さする待斡披 さす

る。令良中こ の方面( :t 健筆者揃uであろから御

期待た乞』、。 ( 新名種夫〉

建 築 芭 融 曾

第 19輯第 7 自主

制 l 即 時 行 定 依 11加 50凶( 郵枕 2的
2加6，∞凶( 同 24 銭〉

昭和 IJ 年 6 月25日 印 刷 昭 和 11:年 7j月 1 目安行

俊行 ・編 総

印 刷 人 小 板 常 見

大阪市北 恒例 日 ピノレ日 本建築協合内

印 刷 所 大 石 堂 印 刷 所

大阪市北 区玉江 IUTl 丁目 11番地

俊 行 所 ET 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島3 ノ3朝日ピル

電話長 J b痛く23)45:) 1香( 9)

据 笹 口座界説R399i5' ilf

特約版' #. 庖 拶11 々 '主 主: 庖

大阪市西区京町堀羽子板橋 図

電 話 土 佐 匁2判。欝

お替 口座穴阪2084香

禁 碍 載

本放 に掲殺t主ろ しの( : t 、一切こ れか無断にて

鱒載し叉 ｃ ｴ 単行本に上 梓 その他の複 製 行 ｾ ｬ ￨

u寸こミた禁ず。

慶 告 掲 載 料 金

普 遜 I 1 頁 I 1 回
15・∞

普 遁 | を 頁 I  1 回 ら∞

常…手 ｼ二 王 ｉ ｟ ｾ ｉ ｾ 竺 一
常務師領事 己 主j_: 回 | 側

品盟議 L い頁|二竺-1_ 2竺

て中 一 紳〉ト I  ｾ頁 ｉ 1 回 I  20∞ 

表 紙 2 I  1 頁 I 1 回 I 6().∞ 

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45.ω 

側

一
す

ん
一一一

一
成告J易殺御申込{:t 本令直接頗 びま す。

本誌購苦{ 御注文はすべて前金で本合直接叉{ :t

締約底へ振替貯金叉{ : t 匁替で御梯込た願ぴま

す。議: 券代用 {:t 一割増、代金引換はお断り 致

しま す。
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